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襲撃　十二月二十日（月）







　孝こう太た郎ろう達たちに敗れたエゥレクシスと真ま耶や、そしてダークネスレインボゥの少女達は、一いつ旦たんＤＫＩ―――ドラゴンナイトインダストリーの本社へ向かった。身体からだを休められる場所としては、そこが一番近かったのだ。

「………そうは言っても、早ければ今日明日にも私は解任されるから、しばらく休んだらさっさと移動しなければいけないんだが」

「情けない事を楽しそうに言うわね」

「あっはっは、流石さすがにもうどうしようもないからねえ」

　移動に使っている兵員輸送車の車内に、エゥレクシスの陽気な笑い声が木霊こだまする。確かに真耶が言うように、全すべてを失った男の姿には見えなかった。

　朝九時を回って株式市場が開けば、孝太郎はその莫ばく大だいな資産を使ってＤＫＩの株式を買い占しめる。そして筆頭株主となった孝太郎は、エゥレクシスをＤＫＩの最高経営責任者から解任するだろう。今はまだ夜が明けたばかりなので問題はないが、一番早いケースでは今日の午後にはエゥレクシスはＤＫＩに入る事が出来なくなるかもしれない。自然と真耶やダークネスレインボゥもそうなるに違ちがいなかった。

「でも坊ぼつちゃま、移動するって言ったって、何処どこへ行くの？　会社乗っ取られちゃうんでしょ？」

　このオレンジの疑問は当然だろう。エゥレクシスはＤＫＩの社員ではなくなるという事なので、どこの支社にもエゥレクシスの居場所はない筈はずなのだ。

「会社からは切きり離はなされるけれど、私の個人資産まで奪うばわれる訳ではないから大だい丈じよう夫ぶさ。別に経営に失敗して解任される訳ではないからね」

　現状では表向きＤＫＩは順調だ。にもかかわらずエゥレクシスは特定の株主の都合で解任される訳なので、その責任問題にはならない。もし解任の理由がＤＫＩの国政への介かい入にゆう問題であったなら資産まで奪われる可能性もあったのだが、孝太郎達は急がなければならないのでそこまでの事は出来ず、単なる株主の気まぐれによる解任という事になるのだ。おかげでエゥレクシスの個人資産は守られる形になる。

「とりあえずは幾いくつかある別べつ荘そうのどれかに身を隠かくそうと思う」

「幾つかって………あんた、会社がなくてもどえらい金持ちなのね？」

　エゥレクシスの言葉にクリムゾンは目を丸くする。この時の驚おどろきは、先さき程ほどの戦いで負った傷の痛みを忘れさせるほどだった。

「私のというよりは、一族で蓄たくわえたという事になるかな。これでもウチは二千年以上続く家系だからね」

「………名実共に坊ちゃまって事なのね」

「クリムゾン、君にまでその呼び方をして欲ほしくはないな」

　エゥレクシスの家系は今でこそ平民だが、その源流は二千年前のメルケムハウン騎き士し団だんまで遡さかのぼる事が出来る。そこに所しよ属ぞくしていた従じゆう騎き士しが直接の祖先で、その何代か後に騎士を廃はいして商売を始めた。以来千数百年に亘わたって積み上げて来た資産は莫大な額に及およぶ。孝太郎に比べれば微び々びたる額なのだが、それは比ひ較かく対象が間ま違ちがっているだけで、常識的な範はん囲いでは相当な資産家であると言えるだろう。

「私は海が見たいかな。フォルサリアには海がなかったし」

「おっ、いいね、ブルりん！　坊ちゃま、別荘って海の傍そばにはないの？」

「あるよ。季節はどれがいい？」

「そのレベルなの!?」

　兵員輸送車はそのいかつい見た目とは裏腹に、妙みように楽しそうな空気に満たされていた。これはエゥレクシスやオレンジの気質による部分も大きいのだが、やるだけやって負けた事を誰だれもが理解しているからでもある。その例外は一人だけだった。

「………全く、みんな気楽なものね………」

　グリーンは一人騒さわぎに加わらず、輸送車の小さな窓から外を眺ながめていた。グリーンにも仲間達の気持ちは分からなくもない。しかしグリーンにだけは先程の戦いにもう一つ別の目的があったので、敗戦の感じ方が微び妙みように異なっていた。だから一人つまらなそうに窓の外を眺めていたのだ。

　グリーンのもう一つの目的とは、真ま希きを倒たおす事だった。グリーンは真希という人間に対しては別段何の感情も持っていない。敵になったと聞いた時には、残念に思った事さえある。しかしグリーンが大切に思っているクリムゾンが、真希を気にしている事は許せなかった。だからグリーンは真希を排はい除じよして、クリムゾンの気持ちを自分一人に向けたいと熱望していたのだった。

「イエロー、あんたには行きたい場所とかはないの？」

「そうね………行きたいというか、作りたいものならあるわ」

「どういう事？」

「何処どこか風景の良い場所に、小さくていいから自分の家を建てるの」

「へぇ、良いい趣しゆ味みしてるじゃない。建てたら私を招待しなさいよ？」

「ええ、そうするわ」

「壊こわさないであげてね、クリムゾン」

「当たり前でしょ！　パープル、あんた私を何だと思ってるのよ！」

　視線は窓の外へ向けられていても、その耳ではクリムゾンの声を聞いている。グリーンは感情の表現が得意ではないので、自然とこういう構図になる事が多い。そしてだからこそ、感情をストレートに表すクリムゾンに憧あこがれている。実のところ、グリーンと真希は似た者同士なのだ。しかしグリーンはきっと、それを認めないだろう。

「………あれ？」

　そんな時の事だった。窓の外へ向けられていたグリーンの視線を、ほんの一いつ瞬しゆんだけ何かが掠かすめていった。本当に一瞬だったので、それが何だったのかは分からない。顔を寄せるようにして窓を覗のぞき込んでも、その何かは既すでに何処かへ消えた後だった。

「何だったのかしら？」

　グリーンは、きっと鳥でも通り過ぎたのだろう、そんな風に考えた。しかし連続する戦いの中で生きてきたグリーンなので、いつもの習慣で魔ま法ほうを使った。

「………プレコグニション」

　グリーンが使った魔法は得意の予知だった。今回は近い場所の、少し先の未来を見通す初歩的なものだ。彼かの女じよはそれをクリムゾンを中心にして発動させている。やはりグリーンにとって重要なのはクリムゾンだった。

「いけないっ、みんな気を付けて！　攻こう撃げきされるわっ！」

　発動した予知の魔法がグリーンの意識に投とう影えいしたのは、兵員輸送車のボディに大きな穴が開くという未来だった。穴の輪りん郭かくはぼんやりしていたものの、穴の中心付近でははっきりと外の風景が見えている。つまり穴の大きさは別にして、ボディに穴が開く事それ自体は高確率で起こる筈だった。

「いつ、誰がっ、どこからっ!?」

「グレータープロテクトウォールッ!!」

　クリムゾンの問とい掛かけを無視して、グリーンは防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを発動させる。グリーンの魔ま力りよくは板状に成形され、開く筈の穴を塞ふさぐようにして配置された。それは丁度、クリムゾンの真後ろだった。

　ズドンッ

　そして兵員輸送車のボディに実際に穴が開いたのは、グリーンの防御魔法が発動した直後の事だった。







小惑星帯の攻防　十二月二十七日（月）







　その日、皇こう帝てい代理を務める皇女セイレーシュは再び国民に呼びかけていた。彼女が軍部に対し、武装解除とエルファリアが犯罪を行ったという証しよう拠この提出を求めてから、今日で十日目になる。しかし軍部―――正確にはヴァンダリオンは、セイレーシュの命令には従わなかった。命令を敢かん然ぜんと拒きよ否ひした上に、艦かん隊たいを小しよう惑わく星せい帯に集結させて徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せていたのだ。

「―――私は先日、軍部に対して武装解除と証拠の提出を命令しました。しかし十日という十分な時間を経へても、未いまだにどちらも為なされておりません。そこで私はこう判断せざるを得なくなりました。彼かの者達はクーデターを起こしたのだ、と」

　この状じよう況きように至り、セイレーシュは遂ついに決断した。これまで軍部がやってきた事は、全てクーデターであると認にん定ていしたのだ。それはフォルトーゼを揺ゆるがす大事件の構図がガラリと変わった瞬しゆん間かんだった。

「エルファリア陛下が犯罪を行ったという証拠が提出されない以上、軍部は陛下を陥おとしいれる為ために嘘うそをついていたと考えざるを得ません。また同時に、証拠なしに陛下を長期間拘こう束そくしていたという事にもなります。これは国民と国家への侮ぶ辱じよくであり、許す事の出来ない大罪であります」

　これまでは軍部がエルファリアを追つい及きゆうする構図であったが、今は軍部が追及される立場にある。構図は完全に逆転していた。

「それだけでも大きな問題なのですが、軍部は今も武装解除に応じようとはせず、徹底抗戦の姿勢を見せています。彼かれらの主張には証拠が伴ともなわないので、これは単なる武装蜂ほう起きであるという事になります。つまり嘘で皇帝をその地位から引ひき摺ずり下おろし、勝手に軍を動かしてフォルトーゼを我わが物としようとしている訳です。これは紛まぎれもなくクーデターであります」

　これまで軍部にはエルファリアの罪を暴あばくという大義名分があった。また議会がそうするように命じた―――実際は命じさせられていたのだが―――という後うしろ盾だてもあった。しかし今はその両方を失い、嘘と軍の私物化という事実が残った。こうしてヴァンダリオンはエルファリア追及の旗手から、クーデター軍の首しゆ謀ぼう者しやへと転落したのだった。

「皇族会議も軍部の行動は不当なクーデターであると認定しました。そこで皇族会議は本日付けでエルファリア陛下に対する皇権停止処分の解除を決定致いたしました。これによりエルファリア陛下は正式に皇帝へ復帰される事になります」

　疑ぎ惑わくを立証する証拠が提出されず、軍部の行動が違い法ほうなクーデターであると認定された以上は、エルファリアの皇権停止処分は解かれなければならない。エルファリアは皇族が生まれながらに持っている権利―――皇権が停止されていた事で間接的に皇帝の地位を離れていたので、皇権が回復した時点で皇帝に返かえり咲ざく事となった。

「それは同時にこの私、セイレーシュの皇帝代理の職務が終しゆう了りようする事を意味します。無事に職務を果たす事が出来た事を暁あかつきの女め神がみへ感謝すると共に、これまで御ご協きよう力りよく頂きました国民の皆みな様さまに篤あつく御おん礼れいを申し上げます」

　エルファリアが皇帝に復帰するので、これまでセイレーシュが果たして来た皇帝代理の役目も解かれる事になる。正直に言うと、セイレーシュは安あん堵どしていた。ここまでの出来事で、自分が皇帝に向かないという事を理解していたのだ。だからセイレーシュとしては無事にエルファリアを皇帝の座に戻もどしただけで満足だった。

「そして皇帝代理の最後の職務として、この方をここへお招きしたいと思います。神聖フォルトーゼ銀河皇国皇帝、エルファリア・ダーナ・フォルトーゼ陛下です」

　セイレーシュは笑え顔がおでそう言うと、演説に使っていた台から離れる。そんな彼女と入いれ替かわるようにしてそこへ立ったのは、式典用の装束に身を固めたエルファリアだった。しかもそれはただの式典用の装束ではない。皇帝が出しゆつ陣じんする時に身に着ける、特別なものだった。










　エルファリアが壇だん上じようへ姿を現した時、演説の会場―――皇こう宮ぐうの中庭に作られた式典用の広場―――は一度静せい寂じやくに包まれた。しかし彼女が演説の為の台の前に立った瞬間、会場はまるで怒ど号ごうのような大きな歓かん声せいに包まれた。クーデターを起こした軍部によって地位を追われた皇帝が、青騎士の助けを得て国民のもとへ帰ってきた。あまりに象しよう徴ちよう的てき過ぎるこの出来事は、国民を熱ねつ狂きようさせるのに十分過ぎる力を持っていた。誰もが感じていたのだ。自分達は新たな伝説を目にしていると。おかげでエルファリアは会場が落ち着きを取とり戻すまで一分以上も待たねばならなかった。

「………神聖フォルトーゼ銀河皇国皇帝、エルファリア・ダーナ・フォルトーゼです。皆様の前に、再び皇帝として立つ事が出来た事を嬉うれしく思います」

　再び会場が歓声に包まれる。だが今回はエルファリアが軽く手で合図しただけで人々の声は収まった。彼女が何を言うのか、そちらにも興味があったのだ。

「そして逆に、半年以上も皇帝としての役目を果たせずにいた事を詫わびなければなりません。今後はこのような事が無いよう、務めを果たしていく所存です」

　クーデターを起こしたのはエルファリアではないが、それを早々に収しゆう拾しゆう出来なかった事に対しては責任がある。治安を守る事は、国と皇帝の務めなのだ。そしてだからこそエルファリアにはやるべき事があった。

「しかしそれはあくまで問題を解決した後の話。今の私が行わねばならないのは、軍部の暴走を止める事です」

　ヴァンダリオンの影えい響きよう下かにある皇国軍は名実共にクーデター軍となった。そして国民の支持を失い、孤こ立りつし始めている。だがまだ十分に戦力は残しており、放置すれば大変な事になるのは明らかだった。

「これよりフォルトーゼ皇国軍は、ヴァンダリオンの指揮下にあるクーデター軍の討とう伐ばつにあたります！」

　もちろんエルファリアはクーデター軍を放置するつもりなどない。その決意を明確にする為に、出陣の時に着る装束をまとってこの場に立っているのだから。

「しかし軍部の中ちゆう核かくがクーデターを主導していた為に、現在の皇国軍は素す早ばやく動ける状態にはありません」

　しかし問題もある。クーデター軍はヴァンダリオンの扇せん動どうによって皇国軍のごく一部の部隊が離り反はんしたものだが、離反したのが主に皇国軍の中ちゆう枢すう部分であった為に、皇国軍全体が混乱した状態にあった。だからクーデター軍を討伐する為には軍を再編せねばならず、それには多くの時間が必要だった。

「そこで、これまで新生フォルトーゼ正規軍として活動していた部隊を中核にして、討伐軍を組織します」

　この大きな時間の浪ろう費ひを避さける為にエルファリアが考え出したのは、新生フォルトーゼ正規軍を主力に据すえて討伐軍を組織するというものだった。元々皇国軍の外にあった新生フォルトーゼ正規軍であれば、何の変へん更こうも加えないままに行動を開始できる。そこでエルファリアは新生フォルトーゼ正規軍を皇国軍に編入し、ヴァンダリオン討伐の任に当たらせる事にしたのだった。

「そうなりますと………総司令はもちろん、青騎士ことレイオス・ファトラ・ベルトリオン卿きよう」

　そしてエルファリアが総司令の名を口にした瞬間、会場は再び大きな歓声に包まれた。実はフォルトーゼの歴史においては、青騎士は正式にフォルトーゼ皇国軍に所属した事がない。二千年前はクーデター軍を討伐した直後に姿を消しているので、記録上は新生フォルトーゼ正規軍に所属した事があるだけなのだ。それが今初めて起こり、しかもその任務は再びクーデター軍の討伐。国民がそれを歓かん迎げいしない筈はなかった。










　エルファリアの発言を受け、ニュースの映像に速報の文字が割り込んだ。『フォルトーゼ史上初めて青騎士が皇国軍に所属へ。クーデター軍討伐の任に当たる』―――表現に多少の差はあったが、これはどのニュースやメディアでも等しく速報として扱あつかわれていた。それだけ国民の注目度が高い話題なのだ。だが国民の興奮や歓迎とは裏腹に、一人だけエルファリアの映像に冷ややかな視線を送っている者がいた。それは誰あろう、青騎士本人だった。

「他人ひと事ごとだと思って、滅め茶ちや苦く茶ちややってやがるな、エルの奴やつ………」

　孝こう太た郎ろうはエルファリアの姿を眺めながら小さく溜ため息いきをついた。煌きらびやかな衣装に身を包つつみ、堂々と話し続けるエルファリア。その表情や振ふる舞まいは皇帝然としていて立派なのだが、孝太郎にはエルファリアの本音が透すけて見えている。この状況を一番喜んでいるのは、他ほかならぬエルファリア自身だった。

「………それをコータローだけが理解しておるという状況とその意味に、もう少し頭が回ればのう………」

「………エルファリアさんも苦労が絶えませんわね。ふふふ………」

　クーデター軍を討伐する際、第七皇女であるティア、第二皇女であるクランは、それぞれの専用艦かんで出しゆつ撃げきする事になっている。二人はエルファリアの代わりに出陣し、大将に相当する役目を果たすのだ。孝太郎とは違って、二人ともその事に不満はない。楽しそうに孝太郎の背中と、エルファリアの立体映像を眺めていた。

「ところでセイレーシュさんは出陣されますの？」

「いや、母上の話ではセイレーシュは母上のところへ残るらしい」

「何故なぜですの？」

「引ひき継つぎが間に合わぬから、相談役を務めるそうじゃ」

　出陣するのはセイレーシュを除く皇女全員なので、皇族級宇宙戦せん艦かんは二番艦から七番艦までの六隻せきが顔を揃そろえる事になる。皇女達は前に出る訳ではないものの―――ティアとクランは出るが―――クーデターに対して皇家が団結して明確な態度を示すという大きな意味があった。青騎士の艦隊に皇族級が六隻なら、兵達の士気は高まり、国民の支持も集まる。この状況では流石さすがに皇こう帝ていは出せないものの、皇家が進んでリスクを負うべしというのはフォルトーゼの伝統だった。

「すっかりお祭り騒ぎにしちまいやがって………まったく………」

「こればかりは仕方がありません。フォルトーゼの人間にとっては、おやかたさまはじっとしていても周りでお祭りが起こる人間なのですから」

　不幸にしてお祭りを引き起こしている孝太郎本人は、フォルトーゼの人間の気持ちが上手うまく想像できない。その困こん惑わくを感じ取り、ルースは微笑ほほえんでいた。彼女は『アライアと青騎士の伝説に登場する、あのパルドムシーハ家』の出身なので、孝太郎と国民双そう方ほうの気持ちが分かる。諦あきらめて貰もらうしかないというのが彼女の結論だった。

「そうは言ってもルースさん、エルがあんな風に油を注がなきゃ、もうちょっと大人しかったですよ」

「それは裏に政治的な事情があるんです。国民にこの戦いで戦争は終わりだと印象付ける必要がありますから」

　エルファリアの立場からすると、戦いに勝つのはもちろんだが、国民の不安を除く事も重要だった。青騎士と六人の皇女が手を取り合ってクーデター軍と戦うのだから、戦いはきっと終わる。そういう確信こそが治安を改善し、景気を上向きにしてくれるのだ。国民目線では分かり難にくい判断だが、指導者の善よし悪あしが分かれる重要な部分だった。

「いーやっ、あの顔は絶対にそれだけじゃありません！」

　孝太郎にもルースが言わんとしている事は分かっている。だがエルファリアの様子を見ているとそれだけだとは思えない。エルファリアは絶対に孝太郎を弄いじって楽しんでいるに違いない―――孝太郎はそう考えていたのだ。

「よく分かっているではないか、里さと見み孝太郎。あれは汝なんじに二十年前の世界に置き去りにされたエルファリア陛下の復ふく讐しゆうなのだ。それを汝は責めるというのか？」

「うぐっ」

　キリハが指し摘てきした通り、二十年前の世界で孝太郎はエルファリアと仲良くなったのに、そのまま置いて来たのは紛れもない事実だ。だから孝太郎は結局、不満を呑のみ込むしかなかった。










　孝太郎達は明朝『青騎士』に乗って出発する。孝太郎が乗るので皇国軍の艦隊は『青騎士』が旗き艦かんとなる。『青騎士』に全軍が続く形になるので、その持ち主であるティアは幾らか緊きん張ちよう気味だった。

「………まさか本当にこのような時が来ようとはのう………」

　宇宙ステーションにある宇宙船用ドック、そこに金属製のアームで係留されている『青騎士』は大きく見える。実際の大きさは一キロほどだが、角度の問題かそれよりもずっと大きく見えていた。ステーションの窓からでは、その頭―――正確にはブリッジ―――が見えない事がその印象を強めているのかもしれない。

「………ただ暴れていれば良かった頃ころが懐なつかしいのう………」

　ティアには母親のエルファリアの為に戦う覚かく悟ごはあったが、これほど大規模の戦いをするとは思っていなかった。ティアは戦う事が好きだが、それはあくまで人が死なない範囲の話であって、戦争が好きな訳ではない。そしてこれから先の戦いでは、どう頑がん張ばっても多くの死者が出る。自分の判断がその大小を決めるとなれば、流石のティアも緊張せずにはいられなかった。

「のうハルミ、二千年前はこういう時にどうしておったのじゃ？」

　割り切れない気持ちのティアは、隣となりで同じように『青騎士』を見上げている晴海はるみに助けを求めた。実は寝ね付つけずにいた二人は、この場所で一いつ緒しよに星を眺めていたのだ。

「それは今のティアミリスさんと変わりません。不安と緊張を押おし殺ころせずにいました」

　晴海は薄うすく微笑み、まるでアライアのように答える。決戦直前という状況がアライアの部分を刺し激げきしているのか、今の彼女の髪かみは銀色に輝かがやいていた。

「伝説のアライア皇女もそうであったのか」

「わたくしはこれでも普ふ通つうの人間ですよ」

「そうか、そうであったな」

「ですから………コータロー様に甘あまえるのが良いかもしれません」

　規模はともかく、戦争の経験はティアよりもアライアが勝まさる。緊張や不安な気持ちのやり過ごし方は、アライアの方が詳くわしかった。

「そなたはそうしたのか？」

「ティアミリスさんなら御ご存ぞん知じの筈です」

「確か台本にはしたと書いたな。そうか、あれは事実であったのだな」

「ふふふ………はい」

　ティアが台本を書いた演劇の中では、アライアは大きな戦いの前に孝太郎に弱音を吐はく事があった。それは歴史書には書かれてはいないエピソードであるが、ティアの台本は結果的に真実を言い当てていたのだ。

「そなたは余よ裕ゆうじゃな。………まさか、もう甘えてきたのか？」

「違います。今回の戦いは、私に出来る事はあまりありませんから」

　宇宙での戦いは晴海とアライアの専門外。しかもこれだけの大だい艦かん隊たいになってしまうと、魔法で支し援えんするのも現実的ではない。もし仮に可能であったとしても、孝太郎が晴海の魔法の使用を認めないだろう。更さらには晴海は指導的な立場にいないから、彼女の判断が人命を左右する可能性は全くといっていいほどない。それがほんの少しだけ、晴海とティアの違いを作り出していた。

「今回はそなたではなく、わらわの番じゃ。安心して見ておれ」

「その前にコータロー様に甘えに行かないといけませんね」

「それは別べつ途と対応しておく」

「ふふ、これで安心です」

　ティアと晴海は顔を見合わせて笑い合う。現在と過去、二人の皇女。本来出会う筈がなかった二人がこうして顔を合わせ、笑い合っている。それは複雑に絡からみ合あった運命が生み出した、一つの奇き跡せきだろう。だから、自分はきっと勝てる、運命は自分の味方だ、ティアはそう考える事にした。本当にそうかは誰にも分からないが、きっとそう信じた方が良いに違いない。大将が不安そうにしている軍隊など、悪夢以外の何物でもないのだから。
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　正直に言うと孝こう太た郎ろうは演説が苦手だ。だがクーデター軍を討伐して戦争を終わらせようという時の出兵式では、そうも言っていられない。立体映像を介かいして国中の兵士達・騎き士し達たちが注目する中、孝太郎は演説の為に用意された台に登って行った。

「総司令を務める事になった、里さと見み孝太郎だ。諸君らにとっては、レイオス・ファトラ・ベルトリオンと名乗った方が分かり易やすいのだろうか―――」

『ウオォオオォォォォォォォォッ』

　孝太郎が名乗った瞬間、出兵式を執とり行おこなっている宇宙船用のドックは、マイクを使っている孝太郎の言葉を掻かき消けすほどの大きな歓声に包まれた。

　列席している騎士達や兵士達は孝太郎の活かつ躍やくを知っている。だからこそ、過去のそれも事実であると分かっている。また非公式ではあるが、ラシュターク墓地での出来事も既に噂うわさになっている。自分達もその伝説の一いち翼よくを担になうのだ―――そうした思いが、この場に集つどった者達を激しく衝つき動かしていた。

「―――まあ、私の名前はこの際どうでもいい。大切なのはこれから何を為なすかだ」

　会場が静まるのを待ってから、孝太郎は続きを話し始めた。これから命いのち懸がけの戦いが始まる。騎士や兵士達に、ただ戦えとは言えない。伝えるべき事があった。

「我々の敵は暴走してクーデターを起こした軍部、そしてそれを主導しているヴァンダリオンだ。しかしその下にいる騎士や兵士達は、必ずしもそうではない。上からの命令に従っているだけの者や、脅おどされて仕方なく従っている者もいるだろう」

　出兵式の会場にはマイクとスピーカーで増ぞう幅ふくされた孝太郎の声だけが響ひびいている。これは流石に軍隊といった所で、総司令である孝太郎の言葉を聞きき逃のがすまいと全員がその声に耳を傾かたむけていた。

「今回の戦いでは、彼らをその境きよう遇ぐうから救い出す事も目的の一つとなっている。単に敵を倒すだけでは不十分なのだ」

　ヴァンダリオン派の部隊に属しながらも、その行いに疑問を持つ者は少なくない。だが上手く部隊から脱だつ出しゆつする事が出来たのは、そのうちのごく一部だ。ほとんどが脱出の機会を得られないまま、未だヴァンダリオン派の中に取り残されている。従って皇国軍が今から戦う相手は、真の意味での敵と仲間が交じり合った集団という事になり、単に敵を殲せん滅めつすればいい戦いとは事情が異なっていた。

「しかしヴァンダリオンはこちらの考えを分かっているだろう。当然、我々の気持ちを利用して攻撃を仕し掛かけてくるに違いない」

　キリハの予想では、ヴァンダリオンは反発気味の部隊や艦を、人間の盾たてとして使ってくる可能性が高かった。反乱の可能性がある味方は、人工知能による自動操縦の艦に押し込んで防ぼう御ぎよや攻撃に使う訳だ。そうすると皇国軍が攻撃しにくくなるという、心の隙すきを狙ねらった作戦だった。

「残念な事に、我々には向かい合った敵がどのような状態にあるのかを区別する事が出来ない。もちろん人間の盾を全て救う為に、諸君らに身を守るなと言う訳にもいかない。だとしたら、こちらが取り得うる最良の策は、敵の本ほん拠きよ地ちを一気に攻せめ落おとす事だ。そうすれば両りよう陣じん営えいの被ひ害がいを最小限に抑おさえつつ、敵を排除する事が出来るだろう」

　当たり前だが、見ただけでは自動操縦なのかどうかは分からない。また条約を無視して降こう伏ふくするふりをして近付き、攻撃して来る敵もいるかもしれない。そういう状況で味方を殺してしまう事に躊ちゆう躇ちよしていたら、皇国軍側はそれ以上の被害を出してしまい、結果的にヴァンダリオンを倒す事が出来なくなってしまう。ここは心を鬼おににして最速で決着を付ける事こそが、結果的に犠ぎ牲せいを最小限に抑える事になるだろう。それが内戦やクーデターに付きまとう、悲しい現実だった。

「やり直しが効かない迅じん速そくな勝利が求められる以上、諸君らに求められる役割は非常に重い。個々の人間の一つ一つの努力が、我々に最良の結果をもたらす事を常に意識して貰いたい。諸君の奮戦に期待する」

　数の上では皇国軍側が有利ではある。犠牲を度外視すれば、いずれは数の論理が勝利を運んでくるだろう。だがそれを待つ訳にはいかない。可能な限り国民の犠牲を抑えなければ、ヴァンダリオンと変わりないからだ。そしてそれこそが、アライアの御み代よから受うけ継つがれている、皇家の信念だった。










　それから孝太郎は大まかな作戦内容を騎士や兵士達に伝え、演説を終えた。そして孝太郎は満場の拍はく手しゆと歓かん呼この声に送られて壇上から降りた。演説は時間にして十分もかかっていないだろう。だが演説を終えた孝太郎は、やや疲つかれた表情を覗かせていた。孝太郎もティア同様に、演説など得意ではないのだった。

「………あんなもので良かったのか？」

　壇上から降りると、孝太郎はまずキリハにそう尋たずねた。これは演説の内容を決めたのがキリハだからだった。

「うむ、あれなら申し分ない。ヴァンダリオン側はこちらの攻撃が速そつ攻こうだという考えを強めただろう」

　孝太郎の演説は大きく見ると嘘はない。また確かに、皇国軍の騎士や兵士達たちに、味方と戦う覚悟をさせる必要もあった。しかし速攻でカタを付けるという部分だけは、実際のキリハの計画とは微妙に異なっていた。これは残念ながら間違いなく皇国軍の中に紛れ込んでいる、クーデター軍のスパイへの対策だった。ヴァンダリオンも皇国軍が被害を抑える為に速攻で来る事は予想しているだろうから、キリハは演説でそれを後あと押おしする情報を与あたえ、ヴァンダリオンに速攻を印象付けようとしていたのだった。

「でもでもぉ、こっちが急いでいると思われてしまったらぁ、まずいんじゃないですかねぇ？」

　このゆりかの指摘はもっともだった。皇国軍の狙いは長期戦ではなく速攻である可能性が高いと分かれば、クーデター軍はそれに対応して大おお掛がかりに兵力を展開させるだろう。そうなると双方の全面対決に発展、犠牲はより多くなる。ゆりかの指摘は珍めずらしく的を射ていた。

「向こうは完全に孝太郎の言葉を信じた訳ではない。嘘かもしれないという疑惑を感じながらも、それでも大兵力を展開させなければならないところに、我らの付け入る隙があるのだ」

　キリハの策にはゆりかの心配している部分も織り込まれている。むしろその部分こそがキリハの策の要だった。

「ゆりか、あんたの考えるぐらいの事は、キリハならちゃんと考えてるんだって」

「それもそうですねぇ。心配して損しましたぁ」

　早さ苗なえとゆりかはキリハの策の実態までは知ろうとは思わない。二人は面めん倒どうな事は苦手なので、問題に対応してくれていると分かれば十分だった。

「後は我らの頑張り次し第だいという事じゃな」

「わたくしは頑張るのは苦手なのですけれど………」

「今いま更さら何を言ってるんだ。最初にティアを殺しに来た時は散々やらかした癖くせに」

「今はそれが無む茶ちや苦く茶ちやだったと分かるようになりましたわ！」

「だが今はあの頃のお前が必要なんだ」

「………。卑ひ怯きような男ですわね、貴方あなたは」

　準備をするのはキリハやルースの仕事だが、実行するのは孝太郎やティア、クランの仕事になる。決戦の時は近い。騎き士しや兵士達だけでなく、孝太郎やその仲間達の緊張も高まっていた。










　クーデター軍は、フォルトーゼ星系の第四惑わく星せいと第五惑星の間に広がっている小惑星帯に艦隊を集中させていた。光学観測やレーダーには限界があるから、遠くからでは小惑星と艦かん船せんの区別が付かず、艦隊を隠かくすにはもってこいなのだ。フォルトーゼ星系の小惑星帯は我々の太陽系のそれとは違ちがって幾いくらか規模が小さいものの、それでも基地と艦隊の姿を隠すには十分な規模だった。

「グ、グラナード長官、外がい縁えん側にある早期警けい戒かい衛星の幾つかが空間歪わい曲きよく反応を感知。信しん頼らい度ど九十八パーセントで皇国軍艦隊です」

　小惑星帯にある基地は、小惑星を改造して造ったものだった。元は宇宙時代の初期に利用されていた鉱物資源の採さい掘くつプラントで、近きん隣りんの開発が進むにつれて使われなくなり、後に軍用に転用された。強みは小惑星帯の全域をカバーする通信機能で、これにより様々な場所に配置された監かん視し装置からの情報がリアルタイムに集まってくる。この時もそうで、クーデター軍は皇国軍艦隊が出現しようとしているという情報をいち早く手に入れる事に成功していた。これは皇国軍を一方的に捕ほ捉そくしたという事なので、非常に有利な状況だと言える。だがその情報に最初に触ふれたオペレーターは、動どう揺ようして声をうわずらせた。分かっていても、皇国軍と皇家の敵になる意味は重かった。

「予想より幾らか早かったが………まあ、想定の範はん囲い内ないか。正確な位置と規模は？」

　基地の指揮を執っているのはグラナード・バルキリス。軍務庁長官と科学技術庁長官を兼けん務むする、ヴァンダリオンの右みぎ腕うでだった。彼はこの状況を前々から想定していたので、皇国軍艦隊の到とう来らいを聞かされても落ち着いた態度を崩くずさない。おかげで彼に報告を上げたオペレーターは頼たのもしく感じ、何とか落ち着きを取り戻していた。

「ほぼ真東、仰ぎよう角かくもほぼゼロ度」

　宇宙なので本来は方位で語る意味はない。しかし人間の感覚では扱い易いので、宇宙でも方位による表現が用いられている。フォルトーゼでは星系のどこから見ても同じ位置に見える星や星雲を基準にして便べん宜ぎ上の方位が定められている。現在語られているのはそうして決められた便宜上の方位によるものだった。

「数が多いので個々の艦種までは特定出来ませんが、百隻前後の大艦隊です」

「一番薄い所を大兵力で一気に突とつ破ぱしようという腹か。やはり情報通り、青騎士の狙いは速攻であるようだな」

　フォルトーゼ星系の宇宙軍は全部で千隻近い宇宙用艦かん艇ていを保有している。そのうち百隻近い艦艇が出撃してきたので、全体の一割が攻めて来た計算になる。実質動かせる艦艇は殆ほとんど投入してきたという事になるだろう。

　そして皇国軍艦隊が出現した位置は、仮に太陽から小惑星帯まで直線を引いた場合に、その延長線上となる場所だ。小惑星帯の外側から垂直に接近していく事になるので、小惑星が薄くなる一番効率のいい位置取りだった。

　この二つの事実は、どちらも速攻の前情報を裏付けるものと言えるだろう。そこでグラナードはかねてよりの計画通り、味方の軍勢に命令を下した。

「全ぜん艦かん戦せん闘とう態勢。作戦計画Ｅの十二に従って、行動を開始せよ」

　皇国軍が何処どこから攻めてくるのかが分からなかったので、グラナードは比ひ較かく的てき広い範はん囲いに分散して艦隊を配置していた。だが今の報告によって皇国軍は東側から来ると確定したので、その場合を想定した作戦計画に従って兵力の移動を開始した。










　フォルトーゼで一いつ般ぱん的てきな長ちよう距きよ離り通信は、重力波通信だ。宇宙の場合は特にこれが用いられる傾けい向こうにある。だが重力波通信にも幾らか問題はある。近くで空間歪曲航法―――つまりワープ航法が実じつ施しされると、通信波に大きな乱れが生じるのだ。これは空間を歪ゆがめると重力に影響が出る為だ。そしてその通信波の乱れを利用しようというのが、クランが提案した作戦だった。

『侵しん入にゆうに成功しましたわ。現在、通信のログを解かい析せき中』

「………やはりあいつはこういう事をやらせると芸術的だな。キリハさん並みだろ」

「流石さすがにこの分野では、我はクラン殿どのに遠く及およばない。独創的な発想と技術はクラン殿固有のものだ」

「褒ほめたら褒めたでいじけそうなのが難点じゃがのう………」

　クーデター軍の通信ネットワークは小惑星帯全域をカバーしており、その全すべてが重力波の通信ネットワークによって構築されている。広過ぎて有線は現実的ではないし、電波は小惑星自体が通信の邪じや魔まになって使い難いのだ。従って重力波通信に割り込めれば、敵のシステムに侵入できるという事になる。しかし単純に侵入しようとすれば目立ってしまう。通常とは違う通信波が混じる事になるからだ。気付かれて対策を取られてしまうのは明白だった。

　そこでクランが目を付けたのが、空間歪曲航法による通信波の乱れだった。早期決戦を狙う大艦隊が丸ごとワープしてくれば、通信波に通常とは違う乱れが大量に起こる。それによりエラーを起こしたシステムは部分的に再起動を繰くり返すだろう。その最中に通信ネットワークに侵入し、直後に侵入の痕こん跡せきを消す。侵入には事前に小惑星帯に潜もぐり込ませた小型の無人機を使い、クランのプログラムに従って自動的に行う。こうすればクーデター軍は侵入に気付く事は出来ないだろう。

　しかしもちろん、これはクランが単独で出来る事ではない。クーデター軍内にいる協力者がもたらしたセキュリティ周りの情報や、事前に近隣の基地から小型の無人機を小惑星帯に潜り込ませたりと、実行には多くの支援が必要になる。孝太郎が演説で速攻を印象付けたのも、大艦隊の移動を自然なものに見せる為のものだ。だからこの作戦は、クランの才能と皇国軍の力が一つになって初めて可能になったものだった。

『ログの解析を終了。侵入の痕跡を消去。パッチを当てましたから、この先は気付かれる心配はありませんわ』

「悪かったな、やりたくない事をさせてしまって」

『本当ですわ。これきりにして下さいまし』

「ああ。この先は作戦通りに頼む」

『分かりましたわ』

　通信装置が投とう影えいしていたクランの立体映像が消える。クランにはこの先も多くの仕事がある。孝太郎達たちの相手ばかりをしている訳にはいかなかった。

「里見君、うふふふふっ」

「なんスか大家さん、その顔は」

「里見君も女の子の扱いがだんだん分かってきましたねぇ？」

「幾らなんでも、非常時にあいつを怒おこらせるほど物好きじゃないですよ」

「今後の課題は、非常時以外もそうできるようにする事かしらね？」

「勘かん弁べんして下さいよ、大家さん………」

　もちろん忙いそがしいのは孝太郎達も同じだ。ワープを終えた艦かん隊たいは、刻一刻と小しよう惑わく星せい帯に近付いている。戦いの時は近い。孝太郎達は一度全員で視線を交かわし合うと、それぞれの持ち場へ散っていった。










　現状では、クーデター軍は数の上では皇国軍に劣おとるものではない。問題はその『現状では』という部分で、時間が経過すればその限りではなくなってくる。皇国軍はクーデター軍が抜ぬけたせいで大半が身動きが取れないでいるが、時間と共に再編が進んでどんどん兵力が増える。逆にクーデター軍は兵力の増加は望めない。もちろん補給に関しても同じ事が言えるだろう。そこで可能な限り被害を少なくしつつ、一気に勝利する必要があった。結果的にクーデター軍もまた速攻による勝利を望んでいるのだった。

「………フラッグ及び識別信号を確かく認にん。第二皇女から第七皇女まで、六人の皇族が出撃している模様」

『おおぉぉぉぉぉ………』

　クーデター軍の旗艦、ベルダルゴース。メルケムハウン領にある峻しゆん厳げんな山脈の名を冠かんしたこの宇宙戦艦のブリッジに、大きなどよめきが走った。それは皇国軍の艦隊に、六人の皇女の存在を示す旗が翻ひるがえっていたからだ。特に目立っていたのは、艦隊の先頭に立つ真っ青な装そう甲こうに包まれた人型の宇宙戦艦、そしてその頭上で華か麗れいに翻る金色の旗。それは皇国軍の旗艦である『青騎士』と、第七皇女ティアミリスの戦せん闘とう旗きだった。

「………青騎士と皇女殿でん下かが………向かって来られる………」

　静まり返ったブリッジに、誰だれともつかない呟つぶやきが響く。だがその呟きはブリッジの誰もが感じていたものだった。旗艦ベルダルゴースに乗っているのは自分からヴァンダリオンに付いていくと決めた者達ばかりだが、それでも青騎士と皇女達が一丸となって向かってくるという事実には大きな衝しよう撃げきを受けざるを得ない。彼かれらもやはりフォルトーゼで生まれ育った人間達なのだった。

　ドンッ

　そんな時、ブリッジに一発の銃じゆう声せいが鳴なり響いた。するとざわついていたブリッジは一気に静せい寂じやくを取り戻もどし、乗組員の視線は銃を撃うった人物に集まった。銃を撃ったのは艦隊司令としてこの船に乗り込んでいたグラナードだった。

「目が覚めたか、諸君」

　グラナードの手にはまだ煙けむりを吐いている銃が握にぎられている。だが銃じゆう弾だんは発射されていない。彼が撃ったのは空くう砲ほう。大きく動揺する乗組員の目を覚ます為ために、その発射音が必要だったのだ。

「敵が何であれ、戦う以外にないのだ。お前達はそのつもりでヴァンダリオン様に従ったのだろう？　落ち着いて普ふ段だん通りに、自分の仕事に励はげめばいい」

　この大きな銃声と、その対極にある冷静な言葉の組み合わせは効いた。動揺して身動きが取れなくなっていた乗組員達の目を覚まし、すぐさま普段通りの行動に移らせた。訓練で身体からだに染しみついた、馴な染じみの交戦手順。それを実行していくうち、兵士達は普段の落ち着きを取とり戻していった。

「申し訳ありませんでした、グラナード司令」

　息を吹ふき返かえした味方を見て、艦かん長ちようがグラナードに詫びる。実は彼もまた動揺していた人間の一人だった。もしグラナードが早々に手を打たなければ、貴重な時間を無む駄だに浪費していた事だろう。

「気にする必要はない。人間が常識や経験、思い込みといったものを打ち破るのは簡単な事ではない。むしろお前達は立ち直りが早かった方だ。ただし同じ事が艦隊全体で起こっている。こちらには早さつ急きゆうに対処が必要だ」

「分かりました！　すぐに全軍に徹てつ底ていさせます！」

　直接向かい合うのは初めてだが、グラナードはこれまで何度か孝太郎達と戦っている。だから彼自身が動揺する事は無いし、味方が動揺する事も分かっていた。おかげで対処は早い。しかしこれで問題が解決した訳ではない。グラナードが乗っていない艦のブリッジは混乱が続いているだろうし、それよりも大きな問題にも対処する必要があった。

「加えて信しん頼らい評価Ｃ以下の艦船は操そう艦かんをオートに変更」

　グラナードはヴァンダリオンが国くに盗とりを始める前の段階で、指揮下の艦隊がどの程度信頼出来るかどうかを検証していた。

　信頼評価Ａは乗員の忠誠心が高く、どんな命令でも聞く。汚よごれ仕事でも黙だまって引き受けてくれるだろう。信頼評価Ｂは乗員の忠誠心が標準的で、通常の作戦の範囲ならば問題なく機能する艦船だった。そして問題の信頼評価Ｃは、乗員の忠誠心が低く反乱の恐おそれがある艦船だった。当然、この状じよう況きようでは敵―――皇国軍に寝ね返がえる可能性が極きわめて高い。こういう状況になった場合は、グラナードは信頼評価Ｃ以下の艦船は通常の操艦ではなくＡＩや遠えん隔かく操作で運用する事に決めていた。

「………乗員はどうなさいますか？」

　訊きけばグラナードの機き嫌げんを損そこねる可能性がある。だが艦長はこの質問をしないではいられなかった。自分達の将来にも影えい響きようしかねない大問題だったから。

「避ひ難なんさせている暇ひまがない。そのまま交戦に入る」

「わ、分かりました」

　グラナードは自動化した艦船から、乗員を降ろさずに交戦するように命じた。普通なら時間がかかっても降ろしただろうし、そうでない場合は最初から乗員を艦船から降ろしておいただろう。つまりグラナードは最初からこうするつもりでいたという事になる。評価Ｃの艦船の乗員は、人間の盾。皇国軍と積極的に戦わせる事で、皇国軍の士気をくじくのが狙いだった。

　―――少しでも反発を見せるようなら、俺おれ達たちもすぐに捨すて駒ごまにされる………。

　グラナードの意図を悟さとった艦長は戦せん慄りつした。もはや皇族やフォルトーゼと戦う事など、意識の外だった。戦わなければ自分達も捨て駒になるだけなのだ。内心の動揺を隠しながら、艦長は部下達にグラナードの命令を伝達していった。

　幾らもしないうちに、同じ事は艦隊全体で理解される事だろう。もはや好むと好まざるとに拘かかわらず、戦うしかない―――恐きよう怖ふが艦隊を覆おおい尽つくし、皇族や国と戦う事への抵てい抗こう感かんを忘れさせるだろう。これもまた、グラナードが意図した通りだった。










　グラナード―――正確にはヴァンダリオン―――の悪あく魔ま的てきなところは、操艦の自由は奪うばいつつも、通信装置はそのまま自由にした事にあった。これにより交戦開始直後から、乗員が戦せん闘とう艦かん艇ていを操あやつれず脱出装置も使えずにいる現状を、フォルトーゼ皇国軍側が知る事となった。

『こちらは元・皇国宇宙軍第二十二打だ撃げき艦かん隊たい所属、駆く逐ちく艦かんローシェビーノ。当艦は手動ではなく、人工知能と艦隊からの遠隔操作で運用されています。その為、皇国軍への投降を望んでいるにもかかわらず、実行できない状況にあります』

　レーザーで砲ほう撃げきしてきている駆逐艦から、投降を示し唆さする通信が入っていた。地球からやってきた人間の常識からすると正気とは思えない状況だが、これが技術の極めて進んだ世界での常識だった。

「ローシェビーノ、こちらは皇国軍艦かん隊たい旗き艦かん『青騎士』、ティアミリスじゃ！」

『まさか皇女殿でん下か御おん自みずから!?　なんと恐れ多おおい―――』

「細かい話は後じゃ！　ローシェビーノ、艦のコントロールは取り戻せんのか？」

『科学士官が再三試みていますが、事前にシステムが上書きされていたようで、ブリッジからの介かい入にゆうを受け付けません。多くの時間があれば可能性はあるようですが、今はその時間がありません。残念ですが、気にせず攻こう撃げきして下さい！』

　クーデター軍の艦隊は、自動制せい御ぎよの艦と小惑星を利用して、手動制御の艦を守るように陣じんを形作っている。これにより小惑星の陰かげに主力を温存したまま、捨て駒の自動艦で攻撃を行うという形になっていた。

　それに対して、皇国軍の反はん撃げきは散発的なものに留とどまっていた。皇国軍が投降の意志を示している自動艦に攻撃し辛づらいのは分かるし、その乗組員としてはとてもありがたい事なのだが、このままでは真の意味での味方と敬愛する皇族を傷付けてしまいかねない。自動艦かんの乗組員達は、それだけは何としても避さけたいと考えていた。意図せず敵陣営にいるものの、彼らは心情的には今もなお皇国軍のままなのだった。

『ただ家族には、我々はクーデター軍の一味ではなかったと伝えて下さい！　今となっては、それだけが我々の望みです！』

「落ち着けローシェビーノ！　すぐに助けてやる！」

『しかしこのままでは―――』

「案ずるな、わらわも無策で来た訳ではない！　それに忘れたか、われらの艦隊は青騎士が率いる艦隊なのじゃぞ!?」

　皇国軍もクーデター軍側がこう出てくる事はきちんと予測している。戦闘兵器が高度に自動化されて久しいフォルトーゼでは、しばしば起こって来た問題なのだ。だから対策も怠おこたりない。その鍵かぎを握っているのは、アンティークの眼鏡を愛用している、引きこもり気味の皇女殿下だった。

「おい、まだなのかクラン!?　もう時間がないぞ!!」

『ベルトリオン、オープンな通信回線を使っている時ぐらい敬語は使えませんの!?』

「後で土下座でも何でもしてやる!!　仲間の命がかかってるんだぞ!?」

　この時クランは静かに席に座すわったまま何もしていなかった。だがサボっている訳ではない。彼かの女じよは既すでに必要な作業を終えている。彼女は『朧ろう月げつ』のメインコンピューターが必要な計算を終えるのを、そうやってずっと待っていたのだ。

　ピー

　それが、たった今終わりを告げた。クランは待ってましたとばかりに愛用の眼鏡の位置を直すと、コンピューターに実行の為の命令を打ち込んでいく。

『聞きましたわよ、その言葉！』

　クランの場合は口頭で命令するよりも手で打ち込む方が早い。長い命令文が、まるでピアノでも弾ひくかのように素す早ばやく入力されていく。だが、最後の実行キーの入力だけは少しだけ雰ふん囲い気きが違っていた。

『後で必ず土下座して頂きますわっ！』

　タンッ

　最後に勢いよく入力されたそのキーだけは、まるで打楽器でも叩たたくかのようだった。そしてそれをきっかけにして、異変は静かに始まった。










　戦せん況きようをリアルタイムで表示している立体映像は、グラナードが想定した通りの動きをしていた。皇国軍は現状における最大兵力を投入してきたが、小惑星と自動操縦の艦船を盾にしたクーデター軍を攻め切れず、じりじりとその数を減らしていた。

「勝ったか………どうやら私は彼らを買かい被かぶり過ぎていたようだな」

　グラナードは事前に幾つか戦況がどう推移していくのかを予想していたのだが、その多くで皇国軍はこのタイミングで何かを仕掛けてくる事になっていた。しかし現状はそうなっておらず、グラナードが予想したものの中で最もシンプルな展開になっていた。

「青騎士は六人の皇女を持て余したのか？　それとも………」

　これまでの青騎士―――孝太郎の戦いぶりからすると、この展開はグラナードにとっては不可解だった。別動隊の奇き襲しゆうぐらい仕掛けて来ても良さそうに思えるのだ。グラナードは腕うで組ぐみをして立体映像を見つめる。予定通り勝っていてなお警戒を緩ゆるめない、グラナードの冷静さはこの局面でも健在だった。

「………どういう事だ、これは？」

　考え込んでいたグラナードの耳に、オペレーターの一人の呟きが届く。そして警戒を緩めていなかったからこそ、グラナードはその呟きに注目した。

「どうした？」

「グラナード司令………それが妙みようなのです」

「妙とはどういう事だ？」

「それが、何と言えばいいのか………見えているものと、表示されているものが違うように思えるのです」

「見えているものと表示されているもの？　もっと詳しく話したまえ」

　グラナードはオペレーターの言葉に首を傾かしげる。言葉そのものの意味は分かるが、その真意が分かるほど十分な情報が含ふくまれていなかったのだ。

「ええと、正面モニターをご覧下さい」

「何も見えんが」

「そうなのです。正面モニターには何も映っていません。幾ら拡大してもそれは変わりません。ですが、この方向で爆ばく発はつが起こっている筈はずなのです。立体映像の表示ではそうなっていますから」

「………なんだと？」

　グラナードにもオペレーターの言葉の真意が分かって来た。グラナードが見ている正面モニターは窓の代わりをするもので、彼が乗っている宇宙戦せん艦かんベルダルゴースの正面に設置されたカメラが捉とらえた映像が映し出だされている。そこに映っているのは漆しつ黒こくの宇宙とそこへ浮うかぶ星だけで、他には何も見えない。だが実際は少し先で戦闘が行われており、戦況を示す立体映像には激しい戦いが表示されていた。その爆発が見える筈なのに、実際には見えていない。それをオペレーターは不ふ審しんに思っていたのだ。

　―――なるほど、既に青騎士の術中という事か………流石さすがは伝説の男といったところか。まあ、確かにこの方が自然だな………。

　グラナードは手元のパネルを操作して正面の映像を拡大し、立体映像のＣＧモデルと照らし合わせてみると、オペレーターの言葉は正しい事が分かった。そしてそれが意味する事は、クーデター軍は非常に危機的な状況にあるという事だった。

「艦長、しばらくここを任せる。作戦通りに進めてくれたまえ」

　グラナードは席を立つと、ブリッジの出口へ向かった。

「グラナード司令、どちらに？」

「私の研究室にある機器を使って、正面モニターの映像と立体映像のＣＧモデルがズレている原因を探さぐる。この局面で故障など願い下げだからな」

「願ってもない事です。よろしくお願い致いたします」

「うむ」

　グラナードは科学に精通している。それはブリッジ要員達も知るところだ。だから自ら調査にあたるという言葉は自然に受け入れる事が出来た。むしろそうしてくれる方がありがたいと、多くの者が感じていたほどだった。

　―――お前達にはもうしばらくここで青騎士と戦って貰もらわねばならん。申し訳ないが、これでお別れだ。短い付き合いだったな………。

　だが実はグラナードの目的地は研究室ではなかった。彼が向かおうとしていたのは、ベルダルゴースに搭とう載さいされている戦せん闘とう機きや輸送機などが使う、発着用デッキだった。彼は内密にそこへ待機させていた宇宙船を使って、このベルダルゴースを脱出するつもりでいるのだ。しかしグラナードはその事をおくびにも出さず、足早にブリッジを後にする。彼には誰も連れて行く気はなく、ベルダルゴースには引き続きこの場所で戦って貰う必要があった。

「流石は切れ者で有名なグラナード司令だな。行動が早い」

「すぐに結果も出してくれるだろうさ」

「お前達も司令を見習って、きっちり働いてくれよ」

　ブリッジのクルー達は、自分達が置かれている状況を知る由よしもない。彼らが自らの運命を悟るのはもうしばらく後の事になる。今は楽勝ムードの戦況に気を良くして、呑のん気きに笑い合っている。この時点で敗戦を予感していたのは、ベルダルゴースから脱出していくグラナードただ一人だった。










　この時、正面モニターの映像と立体映像のＣＧモデルの表示が食くい違っていたのは、ベルダルゴースだけではなかった。実はクーデター軍の全ての艦船で起こっていたのだ。引き起こした犯人はクラン。この異常は彼女が重力波通信ネットワークに侵入した結果、引き起こされたものだった。

『敵味方の区別が付きませんから、遠隔操作の艦船は全て戦闘領域外へ逃にがしますわ』

「それでいい。それだけでも半分片付く！　上出来だ！」

　孝太郎は『青騎士』のブリッジに立ち、自分の鎧よろいを操艦システムにリンクさせて『青騎士』を操っていた。孝太郎の鎧は元々『青騎士』の操縦装置の一部なので、孝太郎が身体を動かすと『青騎士』はその動きを真似まねて動く。孝太郎は全長一キロの巨きよ大だいな宇宙戦艦を器用に操り、クーデター軍が敷しいた鉄てつ壁ぺきの筈の布ふ陣じんをすり抜けていく。今のクーデター軍には『青騎士』の姿は見えていない。重力波通信ネットワークに侵入したクランにより、クーデター軍は目や耳を奪われた状態にあったのだ。

『気を付けて下さいまし、艦外モニターの映像だけは手が出せませんでしたわ』

「心配ない！　気付いた時には最も早はや手て遅おくれじゃ！」

　孝太郎の後方では、ティアが自身の席に座って砲ほう手しゆを担当している。ティアは進路上にいる敵や小惑星を砲撃して『青騎士』の安全を確保していた。その狙いは正確で、今のところ『青騎士』は一度も攻撃を受けておらず、無傷で進しん撃げきを続けていた。

『ベルトリオン、そろそろ勘かんの良い連中は気付き始めますわ！』

「分かってる！　ルースさん、全軍に突とつ撃げき命令！」

「はいっ！」

　宇宙空間での戦闘は、通信ネットワークが重要な意味を持つ。宇宙空間は極めて広く、一隻せきの宇宙船が収集する情報だけでは敵の全てを把は握あくするのは困難だ。そこで通信ネットワークを使って全ての情報を統合し、その統合した情報を全軍で共有する。事前に配置した偵てい察さつ機きや情報収集ポッドが送ってくる情報まで含めれば、広い範囲に広がっている全ての敵の位置を把握する事が出来るだろう。そしてクランが侵入したのは、この情報共有ネットワークだった。

　クランはネットワークに侵入すると、まず偽にせの情報を流し始めた。偽の情報は実際の戦闘をシミュレートした巧こう妙みようなもので、これによりクーデター軍は存在しない敵と戦い始めた。特にこの小惑星帯では顕けん著ちよだが、宇宙での戦闘は見えない場所にいる敵と戦う事が少なくない。つまり艦隊はネットワークを経由して手に入れた情報を信じて戦うのだ。だから情報ネットワークが敵が来たと言えば攻撃し、撃げき破はしたと言えば攻撃を止やめるのが常識で、そこに疑問を挟はさむ者はいない。クーデター軍は偽の情報に踊おどらされ、誰も居ない場所を攻撃しながら、勝った負けたと一いつ喜き一いち憂ゆうしている。更さらに言えば遠隔操作を受けている艦が多い事も、この状況に拍はく車しやをかけていた。

　例外は外の様子を映している艦外モニターぐらいだろう。艦外モニターは完全に窓の代わりに設置されるものなので、艦内のシステムとは独立した構造になっている。これは非常時に備え、艦内のシステムがダウンしても外が見えるようにする為だ。そのせいでクランも艦外モニターにだけは手が出せなかった。そしてベルダルゴースのオペレーターが異常に気付いたのは、これが原因だった。ネットワークから送られてきた情報を元に作り出される立体映像は嘘うそで、窓の外に見える風景は現実。オペレーターはその違いを感じ取ったのだ。状況からするとベルダルゴースのオペレーターは褒められるべきだろう。艦外モニターは等倍で外の風景を映しているだけなので、モニターに目を向けた時に運良く爆発などの目立つ事が起こらない限り気付く事が出来ない。つまりベルダルゴースのオペレーターは運が良かったのだ。

　この工作に並行して、クランは遠隔操作を受けている艦の操作を奪い、戦闘領域外へ逃がした。早苗辺りはかっこいいから遠隔操作を解いて味方にして一いつ緒しよに戦おうと主張していたのだが、艦の内部で意見が割れている場合なども想定されるので、一律逃がす事に決まった。それでも敵の戦力が半減する事になるので、十分過ぎる戦果と言えるだろう。

「おやかたさま、正面の敵てき艦かんに高エネルギー反応！　気付かれました！」

「ティア、分かってるな!?」

「誰に言っておるのじゃ！　わらわに全て任せよ！」

　遠いうちは気付かれる可能性が低いが、クーデター軍の艦船は全部で百を超こえる。また窓の外を見ている乗組員もかなりの数に上るだろう。だから『青騎士』との距きよ離りが詰つまるにつれて、どうしても確率的に気付かれてしまう。皇国軍が一方的に有利な状況はここまでだった。










　クーデター軍にしろ皇国軍にしろ、情報共有ネットワークに侵入されるとは考えていない。より正確には侵入されると困るので徹底したセキュリティの対策が講じられており、交戦開始から幾らも経たたないうちに突破される事は考えられないのだ。実際クランも内部情報や皇国軍の支し援えんを受けつつ、十分な準備期間を経へて辛かろうじて成功したに過ぎない。だからすぐ近くに『青騎士』が突とつ然ぜん現れた時には、クーデター軍は大混乱に陥おちいった。

「どういう事だ!?　何故なぜ『青騎士』が真下から現れるのだ!?」

　ベルダルゴースの艦長の両目が限界まで見開かれる。同時に身体が仰のけ反ぞり、背中が艦長席の背もたれに押おし付つけられた。艦体下部に取り付けられている艦外カメラが接近してくる『青騎士』を捉えていた。だが立体映像のＣＧモデルによれば『青騎士』はベルダルゴースの正面、数十キロ先で交戦中である筈だった。それがいきなり艦の下方から突撃してきたのだから、驚おどろいて当然だろう。

「艦外カメラの異常か!?」

「いえ、構造上有り得ません！」

「ではネットワークに入られたというのか!?　出現から今までの短時間で!?」

「そう考えるしかありません！」

「ええいっ、共有情報が混乱させられている前提でやるしかないのか！」

　幾ら信じ難がたい事でも、現実に目の前で起こっている。そして起こっている事に対応しなければ、戦場では死を意味する。幸いな事に、日々の訓練や実戦での経験が、艦長に例外は常にあるという感覚を植え付けてくれていた。おかげでこの状況であっても立たち竦すくんでしまうような事はなかった。

「全軍に口頭で警告を出せ！　それと手近な味方に『青騎士』の迎げい撃げきに加わるよう要よう請せいしろ！　皇族級を相手に本艦一隻だけではやられるのを待つようなものだ！」

「作戦や指示は!?」

「この状況で細かい作戦は無理だ！　各個で敵に対応させつつ、基地まで後退！　バラバラでいると一気にやられるぞ！」

　艦長の指示は的確で正しかった。ネットワークの情報が信じられない以上、クーデター軍の全ての艦船が孤こ立りつしている事になる。だから自分達たちの艦のレーダーや、乗組員の目だけで敵を見付けねばならない。逆にネットワークを押さえた皇国軍側は、クーデター軍の全ての艦船の位置を把握しているから、一方的な攻撃が可能だ。そうなると味方を集め、密集した状態で反撃するよりない。そうやって力ちから業わざの勝負に持ち込む事が出来れば、辛うじて勝利の可能性があった。

　問題はどこに味方を集めるかという点だが、この状況では確実に分かる場所へ戻るのがベストだ。小惑星帯の中にある基地は、その目的に合致している。星の位置から現在位置を計算すれば、辿たどり着つく事が出来る筈だ。また全域の情報を確認出来なくなっている現状では、基地を守る為にも後退は急務だった。

「艦長ッ、『青騎士』が進行方向を変えました！」

　しかし艦長の判断が正しいからこそ、皇国軍はその更に上を行く。むしろこの場に踏ふみ止とどまり、全ぜん滅めつ覚かく悟ごで戦った方が皇国軍には辛い状況になっていた筈だった。

「何ぃっ!?　何処どこへ向かったっ!?」

「こっ、この進路は、コノーラ基地、です………」

　絶望感の滲にじむ声で、オペレーターが返答する。コノーラ基地はクーデター軍が使っている軍事基地で、この小惑星帯の中に存在している。今まさに、クーデター軍が集結しようとしている基地だった。

「そういう事かっ！　全軍コノーラ基地へ急げ！　皇国軍の―――青騎士の狙いは、最初からコノーラ基地だっ！」

　最速で決着を付けるには、コノーラ基地の攻こう略りやくが一番手っ取り早い。何故ならクーデター軍になってしまったヴァンダリオン派の艦船は、補給を受けられる場所が極きよく端たんに限られるからだ。小惑星帯の近隣ではコノーラ基地だけなので、ここを失うような事になれば艦隊は降こう伏ふくする以外にない。

　だがコノーラ基地を見付けるのは簡単な事ではない。コノーラ基地は宇宙船と同じ要領で移動させる事が出来るので、クーデター軍は小惑星帯の何処かに隠かくして守っている。その場所は日々変わっていて、艦長もしくはそれより上の人間にしか知らされていない。だから皇国軍はクーデター軍艦隊の現在位置は把握していたものの、コノーラ基地の場所までは掴つかめていなかった。その場所が明らかになったのは、ベルダルゴースの艦長が指示を出した時の事だった。

　情報共有ネットワークに侵入を受けたクーデター軍は、各個撃破を避ける為に小惑星帯のある一点を目指して動き始めた。皇国軍はその先に特別なもの―――コノーラ基地があると考えたから、『青あお騎き士し』は進行方向を変えた。つまり情報共有ネットワークへの侵入は、コノーラ基地を見付け出す為の餌えさ。侵入に慌あわてたベルダルゴースの艦長は、まんまと釣つり針ばりに喰くい付いてしまった、という訳なのだった。










　皇国軍が情報共有ネットワークに侵入しようとした目的は、遠隔操作されている艦かん船せんを逃がす為だった。だが実はもう一つ、可能であればコノーラ基地を発見して、双そう方ほうの被害を最小限に食い止めるという目的が存在していた。わざわざクランが苦労して偽の交戦情報をネットワークに流したのは、この二番目の目的の為だ。遠隔操作されている艦を逃がすだけなら、一時的にネットワークを妨ぼう害がいするぐらいで良かったのだから。

「小惑星を回かい避ひする動きが混じるので多少の誤差は出るが、基本的に多くのクーデター軍の艦船の航路が交差する位置が合流点だ。そして合流点は、コノーラ基地の危機に駆かけ付ける事が可能な範囲に設定されている筈だ。合流点の周辺に必ずコノーラ基地がある。何とか見付け出して欲ほしい」

「無人探査機を先行させます！　空間歪わい曲きよくカタパルト用意！」

　この作戦を立てたキリハの指示に従って、ルースが『青騎士』のメインコンピューターに命令を与あたえていく。複数の無人機を空間歪曲航法―――いわゆるワープで先行させ、広い範囲を調べさせるつもりだった。『青騎士』が合流空域へ到とう着ちやくする前に、コノーラ基地を発見しようというのだ。

「合流点周辺空域への投入を開始！」

　宇宙戦艦である『青騎士』には、艦かん載さい機きを発進させる為のカタパルトがある。そのうちごく少数に、発進する機体をワープさせる機能がある。短たん距きよ離り専用だし、人間が乗っているものには使えないものだが、失敗してもやり直せばいい通信用ポッドや無人偵察機を飛ばすには便利なものだ。ルースはそれを使って次々と無人機を発進させていく。その数は予備機も含めて実に数十に及ぶ。それを宇宙空間に立体の格こう子し状じように配置する事で探査範はん囲いの隙すき間まをなくし、コノーラ基地を発見しようというのだった。

「………探査機二十八号に反応あり！　殿下、コノーラ基地を発見しました！」

　程ほどなく探査の結果が出た。ルースの無人機が最初に見付けたのは、クーデター軍に所しよ属ぞくしている偵てい察さつ用の小こ型がた艇ていだった。だがそれがそこにあるという事は、間ま違ちがいなく近くに基地があるという証明でもある。そこでルースはその周辺の空域で精密な探査を実行し、その結果見事に基地の存在を発見したのだった。

「どこじゃ!?」

「すぐに映像に出します！」

「コータロー、あれじゃ！　あそこへ向かうのじゃ！」

「おうっ！」

　ルースはすぐに前方を映しているモニターにガイド用のマーカーを表示してくれる。孝太郎はそのマーカーが真正面に来るように進路を修正すると、『青騎士』の艦体に装備されている推進器を全開にする。『青騎士』は推進器の発する青い光の尾おを引きながら、流星の如ごとく宇宙を駆けていった。

「あれか！」

　まだ距離があったので実寸では見えないのだが、『青騎士』のコンピューターが拡大してくれたおかげで孝太郎にもその姿が見えるようになる。コノーラ基地は小惑星に強ごう引いんに推進器や発着用のデッキを取り付けた、いびつな形をしていた。人間がいるのは小惑星の内部で、古い坑こう道どうを拡張して利用し、基地としてのスペースを確保している。見た目は悪いが費用対効果が高く、遠えん隔かく地ちに置く宇宙基地としては珍めずらしくない造りだった。

「おやかたさま、コノーラ基地の急所はこの位置です！」

「ティア、突っ込むぞ！」

「分かっておるじゃろうなっ、これは時間との勝負じゃ！」

「ああ、取り囲まれるのは御ご免めん被こうむるからな！　ルースさん、対たい艦かんエネルギーソード！」

「仰おおせのままに、マイロード！　対艦エネルギーソード『シグナルティン』抜ばつ剣けん！」

　孝太郎は『青騎士』に剣を構えさせる。それは剣というにはあまりに巨大な代しろ物もので、全長は数百メートルに及およぶ。そこらの宇宙船よりも、遥はるかに大きい代物だった。そして『青騎士』が構えた直後、その刀身が白い光を放ち始める。その名の通りシグナルティンをモチーフに作られたこの剣は、巨大な質量と莫ばく大だいなエネルギー、両方を使って攻撃する仕組みになっていた。

「雑魚ざこは任せるがよい！　そなたは真まっ直すぐに基地へ向かえ！」

「ヘマすんじゃないぞ！」

「そなたこそ！」

　当たり前だが、コノーラ基地も無む抵てい抗こうにやられはしない。護衛の為の兵力は存在しているし、基地自体も武装している。見方によってはコノーラ基地は、皇族級宇宙戦艦を上回る、超ちよう大おお型がたの宇宙戦艦と考える事も出来るだろう。構造上機動性では劣るだろうが、他の部分では『青騎士』と大差ない。またクーデター軍がここへ駆け付けてくるまで時間は少ない。今のところキリハが立てた作戦通りに進んではいるが、気を抜いていい状況ではない。孝太郎達は気合を入れ直してから、コノーラ基地へ向かっていった。










　フォルトーゼにおいては、宇宙での戦いはレーザーによる砲撃からスタートする。レーザー砲ほうが実用化されているせいでミサイルは高確率で迎撃されてしまうし、ビーム砲は収束させた状態を長時間保つのが難しい。これに対してレーザーは空気がない分だけ地上よりも好条件で射しや撃げきできるので、遠くまで届く。その例に漏もれず、『青騎士』とコノーラ基地の戦いはレーザーによる砲ほう撃げき戦せんからスタートした。

「砲撃開始！」

「了りよう解かい、レーザー砲撃を開始します！」

　ここ数十年間コノーラ基地が敵に攻撃を受けた例はないが、司令室のクルーは他の地域での戦闘経験があった。また日々の訓練も欠かしていないので、『青騎士』に対して通常通りの手順で迷う事無くレーザーの砲撃を開始した。

「与えた損害は？」

　レーザーは光の速度で飛ぶものなので、見えているものにはそのまま命中する。だから基地司令は命中したかどうかの確認を飛ばして、『青騎士』に与えたダメージについての報告を求めた。彼は最低でもこの時点で『青騎士』のバリアーに大きな負ふ荷かをかけておきたいと考えていたので、その確認を急ぐ意味もあった。

「そ、それが、全弾狙いを外しました」

「なんだとっ!?」

　だがオペレーターからの報告は通常では有り得ないものだった。レーザーでの砲撃は命中するのが当たり前で、稀まれにタイミングの問題で一つ二つ外れる程度だ。にもかかわらず全弾が外れた。しかも目標は戦艦としては最大サイズである皇族級だ。これは明らかに異常事態だった。

「何が起こったのだ!?」

「それが、大規模な立体映像に騙だまされたようで………」

「ネットワークが使えない隙を突つかれたか！」

　ハッキングを受けて情報共有ネットワークが使えない為に、レーダーによる自動砲撃の精度が著いちじるしく下がり、砲撃は主にカメラや肉眼に頼たよって行われた。だがゆりかと真ま希きの幻げん術じゆつによって『青騎士』の位置は一基のレーダーだけでは分からないぐらいに微び妙みように狂くるわされており、砲撃の多くが空を切った。それでも一、二発のラッキーヒットはあったが、それだけでは『青騎士』に損害らしい損害を与える事は出来なかったし、コノーラ基地側では命中を確かく認にん出来ていなかった。

「無理に当てようとするな！　撃ちまくって弾だん幕まくを張り、『青騎士』を近付けるな！」

「は、はいっ！」

「探査機放出、戦闘機発進！　いかに精せい緻ちな立体映像であっても、至近距離で誤ご魔ま化かせる代物ではあるまい！」

　コノーラ基地の司令官も、何の理由もなしにその座に就ついた訳ではない。すぐに立ち直ると素早く対策を組み立てる。彼は経験豊富な指揮官なのだ。弾幕と無人機、そして宇宙用の戦闘機。遠えん距きよ離りでは騙されるなら、弾幕で『青騎士』を抑おさえながら逆に小型機を接近させての勝負。近くで見れば立体映像―――正確には魔ま法ほうだが―――を見破れるかもしれないし、センサーで捉えられるかもしれない。急場しのぎの作戦ではあるが、決して悪い考えではなかった。

「戦闘機隊が皇国軍側の戦闘機隊と交戦を開始！　皇国軍機の指揮官機は―――確認しました、ティアミリス皇女殿でん下かです！」

『おおおおっ』

　ティアが自ら撃うって出て来た事に驚き、司令室にどよめきが走る。だが既に皇女と砲ほう火かを交えている事は理解していたので、クルーが混乱するような事はなかった。とはいえティアが皇国軍でもトップクラスの腕うでを持っている事は疑いない事実。エースパイロットが出て来た想定で対策を考える必要があった。

「戦闘機隊にティアミリス皇女には決して一機だけで挑いどむなと伝えろ！　最低でも三機で囲め！　それ以下ではやられに行くようなものだぞ！」

「は、はいっ！」

　戦闘機隊同士の戦いはティアが率いる皇国軍側が押し気味に展開していた。やはりティアが先頭に立っている事で、皇国軍側の士気は高まり、逆にクーデター軍側は下がり気味になっている。それだけでなく、ティアは戦せん闘とう能力も高い。不意打ち気味で態勢を整えられていないクーデター軍側には厳しい展開だった。

「探査機は交戦エリアを回り込ませろ！　わざわざ危険な領域を抜ぬける必要はない！」

「すぐに伝えますっ！」

　しかし戦闘機隊が勝つかどうかはこの戦いの結果を左右するものではない。重要なのは弾幕で『青騎士』を遠ざけつつ、探査機を『青騎士』に近付ける事だ。それには成功していたから、目の前の戦いには負けていても、全体の勝負には負けていない。基地司令は決して状況を悲観してはいなかった。

「戦いはここからだ！　たとえ伝説が真実だとしても、ここは二千年後の世界！　お前の好きにはさせんからなっ、青騎士！」

　基地司令がやられていく味方戦闘機に肝きもを冷やしながら見守る中、交戦エリアを迂う回かいした探査機が『青騎士』に近付いていく。人が乗っていない無人機なので、そのスピードは桁けた違ちがいに速い。迂回しても数分とかからず『青騎士』に接近する事が出来た。

「敵てき艦かん捕ほ捉そく！」

「よくやった！　レーザー通信で情報を共有！　最大出力でビーム砲を叩き込め！」

　ゆりかと真希が作った幻げん影えいに接近した探査機は、何も無い筈の空間に巨大な質量を持った物体を発見した。質量や放出しているエネルギーからすると、それは敵の宇宙戦艦に間違いないものと思われた。

「敵艦に照準固定！」

「撃てぇぇっ!!」

　青騎士が乗った艦隊旗艦を破は壊かい出来れば、皇国軍の士気は大きく下がる。仮にそう出来なくても、多少ダメージを与える事が出来れば、そろそろやってくる筈の味方の艦かん隊たいが始末してくれるだろう。青騎士の首は反撃の狼煙のろしにぴったりだ―――この時基地司令はそんな事を考えていた。

「全弾命中！　敵艦の空間歪曲場崩ほう壊かい！　次で倒せま―――こっ、これはっ!?」

　しかし崩壊した幻影の向こうから現れた宇宙戦艦を見た瞬しゆん間かん、司令室にいるクルーのほぼ全すべてが驚きよう愕がくして表情を大きく歪ゆがませた。

「何故『朧ろう月げつ』なのだっ!?　そこにいるのは『青騎士』の筈ではっ!?」

　発見した宇宙戦艦は確かに皇族級で、しかも予定通りバリアーの守りを失い、無防備な姿を晒さらしている。だがどう見てもその船体は青ではないし、人の姿もしていない。戦闘旗に刻まれた紋もん章しようも花ではなく、月を模したもの。出現した宇宙戦艦は『朧ろう月げつ』だった。

「あれが『朧ろう月げつ』だったのだとしたら、『青騎士』は一体どこに―――」

　ドゴォォォォォォォォンッ

　その瞬間、『青騎士』の剣がコノーラ基地に突き刺ささった。その衝しよう撃げきは大きく、クルーは手近なものに掴つかまらねば立っていられない程だった。

「―――バッ、馬ば鹿かなっ、どうしてこうなるのだっ!?　青騎士は、悪あく魔まか何かを連れているのかっ!?」

　全長数百メートルに及ぶその巨大過ぎる剣はフルパワーで繰くり出され、その凄すさまじい質量と切れ味とで、ただの一いち撃げきで基地を沈ちん黙もくさせた。










　コノーラ基地の司令官が言うところの悪魔―――キリハの作戦は実にシンプルだ。二隻いるのに一隻に見せかけ、そっと近付いてやっつけるというものだった。

　様々な技術や能力があったとしても『青騎士』の痕こん跡せきを完全に消すのは難しい。今回は相手も魔法や霊れい力りよくを使っている事が想定されるので、その傾けい向こうは特に強くなる。だがもしも『青騎士』のふりをする別の艦を用意すれば、しかもそれが同じく皇族級宇宙戦艦であれば、どうだろうか？　ネットワークが寸断されている状態なら、皇族と青騎士という存在を限界までアピールすれば、騙しおおせる事が可能なのではないだろうか？　その結果が、この奇き襲しゆう攻こう撃げきだった。コノーラ基地に至近距離まで忍しのび寄よった『青騎士』は一いつ斉せい砲ほう撃げきでバリアーを崩ほう壊かいさせ、その勢いのまま巨大な剣の一撃で外がい殻かくと動どう力りよく炉ろを破壊。コノーラ基地にほぼ何もさせない完勝だった。

「まったく………『朧ろう月げつ』が無事で良かったですわ」

　直前に『青騎士』へ移って来ていたクランは、勝利の喜びと安あん堵どとが入り混じった表情で溜ため息いきをついた。皇族級宇宙戦艦を一隻まるごと囮おとりに使うという前ぜん代だい未み聞もんの大作戦ではあるが、流石さすがにクランや乗員を乗せたままでは出来ない。基地へ仕し掛かける直前のタイミングで脱だつ出しゆつして『青騎士』に移って来ていた。

「大だい活かつ躍やくでしたね、クランさん」

「そう言って下さるのはハルミだけですわ」

「きっと後でみんな褒ほめてくれますよ。………きっと、里見君も」

「あのＴＰＯを弁わきまえない完全騎士がそんな事をしてくれる筈ありませんわっ！」

「あらあら、ふふふふ………」

　幸いクランの苦労は報むくわれた。口では不満を並べているが、必要な作戦だった事は分かっているし、きちんと結果も出た。それに他でもないキリハが立てた作戦だったので、実はクランにはそれほど文句はなかったのだ。後は孝太郎がきちんと褒めてくれるかどうかだけが問題だった。

「こちら神聖フォルトーゼ銀河皇国宇宙軍総司令、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。総司令の権限及び、ティアミリス皇女殿下の名の下もとに、この空域に存在するクーデター軍に所属する全ぜん艦かん艇てい及および基地に対して、無条件の降伏を要求する」

　だが孝太郎が孝太郎に戻もどるのはもう少し先の事になりそうな気配だ。今の孝太郎は、まだ伝説の英えい雄ゆうの顔をしている。クランはもうしばらくやきもきした時間を過ごす事になりそうだった。

『………こちらコノーラ基地司令、ランダンザ・ギャリオラ・バスカール。状じよう況きようは十分に理解している。コノーラ基地と、所属する全艦艇は無条件で降伏する。手続きを始めて頂きたい』

　コノーラ基地の司令は分別のある男だった。彼かれはその気であれば『青騎士』が基地を一撃で破壊できた事や、今もそれが可能である事を知っている。また同時に、基地を失ったクーデター軍艦隊が生き延びられない事も理解していた。この先はどれだけ頑がん張ばっても勝ちはない。大きく負けるか、ただ負けるかの違ちがいしかないのだ。だから基地司令は負けを認めるしかなかった。もちろんこれには、相手が伝説の英雄と皇女達である事も大きく影えい響きようしている。相手が悪過ぎた―――それは彼のみならず、自らクーデター軍艦隊に身を投じた者達の多くに共通する感想だった。

「了解した。コノーラ基地、すぐに使者を送る。受け入れの準備を」

『七番ドックを開放する。使者には―――』

　だが、話はそう簡単には終わらなかった。孝太郎と基地司令の通信に割り込んで来た者がいたのだ。

『………まずはおめでとうと言っておこうか、青騎士よ』

「貴様ッ、ヴァンダリオン!?」

　マーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン。鷹たかのような鋭するどい眼光、自信に満ちた顔、挑ちよう戦せん的てきな態度。その姿は、孝太郎に過去の世界で出会ったマクスファーンという男の事を思い起こさせる。忘れようにも忘れられない顔だった。

　―――そういえば………最初から最後まで、ヴァンダリオンもグラナードも姿を見せなかった。連中は一体どこで何を………？

　ヴァンダリオンの立体映像を見た瞬間から、孝太郎は嫌いやな予感がし始めていた。孝太郎にとって、彼はあまり良い思い出がない顔の持ち主だったから。

『まさかこれほど早くコノーラ基地を攻め落とすとはな。グラナードが慌てる訳だ』

「何の用だ？　お前達も降伏するつもりか？」

『ハハハハハハァッ、寝ね惚ぼけた事を！　降伏するのはお前だ青騎士ぃっ！　これを見るがいい！』

　ヴァンダリオンは自身を撮さつ影えいしていたカメラの前から退く。すると彼の背後にあるものの姿が大写しになった。

「はっ、母上ぇっ!?」

「エルにセイレーシュ殿下ッ!?」

　有り得ない光景がそこに広がっていた。エルファリアとセイレーシュが、柱に繋がれていたのだ。二人がいる場所が何処どこかは分からないが、造りからして宇宙船の中か、それとも基地か、といった雰ふん囲い気きだった。

「一体どうしてこんな事に!?」

『知れた事よ。お前達がそこに釘くぎ付づけになっている間に、皇こう宮ぐうに踏み込んだだけの事』

「馬鹿な!?　十分な兵力を残していた筈だぞ!?」

　ヴァンダリオンの一派が皇宮を奇き襲しゆうしてエルファリアとセイレーシュをさらった。言葉にするのは簡単だが、容易に信じられる言葉ではない。皇宮には親衛隊の兵士が常じよう駐ちゆうしているし、皇宮の防衛を担になう艦隊とセイレーシュの専用艦かんがすぐに出動できるようになっている。そうした十分な備えがあるからこそ、孝太郎達たちはコノーラ基地への攻こう撃げきを行ったのだ。

『ハハハハハッ、切り札は最後まで取っておくものだ!!　貴様らに見せてきたものが全てだと思っていたのか!?』

　ガオオォォォオォォォォンッ

　ヴァンダリオンの嘲ちよう笑しようと同時に、大きな咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。孝太郎はそれで気付いた。エルファリアとセイレーシュの背後に、巨大なものがある事に。

「あれは………シャルドリッサ基地を襲おそった!?」

　エルファリアとセイレーシュの向こう側にあったのは、巨大な機械仕じ掛かけの竜りゆうだった。それはかつて孝太郎達の基地を攻撃してきたものとよく似ていた。だがその姿はかつて見たものより一回り大きくなっており、武装もより多く装備されていた。塗と装そうも赤い色が強調されており、全体的により攻こう撃げき的てきな印象があった。

『あの試作機と一緒にして貰っては困るな！　これは兵器として完成している！　真しん竜りゆう弐に式しきアルゥナイア！　この俺おれに相応ふさわしい、最強の力だ！』

　巨きよ竜りゆうの力を使って、エルファリアとセイレーシュを捕とらえたヴァンダリオン。その目的は今も少しも変わっていない。絶対に孝太郎―――青騎士をなぶり殺しにし、嘆なげき悲かなしむエルファリアを踏み躙にじる。そしてフォルトーゼの頂点に君臨するのだ。

『さあ青あお騎き士し殿どのッ、貴様もここへ招待しようではないかッ!!　よもや嫌とは言うまいなぁっ!?　ワーッハッハッハッハッハッハァッ!!』
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　二千年の時を経てもなお衰おとろえる事のない、力と恐きよう怖ふで全てを支配しようという底知れぬ欲望。マーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオンは、生まれながらの覇は王おうだった。







共闘再び　十二月三十日（木）







　セイレーシュが武装の解除と、裁判の前に証しよう拠この提出を求めた時点で、ヴァンダリオン側は勝利の可能性が殆ほとんどなくなっていた。ヴァンダリオン達が用意した捏ねつ造ぞう証拠は、完かん璧ぺきに辻つじ褄つまが合っている訳ではない。そんなものは現実的に作り出だせない。時間をかけて細かく調べられれば捏造部分は暴あばかれるだろう。そこで細かく調べられないように、裁判に関かかわる人間を支配下に置く事も勝利の為ための条件だった。しかしセイレーシュは特別法ほう廷ていの設置を宣言した為、折せつ角かく掌しよう握あくした関係者も役に立たなくなり、証拠を提出する事が出来なくなってしまった。かといって戦い続けても勝ち目がないのは明白だ。証拠を提出しないという事は、とりもなおさずクーデター軍になってしまうという事。これまではエルファリアを断罪するという立場のおかげで国民の支持や物質的な援えん助じよを得られた。しかしクーデター軍になって正当性を失えば、皇国軍よりも兵力で大きく劣おとるクーデター軍がどうなるかは言うまでもないだろう。

　追おい詰められたヴァンダリオンは、起死回生の策に打って出た。それは自軍の艦隊を囮にして孝こう太た郎ろう達を小しよう惑わく星せい帯におびき寄せ、その隙に皇宮を襲って皇こう帝ていを捕らえるというものだった。だがこれは口で言うほど簡単な事ではない。孝太郎達を小惑星帯におびき寄せたとしても、皇宮には十分な警備が敷しかれている。加えて皇国軍の地上部隊や、出しゆつ陣じんしていないセイレーシュの艦隊も皇宮を守っている。にもかかわらず、ヴァンダリオン達はエルファリアとセイレーシュを捕らえた。だからそこには何らかの理由があると考えるのが妥だ当とうだった。

「………皇宮の親衛隊の話からすると、完全に裏をかかれた模様です。まるで警備体制を全て知っているかのようだったと。また仮に警備体制を全て知っていたのだとしても、針の穴を通すかのような慎しん重ちようさや正確さ、電でん撃げき的てきな素す早ばやさを要するとの事です」

　ルースはしばらく皇宮と連れん絡らくを続けていた。それが終わると、ルースは『青騎士』のブリッジに集まった孝太郎達に事件の経けい緯いを説明していった。

　ヴァンダリオン達は特とく殊しゆ部隊で皇宮を急きゆう襲しゆう、後からやって来た巨竜でエルファリアとセイレーシュを連れ去った。警備の配置や、事件発生後の全ての人間の動きが完全に読まれていて、特殊部隊の存在に気付いても全てが後手後手に回った。その正確で素早い作戦行動はまるで機械仕掛けのようで、警備を担当した親衛隊の隊長によれば、防ごうにも防げない、悪夢のような数分間だったとの事だった。

「凄すご腕うでのスパイとかが居たんじゃないの？　作戦のメッセージが自動的に消しよう滅めつする、ぜろぜろなんちゃらみたいなの」

　普ふ通つうに考えれば、早さ苗なえが言うようなスパイの存在を疑うべきだろう。あらゆる情報を集め、警備の心理を分ぶん析せきし、必要なら要所の人間を買収し、最高の条件で特殊部隊を突とつ入にゆうさせるのだ。しかしこれには一つ大きな問題があった。

「それをするには時間が足りない。エルファリア陛下が皇宮に戻られてから、警備や防衛体制が再編されている。それからの数日間で完璧な準備が出来るとは思えない」

　キリハはこの時、どれだけ優ゆう秀しゆうなスパイが居ても、今回の襲しゆう撃げきは成立させられないと感じていた。どんな芸術的な作戦であっても、それを実行する為の準備は常に必要だ。しかし今回の場合、その準備の為の時間がない。だからスパイ以外のやり方で実行されたと考えるしかないのだった。

「そうなると………真っ先に疑うべきなのはダークネスレインボゥよね？　あの機械の竜は、以前あの人達が使っていたんだし」

　静しず香かは直接戦った事があるので、自然と機械仕掛けの巨竜に注目した。静香が戦った巨竜には、ダークネスレインボゥの魔法や、地球の地底人から得た霊れい子し力りよく技術が導入されていた。すると今回もダークネスレインボゥが関かん与よしていると考えれば、特殊部隊の攻撃の鮮あざやかさも頷うなずけた。

「確かにダークグリーンの予知を利用して作戦を立てれば、準備なしでも作戦の実行は可能であるかもしれないが………」

「俺は連中じゃないと思うな。あいつらは確かに悪党だけど、こういう事をやる奴やつらじゃない。第一、やるならこの間の戦いの時にやっている筈はずだろう？」

　静香の指し摘てきはもっともだったのだが、キリハと孝太郎はその見方に懐かい疑ぎ的てきだった。何故ならそういう攻撃をするなら、先日の戦いの時にやっている筈なのだ。実際にはダークネスレインボゥは皇宮への攻撃を避さけ、民間人の犠ぎ牲せいが出かねない大型兵器の使用も避けている。その両方が実行されている以上、彼かの女じよらが関与している可能性はそれほど高いとは言えないというのが、キリハと孝太郎の考えだった。

「分からぬ事ばかりじゃのう………じゃが、その謎なぞを解かぬ限り母上とセイレーシュは救い出せぬ」

　問題はそこに集約されていた。エルファリアとセイレーシュを救い出そうにも、攻撃を受けた時と同じ事が起これば防げないかもしれない。何が起こっているのかを知らないままに二人を救いに行くのは危険だった。

「やっぱり俺が行くしかないようだな」

　孝太郎の結論は、ヴァンダリオンの要求に従うというものだった。エルファリアとセイレーシュは今、フォルトーゼ本星の月の裏側に隠されていた宇宙要よう塞さいに囚とらわれている。ヴァンダリオンは孝太郎に、単独でそこへ来るように要求していた。

「コータロー!?」

「いけません、コータロー様っ!!」

　ティアと晴海はるみはこれに反対だった。もちろん他の少女達もだ。ヴァンダリオン一派の狙いは明らかだったから。

「要求に従っても、ヴァンダリオンは母上とセイレーシュを解放しない！　単独で来るように言っているのは、そなたを殺す為じゃ！　分かっておろう!?」

　エルファリアとセイレーシュを人ひと質じちにして、孝太郎だけを呼び寄せて殺す。そのまま人質は解放せず、フォルトーゼとの交こう渉しよう材料に使う。現皇帝と皇女を捕らえている限りは、皇国軍も不用意な行動は取れないだろう。孝太郎―――青騎士が死んでいればなおの事そうだ。今後の展開を考えると、ヴァンダリオンの狙いは孝太郎を殺して国民の士気を削そぐ事にあるのは明白だった。

「それでも俺にはあの二人を見殺しには出来ない」

「コータロー………」

　人質は二人。もし孝太郎が行かなければ、ヴァンダリオンは片方を殺し、青騎士は皇族を見捨てたとアピールするだろう。そうなれば世論は割れ、国は荒あれる。それにそうした事情を除いても、孝太郎は二人を見殺しには出来なかった。エルファリアとセイレーシュは必死に国と国民を守ろうとした。そんな二人が不幸な結末を迎むかえるという現実が、孝太郎にはどうしても受け入れられない。危険を冒おかしてでも助けに行きたかった。

「だがただでやられる気はない。俺が行って行動を起こせば、連中が皇宮を攻め落とせた理由が見えるかもしれない。その上で二人を救出しろ」

　孝太郎が宇宙要塞へ出向き、エルファリアとセイレーシュを救い出そうと何らかの行動を起こせば、ヴァンダリオン達が皇こう宮ぐう強きよう襲しゆうに成功した理由が見えてくるかもしれない。それを基もとにキリハが策を立てれば、二人を救い出す事が出来るかもしれない。孝太郎はその僅わずかな可能性に賭かけたのだった。

「今のところ、これが一番可能性がある。そうだろう？」

　この孝太郎の言葉を最後に、『青騎士』のブリッジを沈黙が支配した。孝太郎を囲んでいる九人の少女達にも、孝太郎の言葉が正しい事は重々分かっている。それでも孝太郎を一人で行かせる事には抵てい抗こうがあった。孝太郎が言う通りにすれば、孝太郎自身が大きなリスクを背せ負おう事になるからだ。答えなど分かり切っている。にもかかわらず、誰だれもそれを口に出来ない。沈黙はそれから長く続いた。

『………会議中に大変申し訳ありません。ＤＫＩの旧最高経営責任者が、筆頭株主に対して緊きん急きゆうの説明事じ項こうがあると連絡をしてきているのですが』

　結局、沈黙を破ったのはブリッジにいる人間ではなかった。それはフォルトーゼ皇国軍の統合司令本部よりもたらされた、ある緊急連絡だった。










　現在のＤＫＩ―――ドラゴンナイトインダストリーの筆頭株主は孝太郎だ。潤じゆん沢たくな資金を背景に発行済み株式の五十一パーセントを取得しており、筆頭株主というだけでなく、企き業ぎようの運営に対して強い発言力を持っている。孝太郎には別段企業の方向性を変えるつもりなどなかったが、政界への裏工作を止やめさせる為に幾いくつかの部門を閉へい鎖さし、最高経営責任者を解任した。その解任された最高経営責任者が孝太郎に接せつ触しよくして来ている。タイミングがタイミングなだけに、無視は出来なかった。

「一体何の用だ、エゥレクシス。恨うらみ言ごとでも言いに来たのか？」

『これでも私は退ひき際ぎわを弁えているつもりだよ、コータロー君。このタイミングで恨み言を言ったって、美しくないだろう？』

　立体映像で再現されたエゥレクシスは、いつもの大おお袈げ裟さな調子で肩かたを竦すくめた。確かに身体からだのあちこちに包帯が巻かれていたり絆ばん創そう膏こうが貼はられているような状態では、悪党としての格好がつかない。美しくないという彼の言葉には孝太郎も異論はなかった。

「確かにな。だったらどうして連絡してきた？」

『実はこちらでトラブルが発生してね。解決したいんだが、我々だけでは荷が重い。君にＤＫＩから切きり離はなされてしまったからね』

　今のエゥレクシスはただの金持ちでしかなく、組織としての力を持たない。トラブルに際して対応し切れず、孝太郎に助けを求めたという状況にあった。

「結局恨み言じゃないか」

『切り離されたのは事実だろう？　それはともかく………恥はじを忍んで、君達たちに協力を要よう請せいしたい。今の状況からすると、これは君達にとっても利益がある話だ。それにもし協力して貰もらえるのなら、何らかの代だい償しようを支し払はらう事もやぶさかではない』

　しかし単純に助けを求めるだけでなく、孝太郎達にも利益がある話でもあった。言ってみれば再び取り引きを持もち掛かけて来た、という事になるだろう。

「それほど重大で、緊急の用件って事か………よし、ともかく事情を話してみろ。協力するかどうかは、それから決める」

　孝太郎も自分の置かれた状況を打破する為に、多くの援助を必要としている。孝太郎がエゥレクシスを助ければ、エゥレクシスも孝太郎を助けるというのであれば、話を聞かずに断る事は出来なかった。

『流石さすがコータロー君、助かるよ。………実はグリーンが誘ゆう拐かいされてね』

「なんだって!?」

『君達に負けた直後、ヴァンダリオンの一派が襲撃して来たんだ。幸いグリーンのおかげで逃にげおおせたんだが、代わりに彼女が捕まってしまったんだ』

　お互たがいにあまり悠ゆう長ちようにしていられない事情もあって、エゥレクシスは自分達の置かれている状況を掻かい摘つまんで説明した。

　孝太郎との決戦の直後、彼らはヴァンダリオンの部隊に襲撃された。孝太郎達との戦いでダメージを負い、疲つかれ切っていた彼らは、そのままでは全ぜん滅めつは必至だった。だがグリーンの予知のおかげで何とか全滅を回避し、その場を脱出する事が出来た。しかしその代償としてグリーンが捕まってしまった。それが今の彼らの置かれた状況だった。

『我々は何としてもグリーンを救出したい。その為に君達に協力を求めているんだ』

「なるほど………それでヴァンダリオンは皇宮への強きよう襲しゆうに成功したんだな」

　エゥレクシスから話を聞いた事で、孝太郎には現在の状況の全体像が見えてきていた。何らかの形でグリーンがヴァンダリオン側に利用されていて、だから皇宮の襲撃に成功した。未来を読んで行動するなら、準備の時間は必要ないし、常に警備している者の裏をかく事が出来る。キリハがやったように未来を読む敵がいるという前提で対策を練らないと、防ぐのは困難だった。

「藍あい華かさん、どう思う？」

「理り屈くつとしては正しいと思うわ。でも………」

　孝太郎の傍かたわらに立つ真ま希きも、大筋では孝太郎の考えと同じだった。だが彼女には一つだけ無視出来ない疑問があった。それはエゥレクシスと一いつ緒しよにいるのが、ダークネスレインボゥだという事だった。

「………クリムゾン、貴女あなたなら分かる筈よ。私が何を疑問に思っているのか」

　だから真希は、ダークネスレインボゥの中で一番よく知っている人物に呼びかけた。それはかつて真希の友人であった、ダーククリムゾン。クリムゾンはエゥレクシスの隣となりまで進み出ると、苦く笑しよう気味に答えた。

『そうね、あんたの言いたい事は良く分かるわ。自分でも奇き妙みようだと思っているもの。まさか私達が、何の得もないのに仲間を助けようとするだなんてね』

　真希の疑問はまさにこの部分だった。ダークネスレインボゥは個人主義の集団だ。利害が一いつ致ちしているからこそ力を合わせているが、基本的に仲間とは利用するものであって、理由もなく助けたりはしない。戦略的に欠かせないから取とり戻すというような事はあっても、今のように負けた直後で戦略が何もない状況でわざわざ仲間を取り返しに行くような事はない筈なのだ。にもかかわらずそれをやっている。真希はそれを疑問視し、その裏に何らかの意図が隠かくされているのではないかと考えていたのだった。

『こうなったのは、あんた達に負け続けたのが原因じゃないかと思ってる』

「私達に？」

『仲間を使い捨てていく個人主義では、あんた達に勝てなかった。どうしても力を合わせなきゃいけない状況が増え、仲間を守る必要も出来た』

　きっかけは非常に打算的なものだった。孝太郎達と戦う上で、一人では勝てない事が明らかとなった。常に複数の力を組み合わせて戦う必要があり、後進の育成を待つよりは仲間を守った方が効率が良かったのだ。

『自然と対話が増え、少しずつだけどお互いに考えている事が分かるようになってきた。やがてお互いに考えを尊重するようにもなった。共通の大きな目標が、私達を変えたんだと思う』

　それを繰り返かえしていくうち、彼かの女じよらの心に変化が起こり始めた。各人の個人的な部分が見え始め、そこへ共感が芽生えた。お互いの目標は完全には一致していないが、一致しないなりに尊重し、可能な限り共に目標を目指し始めた。孝太郎達という強大な敵を前にした事で、彼女達は初めて本当の意味で手を取り合ったのだ。

『今の私達はパープルがクルカの実が嫌きらいだって事を知っている。あの独特の風味がずっと舌に残って嫌なんだって。おかしいでしょう？　少し前まで、私達はそんな事さえ知らなかったんだから………』

「グリーンは何を願っていたの？」

『昔、あの子の予想が外れて、とても大切なものを失なくしたらしいわ。だからもし自由に予知の魔法が使えていたら―――そう願って戦っていたらしいわ』

　真希以外で言うと、クリムゾンが仲間の目的を知ったのはグリーンが最初だ。それはフォルサリアでの決戦の、直前にあった別の戦いの中での事だ。そしてフォルサリアでの決戦ではパープルの苦く悩のうを知った。戦いの舞ぶ台たいがフォルトーゼに移る頃ころには、他の仲間達の事情も少しずつ分かるようになった。それゆえに彼女らは願うようになった。グリーンを取り戻したい、と。

『だから協力して頂ちよう戴だい、真希。それに孝太郎も』

「その言葉をもっと前に聞けていたら、私は………」

『そうね、その後こう悔かいもあるわ。だからこそ、グリーンを取り返すの』

「………分かった。信じるわ、クリムゾン」

『ありがとう、真希』

　真希はクリムゾンの言葉を信じる事にした。もともと小細工が苦手なクリムゾンなのだ。その友人であった真希には、クリムゾンがここまで巧たくみな嘘うそがつけるとは思えなかった。そして真希がクリムゾンを信じた時点で、孝太郎の気持ちも固まった。

「そういえばエゥレクシス、お前確かそっちで坊ぼつちゃまって呼ばれてたよな？」

　今から冷静に思い返してみれば、孝太郎にも分かる兆きざしはあった。その一番の例はエゥレクシスだろう。ダークネスレインボゥはただの人間である彼を受け入れ、互いに助け合ってきた。エゥレクシスが地位を失った後も、こうして行動を共にしていた。

『ああ。残念ながら会社を失った事で、本当にただの坊ちゃまになってしまったよ』

　オレンジが坊ちゃまと呼び、クリムゾンが嫌いや々いやながらも命令に従っているのは、決してただの妥だ協きようや計算ではないだろう。孝太郎と九人の少女達がそうであったように、エゥレクシスとダークネスレインボゥもまた、時間をかけて関係を変化させてきたのだ。

「坊ちゃまとして、グリーンを救いたいんだな？」

　そして孝太郎が訊たずねたいのはまさにその部分だった。大人の最高経営責任者ではなく、その心の奥おく底そこに隠れている本音、オレンジの言葉を借りれば『坊ちゃま』の部分。政治信条や利害とは関係なく、エゥレクシス個人としてグリーンを助けたいのか。それを確認しない事には彼らと組む事は出来なかった。

『そうなるね。私はあの子が嫌いじゃない。襲撃から助けて貰ったしね。それにフォルサリアをパートナーとして帰き還かんさせたいという言葉にも嘘はないんだ。だから何と言えばいいのか………そうだ、坊ちゃまなりの筋を通したいんだ』

　フォルサリアの人々をパートナーとして帰還させる、それはつまり対等な人間として扱あつかうという事だ。もちろん、グリーンの事もそう。死んでいい人間とは思っていない。そしてエゥレクシスはこのままグリーンを見殺しには出来ないと感じている。戦いの中で双そう方ほうが覚かく悟ごした上での犠牲ならいいが、これは違う。救われた義理は果たさねばならない。それもまた、対等な付き合いの人間だと思っているからだった。

「お前達はどうしてそれを最初から言えないんだ」

　エゥレクシスの答えは孝太郎の望んだ通りの物だった。だがそれがエゥレクシスとダークネスレインボゥに芽生えた矛む盾じゆんである事も理解している。そして同じ事を孝太郎と九人の少女達がやって来たという事も。だから孝太郎は笑う。自分の事も含ふくめて、笑っているのだった。

『仕方ないだろう？　自分でも信じられないんだよ、私達は悪の軍団の筈だからね』

「………それでも、俺は信じる事にするよ。お前らが人間だって事を」

　孝太郎達とエゥレクシス達は、これまで何度も敵対してきた。その経緯で何度か手を結んだ事もある。そんな複雑な関係にある二つの陣営が、最後にもう一度手を結ぶ事になった。だが今回はこれまでのような打算や駆かけ引ひきはない。お互いに助けたい人が居る。両者が本当の意味で手を結んだのは、これが初めての事だった。







青騎士の危機　十二月三十一日（金）







　エルファリアとセイレーシュは、ヴァンダリオンが秘ひ密みつ裏りに建造した宇宙要塞にいた。そして二人は一つの部屋に閉じ込められ、厳重な監かん視し下かに置かれている。今の二人に出来る事と言えば、テレビで―――地球で言うようなテレビではないが―――ニュースを見る事と、話をする事ぐらいだった。

「レイオス様がおいでにならなければ良いのですが………」

　既すでに二人がヴァンダリオン側に捕らえられた事は大きく報道されていた。おかげで世論は完全にヴァンダリオン許すまじで固まっていたのだが、その対応に関しては意見が割れていた。武力で制圧せよと叫さけぶ者、交渉で二人を取り返せと言う者、二人に害が及およぶ恐おそれがあるからさしあたってはヴァンダリオンに従おうと言う者。大まかにはこの三通りの意見があり、フォルトーゼ全体で激しい議論が繰り返されていた。そういう状況であったので、青あお騎き士し―――孝こう太た郎ろうへの注目は高まっている。孝太郎の行動次し第だいで、世論が決するのではないか、というのが識者の見方だった。

「レイオス様は間ま違ちがいなくおいでになりますよ。そういう方です」

　エルファリアは孝太郎が来ると確信している。二千年前の戦いがそうであったというのはもちろんなのだが、今日までに触ふれてきた孝太郎という人間は、こういう時に何もしない人間ではなかった。

「しかしおいでになってしまえば、ヴァンダリオンの思おもう壺つぼです！　フォルトーゼの希望が潰ついえてしまいます！」

　セイレーシュの不安は孝太郎が来てしまう事に集約されていた。二人が人質になっている以上、孝太郎はまともな抵抗は出来ないだろう。それがどれだけ危険な事なのか。青騎士という存在が失われる事、シグナルティンがヴァンダリオンに渡る事、それらが国民を大きく動どう揺ようさせるであろう事は火を見るよりも明らかだ。しかもそれでエルファリアとセイレーシュが解放される訳でもない。事態はより一層深刻になっていくだろう。

「レイオス様はこの要塞を攻撃するべきなのです！　たとえそれで、私と陛下が命を落とす事になろうとも！」

　そうなるぐらいなら、エルファリアとセイレーシュを危険に晒してでもヴァンダリオンを討とう伐ばつする方が良い。それが国民と国を守る最良の手段の筈。セイレーシュはその結末を甘あまんじて受け入れるのが皇族の道であると考えている。自身の艦かん隊たいがヴァンダリオンの襲撃を阻そ止しできなかった時点で、彼女にはその覚悟が出来ていた。

「セイレーシュさん、その覚悟は見事です。皇帝として誇ほこらしく思います」

　エルファリアは笑え顔がおで頷く。しかし話はここで終わりではなかった。エルファリアは声を潜ひそめると、更さらに話を続けた。この先は監視の兵達には聞かれたくない内容だった。

「………しかしレイオス様は必ず別の道をお選びになられます。表向きはヴァンダリオンに従いながら、必ず逆ぎやく襲しゆうに出ます。ですがその時に私達が選せん択たくを誤れば、レイオス様は本当に困った状況に陥おちいります」

「陛下………」

　セイレーシュは驚おどろきに目を見張る。声こそ小さかったが、エルファリアの言葉には確信が漲みなぎっていた。その瞳ひとみの輝かがやきも強い。エルファリアには青騎士―――孝太郎がそのように行動すると分かっているのだ。根こん拠きよなど、何処どこにも無いというのに。それは青騎士という存在に絶対の信しん頼らいを置いている証あかし。そして強い絆きずなの証だった。

「ほんの一いつ瞬しゆん生じるチャンスを決して見み逃のがさぬよう、細心の注意を払はらうのです。諦あきらめて目を伏ふせれば、そのチャンスを失います。良いですね、セイレーシュさん？」

「はい」

　セイレーシュは神しん妙みような面おも持もちで頷く。だがその少し後、セイレーシュは表情を崩くずしてエルファリアに笑いかけた。

「陛下は、本当にレイオス様の事をよく御ご存ぞん知じなのですね。まるで―――」

　長い付き合いの恋こい人びと、あるいは想おもい合って結ばれた夫であるかのように。セイレーシュの言葉はそう続く筈だった。しかし彼女が実際にそう言う前に、テレビからけたたましいアラームが聞こえてきた。

『緊急速報です！　これまで皇国軍艦隊の旗き艦かんを務めていた「青騎士」が、単独で月へ出発した模様です！　現地からの映像に切り替かえます！』

　アラームは『青騎士』が月に向かって出港した速報によるものだった。目的地はやはり月の裏側にある宇宙要塞。ヴァンダリオンは孝太郎への要求を公表しているので、国民の誰もがその意味を分かっている。だから月へ向かった孝太郎がどうするのか、国民はその事に関して激しく意見をぶつけ合い始めた。フォルトーゼの未来がかかっているので、国民の関心は非常に大きかった。

「レイオス様………遂ついに………」

「セイレーシュさん、私達に残された時間は僅かです。可能な限り多くの事に心を働かせましょう。あの方を勝たせる為に！」

「はい！」

　エルファリアとセイレーシュ、そして多くの国民が見守る中、『青騎士』は皇国軍の基地である宇宙ステーションから離れ、その進路を月へと向けた。その始まりから随ずい分ぶんと時間が流れたが、ヴァンダリオンによるクーデターは遂に最終局面を迎えた。孝太郎とヴァンダリオン、両者が並び立つ未来はない。どちらかが必ず歴史の表おもて舞ぶ台たいから消える事になる。その時が、刻一刻と近付いていた。










　フォルトーゼ本星の月も地球のそれと同じで、その裏側は直接見る事が出来ない。とはいえフォルトーゼは宇宙時代に入ってからかなりの時間が経たっているので、その裏側を見るのは簡単だ。だがこれまでは皇国軍が―――正確にはヴァンダリオンの影えい響きよう下かにあった勢力が―――報道管制を敷いていて、国民の目には触れないようになっていた。だが今、その報道管制は解かれている。これは皇国軍の主導権が皇帝に戻ったからという訳ではない。その気になればヴァンダリオンはその宙域のあらゆる通信を妨ぼう害がいできるし、報道の宇宙船を破は壊かいする事も可能だ。だが彼かれはそれをしていない。自由に映像を撮影させている。だから『青騎士』がヴァンダリオンの宇宙要塞に近付いていく様子は、フォルトーゼ星系のみならず、関連植民惑わく星せい全すべてに届けられていた。

「ヴァンダリオンのやつ、本当にフォルトーゼを滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりか………」

　一人で『青騎士』のブリッジにいる孝太郎は、自分と『青騎士』に関する報道を見ながら表情を厳しくした。ヴァンダリオンの狙いは明らかだ。これから起こる出来事の全てをフォルトーゼ全土へ届けようというのだ。恐らく要塞内の映像も外部へ流されるだろう。孝太郎が皇帝と皇女を見捨てればそら見た事かと騒さわぎ立たてる。孝太郎が無む抵てい抗こうで要求に従ったら勝かち誇ればいいし、抵抗したら殺して死体を国民に見せ付けるのでもいい。そうやって国論を割り、フォルトーゼを混乱状態に陥おとしいれるのだ。

　そうなってしまえば、ヴァンダリオンは今よりもずっと有利になる。国論が混乱している状じよう況きようであれば、宇宙要塞という分かり易やすい力や皇帝と皇女という象しよう徴ちよう的てきなカードは、その威い力りよくを大きく増す。状況を再度ひっくり返す可能性が出てくるだろうし、それが難しくても潜せん伏ぷくして時を待つ余よ裕ゆうは生まれる筈だ。ヴァンダリオンが孝太郎を殺す事に躍やつ起きになっているのは、そういう事情が多分に含まれているのだった。

「結局の所、伝説の英雄など国を不安定にする要因でしかないという事だな………」

　孝太郎は報道の映像を消すと『青騎士』の進路を微び調ちよう整せいし、ヴァンダリオンの宇宙要塞にある接舷用の区画に進入していく。この宇宙要塞は一いつ般ぱん的てきな宇宙戦せん艦かんの十倍以上の大きさを誇るので、接舷用の区画に『青騎士』を収めても窮きゆう屈くつな印象はない。まだ何なん隻せきか接舷させる余裕があった。

「………この様子だと、あとどれだけ兵力を隠しているやら………」

　この宇宙要塞には、今『青騎士』が進入した区画以外にも、幾つか接舷用の区画が存在している。つまりそれに相応ふさわしい艦かん隊たいが、どこかに存在している可能性があるという事になるのだ。あるいはこの先で、どこかの艦隊が皇国軍を離り脱だつする手て筈はずなのかもしれない。それだけに、エルファリアとセイレーシュを救い出せなければ大変な事になる。孝太郎はパネルを操作して『青騎士』の艦体を宇宙要塞に固定しながら、この先の出来事の重大性を改めて心に刻み直した。










　ヴァンダリオンの宇宙要塞は静かだった。『青騎士』から降りた孝太郎を出で迎むかえる者はなく、ただ床ゆかに埋うめ込まれたライトが行き先を示している。耳に届く音は孝太郎自身が出しているものだけだ。鎧よろいの踵かかとが強化プラスチックでコーティングされた金属製の床を叩たたく音だけが、広大な空間に響いていた。

「まだ味方が到とう着ちやくしていないだけなのか、それだけ自信があるのか、あるいは誰の事も信用していないのか………」

　床で光るライトの案内を辿たどりながら、孝太郎は宇宙要塞の奥おくへと進んでいく。その間も孝太郎は誰にも出会わなかった。孝太郎にはこの巨きよ大だいだが空くう虚きよな要塞は、そのままヴァンダリオンの心の在り様を示しているように思えた。器うつわは大きいと自じ慢まんしているが、結局は誰も受け入れない。それを感じて、孝太郎は寒々しい気分を味わっていた。

「………あそこか」

　エレベーターや列車のような移動装置を乗のり継つぎ、移動する事数分。孝太郎は非常に大きな扉とびらの前に辿り着ついていた。扉とその周囲はどことなく神しん殿でんめいた造りになっており、とても宇宙要塞の中とは思えない。しかしだからこそヴァンダリオンには相応しいのかもしれなかった。

　ゴゴゴォォッ

　地面を揺ゆらしながら、その荘そう厳ごんな造りの扉が左右に開いていく。その向こう側には広大な空間が広がっていた。孝太郎が最初に感じた神殿という印象は間違っていない。扉の向こう側に広がる空間はまさに神殿そのもの。美しい彫ちよう刻こくや柱が立ち並び、足元には大理石の石いし畳だたみが敷き詰つめられている。そして神殿の中央、本来なら神像か何かが鎮ちん座ざする筈の場所には、金銀を豊富にちりばめた豪ごう華かな椅い子すに座すわった男の姿があった。マーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン。フォルトーゼの神になろうという男だった。

「ようこそ、青騎士！　やっと会えたな！」

　ヴァンダリオンの椅子は少し高い場所に作られている。彼はそこに座ったまま、孝太郎を出迎えた。だが出迎えといっても友好的な雰ふん囲い気きは微み塵じんもない。大おお仰ぎような仕草と挑ちよう戦せん的てきな言葉には、悪意が強く滲にじんでいた。

「久しぶりだな。二千年ぶりか」

　今のヴァンダリオンの姿は、孝太郎にある人物を思い出させる。ビオルバラム・マクスファーン。二千年前の世界で、同じくフォルトーゼの神になろうとした男だった。

「何の話だ？」

「お前のような悪党が、二千年前にもいたという話だ」

「ふん、二千年前と同じと思うなよ？　そう何度も貴様の思い通りになるものか！」

　ヴァンダリオンは不快そうに語気を強める。彼もフォルトーゼの生まれなので、青騎士の伝説は知っている。だからマクスファーンと一緒くたにされるのは我が慢まんならなかった。そんな所が逆に孝太郎にマクスファーンと似ていると感じさせるのだが、ヴァンダリオンはそこには気付いていなかった。

「勝てるつもりか、ヴァンダリオン」

「勝つさ！　貴様は俺おれには逆らえんのだからな！　グラナード、女共を出せ！」

　ガオォォォンッ

　大きな咆ほう哮こうと共に、ヴァンダリオンの背後で巨大な影かげが身じろぎする。それは三十メートルを遥かに超こえる巨大な機械仕じ掛かけの竜りゆう。真しん竜りゆう弐に式しき、グラナードが建造した最終兵器だった。巨大な竜はヴァンダリオンを回り込むようにして前に出た。同時にヴァンダリオンと孝太郎のちょうど中間あたりの床が開き、そこから二本の柱がせり出してくる。その柱には一人ずつ人間が固定されていた。

「レイオス様！」

「御ご無ぶ事じですか!?」

「エル！　セイレーシュ殿でん下か！」

　柱に固定されていたのはエルファリアとセイレーシュだった。二人は孝太郎の姿に気付くと大きな声をあげる。反射的に孝太郎は二人に駆け寄よろうとした。

『おっと、そこまでです青騎士君。それ以上近付けば………分かりますね？』

「くっ………」

　しかし孝太郎が走り出だした直後、巨きよ竜りゆうの爪つめがエルファリアとセイレーシュに突つき付けられた。その鋭えい利りな爪がギラリと光るのを見た孝太郎は、慌あわてて足を止める。二人は孝太郎の自由を奪うばう人質としてこの場に連れ出されたのだった。

「ハハハハハハッ、さっきまでの威い勢せいはどうした、青騎士ぃっ！」

「ヴァンダリオン………」

　孝太郎は悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締しめる。だがここはヴァンダリオンに従う他はない。エルファリアとセイレーシュの命を危険に―――それがはったりだったとしても―――晒さらす訳にはいかなかった。

「まずはその忌いま々いましい剣けんを捨てて貰おうか。話はそれからだ」

「………」

　孝太郎は無言で腰こしから剣を引き抜ぬいた。今日は二本の剣のうち、シグナルティンを持ってきている。サグラティンは折れてしまったからだ。だがもちろん孝太郎にはシグナルティンを使うつもりはない。ヴァンダリオンが事前に指示しなければ、この場に持ってくる事さえも避けたに違ちがいなかった。

　カラン、カラン

　孝太郎は引き抜いた剣を指示通り床に投げ捨てる。するとその直後、弐式の両目が赤く光った。

　ドンッ

「うわぁっ!?」

　突とつ然ぜん、孝太郎の目の前に巨竜の前足が振ふり下おろされる。弐式は三十メートルを超える巨きよ体たいを持っているので、その威力は凄すさまじい。もし孝太郎に直ちよく撃げきしていれば、命はなかっただろう。だが弐式が狙っていたのは孝太郎ではなかった。

「ああっ!?」

「シグナルティンがっ!?」

　エルファリアとセイレーシュの悲痛な声が重なる。巨竜の前足が引かれた時、そこにあったのは幾つかの金属の破は片へん―――砕くだけ散ちったシグナルティンの残ざん骸がいだった。

「何という事をっ！　ヴァンダリオンッ、貴方あなたは自分が何をしているのか分かっているのですかっ!?」

　エルファリアの動揺は大きい。彼女は珍めずらしくその表情を大きく歪ゆがめ、激しくヴァンダリオンを糾きゆう弾だんする。しかし動揺しているのはエルファリアに限った話ではない。その隣にいるセイレーシュも、そしてこの様子をネットワーク経由で見ている国民達も、反応は様々であったが一様に動揺していた。シグナルティンが砕かれた―――それはフォルトーゼの人間にとって国土が焼かれたり、皇こう帝ていが暗殺されたりした時と同じような重大事だ。その光景を見せ付けられ、国全体が大きく動揺していた。

「分かっていますとも、皇帝陛下！　国くに盗とりとは元来こうしたもの！　既にある権けん威いを踏ふみ砕き、その残骸の上に新たな権威を打ち立てる！　皇国がどうしたっ!?　伝説がなんだというのだ!?　我わが名はマーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン！　新たな世界の創造主だ!!」

　ヴァンダリオンは高らかにそう宣言する。シグナルティンを踏み砕いたのは、国民全体へのパフォーマンスだ。そうする事で自分が青騎士の伝説と、フォルトーゼの皇家を超える者であると、はっきり示したのだ。

　もちろんこの行こう為い自体に対する反発は生まれる。だがやらなくても元々ほとんどの国民がヴァンダリオンへ否定的な感情を向けていたので、この行為によるデメリットはない。逆に動揺してヴァンダリオンに従おうと考える者は現れる訳なので、やらない手はないのだった。

「二千年が過ぎても、同じ事の繰くり返しか。結局はシグナルティンに頼たよるところまで、何も変わっていない」
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　だが一人だけヴァンダリオンに冷めた視線を向ける者があった。それは踏み砕かれたシグナルティンの持ち主、孝太郎だった。

　二千年前の反逆者マクスファーンは、シグナルティンを得る事で国を乗っ取ろうとした。現在の反逆者であるヴァンダリオンは、シグナルティンの影えい響きよう力りよくを利用して国を乗っ取ろうとしている。手に取ろうとするか、踏み砕くかという違いはあれど、結局は同じ事だ。シグナルティンを利用して人を従えようとする発想は変わっていない。孝太郎は進歩しない発想に呆あきれたのだった。

「お前は結局マクスファーンと大差ない。二千年前で頭が硬こう直ちよくしている」

「なんだとぉっ、貴様ぁぁぁっ!!」

　孝太郎の言葉にヴァンダリオンが激げき昂こうする。ヴァンダリオンの孝太郎に対する感情には激しいものがある。それは国民に歓かん呼この声で迎えられた孝太郎に対する嫉しつ妬とや、計画を何度となく邪じや魔まされた事に対する怒いかりというだけでは説明し切れない。魂たましいの奥底から湧わき上あがってくる激しい怒りと憎にくしみがそこにある。孝太郎と向かい合っていると、その激しい感情が際限なくヴァンダリオンを衝つき動かす。それだけに、孝太郎に馬ば鹿かにされる事は我慢ならないのだった。

「それ以上舐なめた口を利きけば、貴様の立場を思い知る事になるぞ！　人質は二人も要いらんのだからな！」

　ガルルルゥゥゥゥッ

　ヴァンダリオンの言葉に応こたえるように、巨竜がその鋭利な爪をセイレーシュに向ける。彼かの女じよも大事な人ひと質じちではあるが、エルファリアほど決定的な影響力は持たない。だからヴァンダリオンは孝太郎を黙だまらせる為ためにその命を使う事を躊ちゆう躇ちよしない。それほどまでに孝太郎に対する怒りと憎しみは強いのだった。

「何を興奮する、ヴァンダリオン。無抵抗な者の悪態ぐらい聞き流せ」

「貴様には何一つ自由は与あたえん！　余計な事は一いつ切さい口にするな！」

「………分かった」

　孝太郎の意図はヴァンダリオンの敵意を自分へ集中させてエルファリア達を守る事であったのだが、彼がここまで激しく怒おこる事は想定していなかった。状況が制せい御ぎよ出来なくなってしまう事は本意ではないから、孝太郎は大人しくヴァンダリオンに従った。

「だったら話を進めよう。私をここへ呼んだ理由は何だ？」

「一つ目の理由は既に終わった。二つ目の理由は、貴様に降こう伏ふくを求める為だ」

「私に？」

「そうだとも！　貴様は青騎士、騎士の棟とう梁りよう！　フォルトーゼ皇国軍の総司令！　貴様が降伏するという事は、フォルトーゼが負けるという事になるのだっ!!」

　皇家とフォルトーゼが正式に青騎士だと認めた以上は、孝太郎にはフォルトーゼ皇国軍全てを指揮する権限がある。孝太郎は一応皇帝の指揮下にある事になっているが、その権限を皇帝でも剥はく奪だつできない以上、軍に関しては実質的に皇帝に匹ひつ敵てきする権限を持つ。その孝太郎が降伏すれば、その指揮下にあるフォルトーゼ皇国軍が降伏した事になる。孝太郎達たちが青騎士の俸ほう給きゆうでエゥレクシス達を攻こう撃げきしたように、ヴァンダリオンもまた青騎士の指揮権を利用してフォルトーゼを攻撃しようとしているのだった。

「やはりそう来るか、ヴァンダリオン………」

　皇帝を脅きよう迫はくしても、降伏には応じないだろう。たとえ皇女を犠ぎ牲せいにしようともだ。外部に青騎士が残っているから、当然その選択をする。しかし皇帝を誘拐して、青騎士を脅迫する形にすれば、降伏の可能性が出てくる。そしてその経けい緯いと顛てん末まつを国民に届ける為に、ヴァンダリオンは要よう塞さいの映像をネットワークに流していたのだ。

　孝太郎とフォルトーゼがヴァンダリオンに勝つ為には、皇帝と皇女を見捨てなければならない。だが二人を見捨てた青騎士に反発する者は確実に現れる。そうなれば再び国を割った争いに突とつ入にゆうしていくだろう。かといって降伏すればフォルトーゼはヴァンダリオンの物になってしまう。どちらを選ぼうがフォルトーゼは荒あれる。ヴァンダリオンはそういう究極の選択を突き付け、自分に有利な状況を作ろうとしていた。

「降伏するもよし、ここで俺と共に皇帝と皇女の処しよ刑けいを見守るもよし。好きな方を選ぶがいい！　青騎士よ、俺はどちらでも構わんぞ！」

　青騎士への怒りと憎ぞう悪お、嫉妬に駆られたヴァンダリオン。孝太郎が降伏すればプライドが満足し、フォルトーゼが手に入る。そうでなくても孝太郎と国民の目の前でエルファリアやセイレーシュを処刑してやれる。そしてフォルトーゼには戦乱の世が訪おとずれるのだ。どちらにしろヴァンダリオンは満足する。孝太郎が何と答えるのか、ヴァンダリオンは狂きよう気きに近い喜びと共に、その時を待っていた。

「私は―――」

　孝太郎の答えは一つしかない。最初からそのつもりでやって来たのだから。だから孝太郎は素す直なおにそれを口にしようとした。

「いけません、レイオス様！」

「そうです！　私達の為に降伏など、あってはならない事です！」

　しかしエルファリアとセイレーシュが孝太郎の言葉を遮さえぎる。二人には孝太郎がどう答えるかが分かっていたのだ。孝太郎は反射的にエルファリアとセイレーシュの方を見る。二人の瞳には強い意志の力が宿っていた。

「泣かせるなぁ、青騎士。主従の愁しゆう嘆たん場ばという訳だ」

　ヴァンダリオンが孝太郎達を嘲あざ笑わらう。青騎士と皇家を踏み躙にじるという、待ちに待った時がやってきた喜びに、ヴァンダリオンの魂は打うち震ふるえていた。おかげでむしろその言葉は優やさしげに聞こえた程ほどだ。もちろん嘲笑っているだけであったのだが。

「黙れヴァンダリオンッ！」

「レイオス様、これは皇帝としての命令です！　私とセイレーシュさんに構わず、ヴァンダリオンを討うちなさい！」

「しかしエルファリア陛下、陛下は大恩あるマスティル家の御お方かた。セイレーシュ殿下とて遡さかのぼればマスティル家に連なる御方。私にはお二人を見捨てる事は出来ません！」

「国と国民を守る為になら、正義を捨てる―――我らの理想を忘れたか、レイオス・ファトラ・ベルトリオンッ!!」

「そうです！　私達たちは国民を苦しめてまで生き延びようとは思いません！」

「しかしっ!!　陛下ッ、殿下ッ、それでも私は青騎士なのですっ!!」

「フフフフフフフッ、アーッハッハッハッハァァッ!!」

　孝太郎とエルファリア、セイレーシュの悲痛なやり取りを、ヴァンダリオンは上じよう機き嫌げんで見守っていた。出口のない暗くら闇やみの中でもがく三人の姿は心地ここちよい。ヴァンダリオンは今、幸福の絶頂にあった。

『ヴァンダリオン様！』

「なんだ!?」

　グラナードの声で楽しい見世物に水を差され、ヴァンダリオンは不ふ機き嫌げんそうに表情を歪める。だが当のグラナードはその程度では動じず、引き続き話を続ける。長い付き合いのグラナードはヴァンダリオンの感情に振り回まわされる事は無いし、振り回されている暇ひまはなかったのだ。

『未来予知システムに強い反応が！　奇き襲しゆう攻こう撃げきが参ります！　青あお騎き士し達たちのやり取りは全て時間稼かせぎ！』

「小こ賢ざかしい真似まねを!!」

　ここでヴァンダリオン達は孝太郎達の思おも惑わくに気付いた。孝太郎を囮おとりにして注意を惹ひき付け、別動隊が攻撃を仕し掛かけるつもりなのだ。何かあると察したエルファリアは、セイレーシュと共に孝太郎の調子に合わせて時間を稼いだ。ヴァンダリオン達は完全に騙だまされ、その攻撃は目前に迫せまっていた。

「阻止しろ！　覇は王おうには小細工など通用しない事を思い知らせてやれ！」

『仰おおせのままに、マイロード！』

　だがヴァンダリオン達もそのままやられてはくれない。ぎりぎりのところで攻撃の気配を察し、迎げい撃げきに移った。グラナードは巨竜を操あやつり、左ひだり腕うでに装備されているレーザー砲ほうを発射した。この弐式も壱いち式しき改と同じで単たん騎きで多数の敵と戦う事が想定されている。この時発射されたレーザーは、短いレーザー光を広い範はん囲いにばらまくもので、威力は弱いが多数の敵を攻撃できる兵器だった。それをグラナードは何故なぜか、誰だれも居ない筈はずの場所へ向けて発射していた。

「クイックキャスト・グレーター・フォースフィールドッ!!」

「カラマ、コラマ、霊れい子し力りよくフィールド出力最大っ!!」

「ルース！」

「空間歪わい曲きよく場ば緊きん急きゆう展開ッ!!」

　レーザーは誰も居ない筈の場所に撃うち込まれた。だがその直後、誰も居なかった筈の場所に九人の少女の姿が現れる。レーザーの攻撃によって彼女らの姿を隠していた透とう明めい化かの魔ま法ほうの効果が切れたのだ。しかし少女達にはそれ以上のダメージはない。少女達を襲おそったレーザーは広こう範はん囲いを攻撃出来る代わりに威力が弱い。おかげで少女達の防御手段で十分に防ぐ事が可能だった。

「出て来たな、皇女どもめ！　何度も同じような手が通じると思うなよ！」

『お下がり下さい、ヴァンダリオン様！』

　ゴォォォッ

　弐式が大きく身体からだを反転させ、その長大な尻尾しつぽで周囲を薙なぎ払う。実は別動隊はティア達九人だけではなかった。弐式を挟はさんでティア達とは反対の側に、同じく透明化された自動兵器の攻撃部隊が配置されていたのだ。弐式の尻尾はその攻撃部隊を薙ぎ払った。自動兵器は潜せん入にゆうの都合上大型のものはなかったので、この一いち撃げきによってその殆ほとんどがバラバラに砕け散った。それが済むと、グラナードはヴァンダリオンを拾い上げ手に平に乗せる。一番安全なのは弐式の傍そばなのだ。

「何をしようと無む駄だだ！　全てお見通しなのだからな！　この弐式に勝てる者など存在せん！　それはこの俺が万ばん物ぶつの頂点に立ったという事だ！」

　ヴァンダリオンは巨竜の手の平から身を乗り出すようにして勝ち誇る。ヴァンダリオン達は巨竜の力で奇襲攻撃を防ぎ、孝太郎達の希望を摘つんだ。もはや孝太郎達に勝ち目はない。ヴァンダリオンはそう確信していた。

「まさかとは思うておったが、そなたの竜は未来が見えるのじゃな？」

　それでもティアは強気な姿勢を崩していない。二千年不敗のマスティル家の看板は下ろせない。どのような状況であっても、胸を張って戦うのが務めだった。

「そうとも！　未来が見えるのはＤＫＩの専売特許ではない！　そのからくりは分かっているし、我々の手中にある！　より賢かしこく運用させて貰もらっている！」

　ガオオォォォォォォォンッ

　ヴァンダリオンの声に応えるように弐式が咆哮する。弐式の強さの根源、そして皇こう宮ぐうへの急きゆう襲しゆうを可能にしたのは、やはり未来を予知する力だった。未来を予知する事で、常に敵の裏をかく事が出来る。奇き襲しゆうを防ぎ、裏切りを許さない。一方的に破壊し前進を続ける。それが真竜弐式に与えられた力。覇王が求める究極の兵器だった。

　―――首の後ろに魔ま力りよくの反応がある………魔力の色は情報系の緑。やっぱりグリーン、そこにいるのね！

　幾いくつかの魔法を使い、真ま希きはヴァンダリオンの言葉が真実である事を確かく認にんした。だがグリーンは精神の働きが酷ひどく弱まっている。ヴァンダリオンは誘ゆう拐かいしたグリーンの自由と意識を奪い、未来を予知する装置として利用しているのだ。直接魔法が使えなくても、魔法を使う者を道具にする手段は幾らでもある。だから十分にＤＫＩに関する情報を収集した後、ヴァンダリオンの一派はグリーンを誘拐すべく攻撃を仕掛けた。だからこそグリーンが捕つかまった段階で、他の少女達は逃にげる事が出来たのだった。

「さあどうするのだ、青騎士よ！　シグナルティンは折れ、頼たのみの奇襲も失敗した！　もう貴様は選ぶしかないのだ！　フォルトーゼか!?　皇帝か!?」

　ヴァンダリオンは再び勝ち誇った。皇帝と皇女は手の内にあり、青騎士からはシグナルティンを奪い、逆転の策も封ふうじた。あとは青騎士の醜しゆう態たいを国民の目に晒し、その上で捕とらえ、いずれ折を見て処刑してやればいい。二千年前のマクスファーンの反乱とは違う。勝利は青騎士ではなく、ヴァンダリオンの目の前にあった。

「なあ、ヴァンダリオン」

　孝太郎は落ち着いていた。それはヴァンダリオンが望むような、万ばん策さく尽つきて絶望する姿ではない。だからヴァンダリオンは孝太郎の様子に軽く苛いら立だちを覚えた。

「答えは決まったのか？」

　ヴァンダリオンは孝太郎を急せき立てる。彼が考える正しい敗者の姿を、一刻も早くフォルトーゼ全土へ届けたかったのだ。しかしそれに対する孝太郎の反応は、不可解なものだった。

「未来の予知は最近始めたようだが………きちんとテストはしたのか？」

「なんだと？　それはどういう意味だ？」

「あれには幾つか弱点があるんだよ。………それをきちんと理解していれば、お前の勝ちだったかもしれないな、ヴァンダリオン」

「なに―――」

　ガクンッ、ゴォォォンッ

　その瞬しゆん間かんだった。弐式の身体が大きく傾かたむき、その場に膝ひざを突ついた。ヴァンダリオンは弐式の手の平の上に乗っていたので、落ちてしまわないように弐式の指にしがみ付かねばならなかった。そうしながらヴァンダリオンは大きな声でグラナードを呼んだ。

「どうしたグラナード!?　何をやっている!?」

『………そ、れが………ヴァンダ………サブコントロー………攻撃を受け………』

　グラナードからの返信は雑音だらけで聞き取り難にくかった。だが何とかその内容は理解する事が出来た。巨竜には二つのコックピットがある。頭にあるメインコントロールと、首の付け根から背中にかけて存在しているサブコントロールの二つだ。グラナードがいるのはそのサブコントロールであり、そこには新開発の『未来予知システム』が設置されていた。雑音だらけの返信を信じるなら、そのサブコントロールが攻撃を受けている筈だった。

「馬鹿なっ、何も起こっていないではないか!?」

　手の平の上にいるヴァンダリオンからは首の後ろ側の様子は直接見えない。そこで要塞の監視カメラをそこへ向けたのだが、別段何も起こっていない。他よりも濃こい赤で染め上げられた鱗うろこを模したハッチは、今も変わらずそこにあった。

『………り………立体映像です………全て虚きよ像ぞう………何も起きていないまやかし………騙され………』

「何だとっ!?」

　ドンッ

　次の瞬間、ハッチが開いていないにもかかわらず、サブコントロールの中で生じた爆ばく風ふうがハッチの位置を通って外へ噴ふき出す。そして爆風が消えた後も、依い然ぜんとしてハッチはそこにあった。爆風が閉じられたままのハッチを通とおり抜けたのでなければ、答えは一つ。ハッチはまやかし。既に攻撃を受けているというのに、何も起こっていないかのような虚像が被かぶせられていたのだ。

「御無事ですか母上!?」

「よくやってくれましたね、ティア！」

「セイレーシュさんも御無事で何よりですわ！」

「ありがとうございます、クラリオーサさん！」

　もちろんこのチャンスを見逃すようなティア達ではない。彼かの女じよ達たちはエルファリアとセイレーシュに駆かけ寄ると、拘束具を切断。二人を救い出した。

「上手うまくいきましたね、キリハ様！」

「うむ。やはり彼らは、未来予知に関しては無知であったようだ」

　思わず喜びの声を上げるルースとは対照的に、キリハはなおも落ち着いていた。この局面はまだ油断して良い状況ではないのだ。

「バッ、馬鹿な、未来が見えている筈なのに!?　貴様ら、一体何をした!?」

「未来が見えるという事を、真実が見えているという事と混同してしまう辺りが、いかにも初心者なのだ。………迂う闊かつだったな、ヴァンダリオン」

　キリハは扇せん子すで口元を隠かくしつつ、優ゆう雅がに笑う。全てはキリハの計画通り。ヴァンダリオン達は完かん璧ぺきに、彼女の手の平の上で踊おどらされていたのだった。










　大きく見ると、未来予知の弱点はグリーンの主観であるという事だ。そこから幾つかの弱点が派生し、予知を利用する者を混乱させてしまう。ヴァンダリオン達は未来予知の力を手にしてからさほど時間が経っていない。おかげでその弱点を自覚せずに運用してしまっていた。そこをキリハに突かれてしまったのだ。

　未来を予知するといっても、厳密には未来の様子を覗のぞき見みするというだけだ。だからそれが現実なのか幻まぼろしなのかの区別が付かない。立体映像や幻げん術じゆつの魔法が使われていても、それを見破れる訳ではないのだ。見破る為には、その前に装置や魔法の使用を見なければならなかった。

　そこでキリハはダークネスレインボゥに、常に周囲に幻術を被せ、何も起こっていないかのように装よそおえと指示した。元々潜入任務などで幻術は得意な連中なので、大変ではあっても不可能ではない。彼女らはキリハの指示を忠実に守り、姿を消したまま弐式へ接近。ハッチの幻術を作ってから突入した。突入後もサブコントロールには平静そのものの映像を被せた。だからグリーンの予知には何も変化が生じなかった。グリーンは真実を予知していなかったのだ。

　もちろん他にも予知を混乱させる要素はある。それはティア達が攻撃を仕掛けた事だった。ティア達が攻撃を仕掛ければ、弐式は自然と反はん撃げきする。するとグリーンの予知に歪みを生じる。敵の攻撃は予知できても、自分のリアクションが混じると途と端たんに予知の精度は落ちる。これは自分が予知を参考にして行動する事が、相手の行動を変えてしまうからだった。

　また混乱に拍はく車しやをかけるのが真希の存在だった。グリーンは真希に対して直接的な感情は持っていないが、クリムゾンが真希を気にしているという事は気に入らなかった。つまりグリーンは間接的に真希を嫌きらっていたのだ。その為、真希がいれば自然と注目し、その未来を見て邪魔をしようとする。結果的にそれ以外の部分への注意力が落ちるから、ダークネスレインボゥは行動し易くなるのだった。

「………あんた達からは私達がこんな風に見えていたのか。なるほどね………」

「次にあなた達と戦う場合には、この作戦で行くつもりだったそうよ」

「あぶないあぶない。プライドが守られたわね」

　サブコントロールには、ナナとクリムゾンが先頭に立って突入した。常に頼りになるナナと、攻こう撃げき力りよくが極きわめて高いクリムゾンの二人なので、先せん鋒ぽうにはうってつけだった。

「………なんだ？」

　弐式にはダークネスレインボゥの六人とナナ、全部で七人が協力して魔法をかけた。それは何も起こっていないかのように見える幻術の魔法だ。だからサブコントロールにいたグラナードが感じたのはハッチが開いた時に生じた僅わずかな風だけ。むしろそれを気にして後ろを振り返かえったグラナードを褒ほめてやるべき状況だった。

「気のせいか………？」

　だが目の前にナナとクリムゾンがいるにもかかわらず、グラナードはそれに気付かなかった。未来予知システムも警告を発していない。直接巨竜にかけた幻術はともかく、宇宙要塞に入る段階でかけた自分達を消す魔法はそろそろ効果が切れる。残りは数十秒間といったところだろう。それが切れる少し前までは、システムは何も起こらない未来が実現していると勘かん違ちがいし続ける。残された時間は僅かだが、既すでにサブコントロールに侵しん入にゆうしてしまっているので、魔法の効果が切れても問題はない筈だった。

「行って、クリムゾンッ!!」

　ドンドンドンッ

　ナナは愛用の拳けん銃じゆう、オーヴァー・ザ・レインボゥを連射する。その狙いは弐式の操縦装置だ。グラナードが気付く前に操縦装置を無力化し、弐式を操れないようにするのが狙いだった。

「りょぉぉかぁぁぁぁぁぁいっ!!」

　サブコントロールの広さは数メートル四方。戦車の操縦室よりはずっと広いが、それでも走って何秒もかかる距きよ離りではない。クリムゾンは一気にグラナードに接近すると、斧おのに変化させた愛用の杖つえを大きく振り被かぶった。

　ファオンファオンファオンッ

「敵だと!?　一体どうやって!?」

　そこでグラナードは自身に迫る危機に気付いた。幻術の残り時間が短くなり、未来予知のシステムが攻撃がある事を察知したのだ。

「何処どこから来るというのだ!?　バッ、馬鹿なっ、サブコントロール内だとぉっ!?」

「その通りよ。グリーンは返して貰う！」

　ドゴォッ

　未来予知システムはサブコントロール内の映像を表示していた。背後を振り返ったグラナードが突とつ然ぜん吹ふき飛とばされ、既に半はん壊かいしていた操縦装置に激げき突とつする。すると何もない空間からクリムゾンとナナが現れ、その足元にグラナードが倒たおれ込む。それがシステムが予知した未来。そしてその映像に数秒遅おくれて、現実でもほぼ同じ事が起こった。両者の違いはほんの僅かで、予知を知ったグラナードが自身の銃じゆうを抜こうとした事くらいだ。それでも結果は同じ。グラナードはナナとクリムゾンの足元に転がる事となった。

「クリムゾン、殺してないでしょうね？」

「ちゃんと加減したわ。こいつヴァンダリオンの数少ない友達だから、逆に人質に使うってんでしょ？」

「忘れてなかったのね。それは良かった」

　作戦はキリハの予定通りに進行していた。突入すると同時にグラナードと操縦装置を攻撃、その両方を無力化する。必要なら後方の五人が援えん護ごする手筈だったが、幸いその必要はなかった。
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「クリムちゃん、すぐにこっち来て！　グリグリを見付けたよ！」

「なんですってっ!?」

　あっという間にグラナードを倒したクリムゾンだったが、後ろからオレンジの声が聞こえてきた段階でグラナードから興味を失なくした。クリムゾンは慌てて背後を振り返り、オレンジの声の方へ走っていく。

「イエロー、グリーンは無事なのっ!?」

「今パープルとブルーが見てくれてるわ。落ち着いて」

「でも、こんな姿でっ！」

　グリーンはサブコントロールの壁へき面めんに埋め込まれるようにして拘こう束そくされていた。その身体にはヘルメット状の装置や電極、薬物を投とう与よする点てん滴てきが幾つも取り付けられ、痛々しい姿をしていた。彼女は薬物と暗示で未来予知を強要され、コンピューターがそのイメージを読み取って利用していたのだ。決して自ら望んで協力していた訳ではなかった。

「友とも達だち想おもいなんだね、クリムちゃん」

「茶ちや化かさないで！」

「茶化してないよ。私も今は何となく分かるから」

　グリーンはすぐに壁かべから降ろされ、点滴も電極も取り除かれた。今は心配そうにしている五人の仲間達に囲まれている。かつては利用し合うだけであった、仲間達に。

　―――二年前は戦うばかりの相手だったけど………何があったのか………今の彼女達の事は、嫌いじゃないわね………。

　この時のダークネスレインボゥの少女達の姿を見たナナは、かつての彼女達との違いを敏びん感かんに感じ取っていた。かつては自分の事しか見えていなかったダークネスレインボゥ。それがいつの間にか仲間を思おもい遣やるようになっていた。感情的な行いき違いがあるので仲良くはなれないかもしれないが、それでもナナは今のダークネスレインボゥの事は憎めそうになかった。

　ガクンッ

「なっ、なにっ!?」

　制御装置を破は壊かいされたせいで、弐式が大きく傾く。突然の出来事にナナは慌てて近くにあった操縦席の背もたれを掴つかんで身体を支えた。これはダークネスレインボゥの少女達も同じで、グリーンを守るようにしながら手近なものを掴んで身体を支えていた。

「収まったみたいね」

　幸い弐式は転倒しなかった。その前に人工知能による自動操縦に切きり替かわり、手足を踏ん張って身体を支えたのだ。だがこの時の衝しよう撃げきで一つだけ予想外の出来事が起こった。それは気絶させられていたグラナードが目を覚ました事だった。

　―――かくなる上は………!!

　目を覚ましたグラナードはすぐに状じよう況きようを理解すると、隠し持もっていた武器を取り出し、迷わずその安全装置を解除した。

　コンッ、コンコンッ

　そしてグラナードはその武器を投げ捨てると、急いで手近なドアへ向かう。サブコントロールには弐式の別の場所へ移動する為の通路が設置されているのだ。

「グレネード!?　みんなっ、逃げてぇっ!!」

　その物音に気付いたナナは急いでグラナードが置いていった武器―――手しゆ榴りゆう弾だんに駆け寄ると、そのつま先で器用に蹴けり飛ばした。すると手榴弾は綺き麗れいな弧こを描えがき、グラナードが逃げ込んだドアの近くに落ちた。

　ズドンッ

　手榴弾はその直後に爆ばく発はつした。爆風はそこを中心として、サブコントロール全体に広がっていく。

　―――なんでダークネスレインボゥを守っちゃうかなぁ、私は………。

　ダークネスレインボゥには逃げるように言ったにもかかわらず、ナナ自身は逃げていなかった。むしろ手榴弾に近付くように前進していた。逃げても間に合わないから、その身を盾たてにしてダークネスレインボゥを守ろうと考えたのだ。だがこれは無駄な行為かもしれない。彼女の身体は小さいし、身体に内蔵されている魔法の杖で発動させられる防ぼう御ぎよ魔ま法ほうでは至近距離で爆発した手榴弾は防ぎ切れない。それでもナナは愛と勇気の魔法使い。それを示し始めている者達を見捨てる事は出来なかった。

　―――死ぬよね、流石さすがに………。でも、いいかな。本当なら二年前に、ゆりかちゃんを守って死ぬ筈だったんだから………。

　爆風に包まれた時、ナナはそんな事を考えていた。ゆりかはナナの弟で子しであると共に、最高の友達でもある。最後の最後に瞼まぶたの裏に浮うかんだのがゆりかの顔だった事は、ナナにとって心の休まる出来事だった。

「………あれ？」

　しかしここで奇き妙みような事が起こった。爆風が通り過ぎた後も、ナナは生きていたのだ。不思議に思ったナナがゆっくりと目を開けると、彼女の目の前には光ひかり輝かがやく半はん透とう明めいの何かが幾つか浮かんでいた。

「………イエろん、私達なんでレインボゥナナを守ってるんだろうねぇ？」

「どうしてなんでしょうね………でも、ここで彼女だけ死んでしまうのも、なんだか気持ち悪いでしょう？」

「うん、それはそうだよね」

　それは魔法によって生み出された、何物も通さぬ強固な盾。ナナだけでなくダークネスレインボゥの少女達も、逃げる事なくナナを―――仲間の事を守ったのだった。







ヴァンダリオンの狂気　十二月三十一日（金）







　手榴弾の爆発はサブコントロールに火災を発生させた。その火災は次々と装置類の誘ゆう爆ばくを引き起こし、ナナとダークネスレインボゥは追い立てられるようにして弐式の外へ脱だつ出しゆつしていった。だがその反対に弐式の中へ向かった者もいる。それは弐式の持ち主であるヴァンダリオンだった。彼かれは鋼鉄の巨きよ竜りゆうと宇宙要塞の力を使って、孝こう太た郎ろう達を始末するつもりでいたのだ。

「グラナードッ!?」

　そんなヴァンダリオンをメインコントロールで出で迎むかえたのは、瀕ひん死しの重傷を負ったグラナードだった。グラナードが重傷を負っているという現実がすぐには受け入れられず、ヴァンダリオンは思わず立たち竦すくんだ。

「ヴァンダリオン、さ、ま………し、しくじり、ました………」

　ナナが蹴け飛とばした事で、手榴弾の爆風は一部がグラナードの居る通路にも入り込んだ。それがグラナードを酷く傷付けてしまっていた。グラナードはあのまま捕まってしまう訳にはいかなかったし、グリーンを連れて行かれるのもまずかった。また直接戦う事が苦手な彼が敵の強きよう襲しゆう部隊を排はい除じよするには、あの状況では手榴弾が適切だっただろう。グラナードの判断は決して間ま違ちがっていない。しかしナナの身体能力だけが予想外だった。その結果グラナードは重傷を負い、這はいずるようにしてメインコントロールへ逃げ込む羽目になったのだった。

「しっかりしろ、グラナード！　こんな傷はすぐに治る！　お前の為に最高の名医を用意してやるぞ!!」

　我に返ったヴァンダリオンは自身が血に塗まみれるのも厭いとわず、グラナードを抱だき起おこす。長年の同志であるグラナードを、床ゆかに倒れたままには出来なかった。

「む、無む茶ちやを言わないで下さい、ヴァン、ダリオン、様………ガハッ」

「グラナード!?」

「ゴホッ………自分の、か、身体です。どういう、状態なのかは、分かって………もう、長くは、ないでしょう………最後に、もう一度お目にかかれて、よかった………」

　だがグラナードは自分の死を予感していた。予感していたからこそ、重傷であるにもかかわらず、必死になってメインコントロールまで這いずって来たのだ。最後にもう一度だけ、自身の主君にまみえる為に。

「死ぬなグラナード!!　俺おれを一人にする気かっ!?」

　ヴァンダリオンにも分かっている。グラナードの身体からどんどん生気が失われていっているという事が。もう幾らもしない内に、グラナードが死ぬという事が。だがそれを受け入れる事が出来ない。グラナードはたった一人の理解者。共に高みを目指す、ただ一人の友人であったから。

「が、元来、王とは、孤こ独どくなもの………まことの、王の中の王なら………その孤独に耐たえねば、なりません………」

「俺に説教をするなグラナード！　貴様は生きるのだ、この俺と共に！　俺が頂点に立つその姿を、見届けると言ったではないかっ!!」

　二人が出会ってから既に数十年の時が流れていた。ヴァンダリオンはずっと高みを目指していたが、その全すべてを一人でやって来たという訳ではない。隣となりには常にグラナードの姿があり、その助言があった。それは今後もずっと変わらない筈だった。ヴァンダリオンが万物の頂点に立つ、その時まで。そういう約束をしていたのだ。

「………たとえこの身が滅ほろびようとも、ずっとお傍におります。必ず見届けます………ヴァンダリオン様が、この世の全てを手に入れる、その瞬間を………」

　その言葉を言い終えると、グラナードは長い長い息を吐はき出だした。それはまるで大きな溜ため息いきでもつくかのように。しかし彼が本当に吐き出していたのは、僅かに残されていた命。それは溜め息と同じように、虚こ空くうへと溶とけて消えていった。

「おい、グラナード………」

　ヴァンダリオンはグラナードを揺ゆさぶる。だが命を使い果たしてしまったグラナードには、されるがままに揺さぶられ続ける事しか出来なかった。

「ふざけるのはよせ！　すぐに目を覚ますんだ、この俺の命令だぞ！」

　頭ではヴァンダリオンにも分かっている。しかし心の方が分かってくれなかった。目の前にある現実は、ヴァンダリオンの理想を妨さまたげるもの。グラナードと共に勝利するという事が、ヴァンダリオンの望む未来だったから。

「聞こえんのかっ、グラナードッ！　いつものとりすました顔で、何か言えっ！　言えというのが分からんのかぁっ!!」

　出会ってから数十年、共に全てを手に入れようと走り続けてきた。グラナードだけが真の意味でヴァンダリオンを理解し、同じ夢を見てくれた。そのグラナードが死んだ。そのグラナードにさえ見せた事のなかった涙なみだが、ヴァンダリオンの頬ほおを伝う。

「グラナード!!　おいグラナード、返事をしろっ!!　頼むっ!!」

　ヴァンダリオンがどれだけ呼んでもグラナードは応こたえなかった。誰にでも命は一つ。失われた命は、帰らなかった。

「………グラナード………」

　ビキッ

　失われた友、砕くだかれた理想、消えていった夢。そうしたモノがヴァンダリオンの心に大きな亀き裂れつを生じさせた。その亀裂はどんどん深く、大きくなり、その向こう側から澱よどんだ何かが染しみ出し始めた。そしてその澱みが心を侵しん食しよくし、亀裂を更さらに大きくしていく。

「フ、フフフッ、フッ、フフフフフフッ」

　その澱みの名を狂気という。グラナードはヴァンダリオンにとって唯ゆい一いつの例外。ヴァンダリオンを人間たらしめ、狂気に走らせない最後の安全弁だった。だがその死によって安全弁は取り除かれてしまった。もはや狂気の流入を防ぐ者はいない。ヴァンダリオンの心は恐ろしい勢いで狂気に染まっていった。

「ならばそこで見ているがいい、グラナード………貴様の墓前に、青あお騎き士しと皇族の首を並べてくれる！」

　狂気がヴァンダリオンの目的を歪ゆがめ始めていた。ヴァンダリオンは青騎士と皇族を、その死も含ふくめて国くに盗とりの道具に使う筈だった。だが今の彼はただ青騎士と皇族の死を求めている。グラナードの死によって負の感情が増ぞう幅ふくされ、目的と手段が入いれ替わった。自分が失った、あるいは手に入れる筈だったものを全て持っている者達を、憎悪するようになったのだ。

「ハハハハァッ、そうだ、そうだとも！　青騎士や皇族共だけではない、邪じや魔まする者は全て薙ぎ倒して、その屍し山ざん血けつ河がの上に俺の国を築く！　だからグラナード、お前の墓は大きくなるぞ！　供える首の数は数え切れんのだからなぁっ！」

　更に彼は自分達たちを認めないフォルトーゼという国自体に悪意を向け始めていた。気に入らないモノを全て滅ぼして支配するという事は、全てが気に入らないなら国を滅ぼすという事でもある。ヴァンダリオンにはまだその自覚はないのだが、彼の心はその方向へと変質し始めていた。










　弐に式しきが動きを止めているのは、孝太郎達にとっては幸運であると言えた。エルファリアやセイレーシュ、未いまだ意識のないグリーンを無事に連れ出す必要があったから。しかし弐式が動かずとも、宇宙要よう塞さいの防衛システムは生きている。孝太郎達は知る由よしもないが、メインコントロールに辿たどり着ついたグラナードが、死んでしまう前に防衛システムを起動していたのだ。おかげで帰り道には多数の敵が待ち構えていた。ずっと誰とも出会わなかった行きとは対照的だった。

　―――結局、グラナード以外を誰も信じていなかったという事なんだろうな………。

　孝太郎は手にしたビームソードを振ふるいながら、そんな事を考えていた。孝太郎達の前に立ち塞ふさがる敵は全て自動兵器。孝太郎が剣けんを振るう度たびに飛び散るのは、オイルや金属、プラスチックのみ。血や肉を備えた生身の人間は一人として存在していなかった。孝太郎にはそれがヴァンダリオンの空くう虚きよな心を現しているように思える。そしてそれは、賢けん治じと出会う前の自分に、よく似ているように感じられていた。

「ええいっ、うじゃうじゃとうっとうしいっ！」

　ティアがビームライフルを連射しながら苛立ちを口にする。倒しても倒しても、次から次へと敵は現れる。これだけの大きさの要塞なので、配備されている自動兵器―――ロボットや砲ほう台だい―――は膨ぼう大だいな数に及およぶ。おかげで未だに『青騎士』がいる接舷用の区画まで辿り着けずにいた。

「うっとうしいか。確かにな」

　孝太郎は思わず苦笑いする。この状況をティアはうっとうしいと言う。ならばかつての孝太郎も、うっとうしい人間だったのだろう。笑わずにはいられなかった。

「何か言うたかコータロー!?」

「いいや。だが、何か思い切った手は必要だろう！」

　しかし笑ってばかりもいられない。エルファリアとセイレーシュ、そして仲間の少女達たちも無事に連れ帰る必要がある。こんな場所で足止めされている訳にはいかなかった。

「同感じゃ！　キリハよ、なんとかならんか!?」

「敵は孝太郎と皇族を中心に狙っている。そこで魔法で沢たく山さんの偽にせ物ものを用意する」

　キリハは自動兵器が孝太郎―――青騎士と、フォルトーゼの皇家に連なる者を優先的に狙っている事に気付いていた。そこで孝太郎と皇族を魔法で別の姿に変えつつ、ルースが操る無人戦せん闘とう機きに孝太郎と皇族の姿を被せる事にした。自動兵器がそれらに釣つられている間に、本物の孝太郎達は『青騎士』まで逃げ帰かえるという算段だった。

「よし！　ゆりか、藍あい華かさん、頼む！」

　孝太郎はすぐに決断した。ダークネスレインボゥは突とつ入にゆう時にかなりの魔力を消費していたから、ここはゆりかと真ま希きの出番だった。

「はいっ！　真希ちゃん、私が里さと見みさん達の姿を変えます！」

「分かった、偽物は私が作るわ！」

　ゆりかが魔法で孝太郎達の姿を別のものに変え、真希は偽物を作る。真希が担当する偽物の方が技術的には困難だが、心を操る藍あい色いろの魔法使いは幻術も得意だった。

「インスタントディスガイズ・モディファー・マルチプルターゲット！」

「パーフェクトイリュージョン・モディファー・マルチプルターゲット！」

　二人の魔法が発動し、予定通りの効果を挙げた。孝太郎達は皇国軍兵士の姿になり、無人戦闘機は孝太郎達の姿になった。どちらもその完成度は十分に高かった。

「さあ、行きなさい、あなた達！」

　仕上げはルースで、彼かの女じよは腕うで輪わを操作して無人戦闘機達を自分達から離はなれさせた。すると敵はその多くが無人戦闘機達を追っていく。おかげで孝太郎達に対する攻こう撃げきは明らかに緩ゆるんだ。

「急いで下さい、おやかたさま。偽物は長くはもちません」

「分かった、一気に行くぞ！」

　問題があるとすれば、無人戦闘機には孝太郎達ほどの強さが備わっていないという事だろう。しかも逃げる最中なのでルースは直接コントロールできず、戦闘は個々の人工知能に任せざるを得ない。こうなると数の差がそのまま結果に繋つながるので、無人戦闘機はそう長くはもたない。だから孝太郎達は大急ぎで逃げる必要があった。

「あれ………？　なんだろ、これ………」

　孝太郎達は足早に接舷用の区画へ向かう。だが一人だけ足を止める者があった。

「早さ苗なえ！　行くぞ！」

「うん、でも………」

　足を止めていたのは早苗だった。孝太郎はすぐに早苗にも移動するよう求めたが、彼女は足を止めたまま動こうとしない。しきりに後方を気にしていた。

「やっぱりそうだ………間違いない！」

「どうした!?」

「孝太郎、まずいよ！　なんだか良く分からないのが追って来てる！」

　早苗は後方を指さして、しきりに危険を訴うつたえた。それが早苗にしては珍めずらしい大おお真ま面じ目めな顔だったから、孝太郎はすぐにその危険性を理解した。

「もうちょっと分かり易やすく言え！」

「ぱーぷーとか、タユマとかと同じ感じがするの！」

「なんですって!?」

　これに反応したのはダークネスレインボゥ、特に名指しされたパープル本人だった。彼女は足を止めると、早苗が指をさしている方に目を凝こらす。するとパープルの表情が驚きよう愕がくに染まった。

「これはどういう事なのっ!?　地じ獄ごくの門が開いているっ!?」

　隔かく壁へきの向こうなのでその光景が直接見えている訳ではないのだが、パープルの目には異常な魔力が届いていた。そこでは多くの負の感情が渦うずを巻いていて、灰色の強力なエネルギーを生み出し続けている。パープルは死し霊りよう系魔ま法ほうのエキスパートなので、この手の異常には敏感だった。しかもかつて自身もそれに呑のまれた事があったから、尚なお更さらそうだった。だがだからこそ、地獄の門がこんな場所に出現しているのは信じられない。パープルの困こん惑わくは深かった。

「パープル」

　しかし実際に地獄の門を開く作業をした事があるダークブルーには、その辺りの事情の想像がついていた。

「元々地獄の門の情報はグリーンが持って来たものよ。だからグリーンの予知が利用されているなら―――」

「地獄の門も利用されている!?」

「多分そういう事なんだと思うわ！」

　捕らえられたグリーンはヴァンダリオン達に利用されていた。その範はん囲いを予知だけだと考えるのは早計だろう。容易たやすく巨きよ大だいな力が得られる地獄の門は、ヴァンダリオン達の興味を惹ひくに違ちがいないのだから。

「気を付けてみんな！　すぐに来るよ！」

　早苗が感じた異常―――地獄の門が移動する速度はとても速い。早苗が気付いた十数秒後には、孝太郎達のすぐ後ろまで迫せまっていた。

　ドギャアアァァアァァッ

　そして地獄の門は、巨大な竜りゆうの身体からだを纏まとって孝太郎達の前に姿を現した。孝太郎達と巨竜の間には分厚い金属製の隔壁があったのだが、まるで布切れを引ひき裂さくかのように容易く突つき破やぶられた。

『フフフフフッ、ハハハハハァッ、見付けたぞっ、見付けたぞ青騎士ぃっ！　グラナードがくれたこの力でぇっ、今度こそキサマを殺してやるっ！　二千年前とは違って、今の俺にはシグナルティンなど必要ない！　この力で全てを手に入れてやるぞ！』

　地獄の門はヴァンダリオンの狂きよう気きを糧かてに、際限なくエネルギーを生み出し続けていた。それは巨竜の身体を包つつみ込み、本来の設計を遥はるかに超こえた力を与あたえている。ヴァンダリオンの言葉には嘘うそはない。このままタユマやパープルの時のように力の増大が続けば、弐式はフォルトーゼを滅ぼす事さえ可能かもしれなかった。










　弐式の瞳ひとみが輝かがやき、レーザーが放たれる。それは先さき程ほどティア達に向けて放たれたのと同じ対人レーザーだ。だから少女達が協力すれば、先程と同じように防げる筈はずだった。

　パキィィィィィンッ

　しかし弐式のレーザーは軽々とバリアーを突き破った。霊れい力りよく担当の早苗、科学が専門のクラン、そして防御魔法のエキスパートであるイエローが協力して作った、現状で考かんがえ得る最強のバリアーであったにもかかわらずだ。

「このぐらいっ、うおぉぉおぉぉぉぉっ!!」

「おじさまっ、お願いっ!!」

　弐式は攻撃力が大きく向上していた。それはバリアーを破ったレーザーが、孝太郎と静しず香かにダメージを与えている事からも明らかだった。孝太郎の鎧よろいは火花を上げ、静香は多少の火傷やけどを負っている。もしレーザーを浴びたのがこの二人ではなかったら、この時点で倒れていたに違いないだろう。

「このまま戦っても勝てん！　足止めして後退するぞ！　すぐに攻撃が防げないレベルになる！」

　ティアは早々に撤てつ退たいを決めた。早苗の霊れい視しや強化、魔法使い達の魔法による支し援えんなどによって、弐式の攻撃はその多くをかわす事が出来る。かわせないのは対人レーザーのような、広こう範はん囲いを攻撃するタイプの武器だ。その対人レーザーが威い力りよくを増し、バリアーを撃うち抜ぬいた以上は、このままでは孝太郎達の敗北は必至だ。弐式の攻撃力は程ほどなく、火花や火傷では済まないレベルに到とう達たつするだろう。

「大家さん、十五秒時間を稼かせげませんか!?」

　孝太郎には一つだけ撤退のアイデアがあった。考えている暇ひまはなかったから、すぐに実行を決めた。

「やってみるわ！」

「頼たのみます！」

　撤退の為ための時間稼ぎが必要な訳だが、孝太郎のアイデアは二段階だった。その一段目に全力で戦う静香が必要となる。そして自身は鎧のシステムにアクセスして、ある作業を始めた。しかし孝太郎の様子を見ただけでは、他の者達には何をするつもりなのかが分からない。そこでクランは慌あわてて孝太郎に意図を尋たずねた。

「お待ちなさいベルトリオンッ、一体何をするつもりですのっ!?」

「この際手段は選んでいられないっ!!」

「きゃあぁぁあぁぁぁぁっ、みっ、皆みなさんっ、何でもいいからとにかく全力で身を守って下さいましぃっ！　これからあっという間に滅め茶ちや苦く茶ちやになりますわよぉぉぉっ!!」

　クランの顔から血の気が引いた。彼女は戦場における青騎士の何たるかを、誰だれよりもよく知っている。だから孝太郎の表情と声から、何かをやらかす直前である事を敏感に感じ取った。それと同時に孝太郎が鎧のシステムを介かいして何をやっているのかをログで確かく認にんした。クランには悪い予感しかしない。しかもそれは非常に悪い予感だ。彼女が仲間達に防御を求めたのは、それが理由だった。

「交代よ、おじさま！」

『ようやく儂わしの出番が回ってきたようだなっ!!』

　静香は半竜半人の姿から、巨大な竜の姿に変身する。火か竜りゆう帝ていアルゥナイア。弐式のモデルとなった竜族の帝てい王おう。実体を持たないので戦える時間には限りがあるが、内在する莫ばく大だいなエネルギーのおかげで現状では弐式に対たい抗こうできる唯一の存在だった。

「おじさま、どうせやるなら派手にやって頂ちよう戴だい！」

『ならば最初からフルパワーで参る!!　この十五秒間を新たな伝説に刻むぞ!!』

　火か竜りゆう帝ていの身体は真しん紅くの鱗うろこで覆おおわれており、強い力を発揮する時には鱗と同じ真紅の炎ほのおを纏う。しかし今、その炎は白く輝いている。炎は高温になればなるほど、赤い色を失って白く輝くようになる。火か竜りゆう帝ていの力が最大限に発揮されている証あかしだった。

『ほほぅっ、それが火か竜りゆう帝ていアルゥナイアかっ!!　面白おもしろい、どちらの火竜が真の帝王か試ためしてみようではないかぁっ!!』

　弐式は牙きばを剥むき出しにして火か竜りゆう帝ていを迎むかえ撃つ。弐式は機械仕じ掛かけであって、そこには感情表現は無い筈だった。しかしこの時弐式を見ていた多くの者達が感じていた。弐式は牙を剥き出しにして笑っていると。それはあたかもヴァンダリオンの感情が、そのまま乗り移ったかのようだった。

『竜と言えば火か炎えんの息！　まずはこれからだ！』

　シュゴォォォオオゥゥゥゥゥンンンンッ

　弐式はメタリックに輝く顎あごを大きく開くと、その口の中に装備されているビーム砲ほうを発射した。ビーム砲の長いバレルは電磁場の力によって重金属粒りゆう子しを半ば蒸発させながら加速させ、恐ろしい勢いで砲ほう口こうから飛び出させる。口から飛び出したその白い奔ほん流りゆうは、音速を遥かに超える速度で火か竜りゆう帝ていに向かっていった。

『炎の力で儂に挑いどもうというのか！　愚おろか者ものめぇっ！』

　ゴアアァアァァァアァァァァァッ

　対するアルゥナイアは火か竜りゆう帝ていの称しよう号ごうに相応ふさわしく、口から思い切り火炎を吐き出した。その火炎は身に纏ったものよりも更に高温で、あまりに多くのエネルギーを与えられた火炎は既に気体からプラズマへと変化している。直ちよく撃げきを受ければ痛みを感じる暇さえなしに消しよう滅めつしていく事だろう。

　ゴゴゴゴゴゴォォォォォッ

　弐式のビーム砲と火か竜りゆう帝ていのプラズマブレスは、両者の中間地点で激突した。火炎の温度だけなら火か竜りゆう帝ていが上だが、吐き出したものの太さの違いから攻撃している範囲は弐式の方が広い。だから火か竜りゆう帝ていのブレスはビームの中心を突き抜けて弐式に襲おそい掛かかった。弐式のビームは中心を撃ち抜かれた事で拡散、霧きり状じようになって火か竜りゆう帝ていを覆った。お互たがいの攻撃がエネルギーを奪うばい合あった結果、この攻撃は双そう方ほうが手傷を負っただけで終わった。

『大だい丈じよう夫ぶっ、おじさま!?』

『心配ない、これぐらいどうという事はない！』

『フハハハハァッ、流石さすがは火か竜りゆう帝ていアルゥナイア、そうでなくてはなぁっ!!　だったらこれはどうかなぁっ!?』

　互いに息を吐いて攻撃する間も、両者は前進を続けていた。今はもう手を伸のばせば届く距離にいる。接近戦の始まりだった。

『シズカ、頼む！』

『はいっ！』

　竜に変身した時は、身体を操あやつっているのはアルゥナイアだ。竜の戦い方は彼の方がよく知っているからだ。だが接近戦の距離になってしまえば、静香に代わった方が効果的な状況もある。格かく闘とう技ぎの技わざを使えるようになるからだ。最近の二人はそうやってお互いの長所を組み合わせて戦うようになっていた。今のアルゥナイアは巨大な竜の力を、静香が身に付けた技を利用して振るおうとしている。生物の格闘戦能力としては、最強と言っても過言ではないだろう。

『愚かなっ、至近距離での戦いこそ、このマシーンの力が発揮される戦いであると分かっていないようだなぁっ！』

　生物としての高みにいるアルゥナイアに対し、弐式は機械としての最強の格闘戦能力を与えられていた。弐式は強力なコンピューターシステムと連動した精密かつ高速で駆く動どうするモーターによって動いている。膨大なデータの蓄ちく積せきと分ぶん析せき、そこから組み立てた予測、そして人間の反応速度よりも速い動きが可能なモーターの組み合わせは、人知を超えた速度での行動を可能にする。また、生物らしい関節の可動範囲にも縛しばられる事はない。圧あつ倒とう的な速度とパワー、そして予想を超えた動き方―――生物の枠わくに縛られない戦い方こそが弐式の力の本質だった。

『臆おくする事はない、突き進すすめ、シズカ!!』

『だりゃああぁああぁぁぁぁぁぁっ!!』

『馬ば鹿かめぇっ、生物では勝てんという事を教えてやるっ!!』

　自身の強固な肉体と静香の長い修練が生み出した、いわば保守的な力を持つアルゥナイア。その反対に、極限まで発達した機械文明の申し子、いわば革新的な力を持つ弐式。両者はその強大な力を前面に押おし出して、遂ついに激突した。

　ドギャアァァアァァァァンッ

　鱗に包まれた拳こぶしと、金属の拳が真正面から激突する。双方が最大限の力を込めた最初の一いち撃げきは、お互いが持つ運動量を相そう殺さいしただけで終わった。だが戦いはそれで終わりではない。そこからそれぞれの特性を生かした戦いが始まった。

『そこからこうだあぁああぁぁぁぁっ!!』

　静香は初撃が失敗する事を想定して、二撃目を用意していた。拳同士が弾はじき合った動きをそのまま回転に転化して弐式の頭部を狙う。本来は回まわし蹴げりの動きなのだが、竜の身体に合わせ、長大な尻尾しつぽを使った攻撃だった。

『その程度の攻撃で弐式をやれると思っているのかぁっ!!』

　弐式のパイロットはヴァンダリオンだが、彼自身はごく普ふ通つうの人間だ。格かく闘とう家かの静香のようには上手うまく行動できない。弐式の操縦に慣れておらず、まだ感覚的に扱あつかえる訳ではないので、その傾けい向こうは強い。そこで弐式は多くの操作が自動的に行われる仕組みになっている。ヴァンダリオンが大まかに指示を与えれば、人工知能が状況に相応ふさわしい行動をしてくれるのだ。この時もそうで、弐式はヴァンダリオンから受けた指示に従って、自らの判断で静香を迎え撃った。

『やはり速いっ!?』

　バンッ

　静香が繰くり出した尻尾しつぽ攻こう撃げきは弐式の腕うでによって防がれた。腕の装そう甲こうは厚く、バリアーも強固なので、この一撃ではダメージを与えられなかった。しかし静香にとって朗報もあった。

『でも捉とらえられない速度じゃない!!』

　弐式は壱式改とは違って人間が乗っているから、行動するスピードはやや遅おそくなっている。スピードのせいでヴァンダリオンやグリーン―――既すでに救い出されたのだが―――がダメージを受けては困るからだ。静香の感覚では、弐式には攻撃を当てられそうな気がしていた。

『果たしてそうかなぁっ!?　今度はこっちの番だっ!!』

『うぅっ!?』

　だが静香はすぐに自分の考えが甘あまかった事を悟さとった。弐式は次々と爪つめや牙を繰り出し、静香とアルゥナイアを追おい詰つめていく。その機体の動きは確かに壱式改よりも遅い。だが壱式改とは違い、格闘戦の理に適かなった動きをしている。無茶な速度は捨てたが、攻撃の予測と戦略が段だん違ちがいに改善されているのだ。これは壱式改で得た戦闘データを基もとに、システムが更こう新しんされた為だった。

『そらそらどうしたぁっ!?　大口を叩たたいたのだから、それに見合う戦いぶりを見せてみるがいい!!』

『かくなる上は!!』

　静香はアルゥナイアの魔ま力りよくを右の拳に集中させた。こうすると防ぼう御ぎよ力りよくは落ちるが、一撃の威力は格段に向上する。人間以上の動きをする弐式に何発も攻撃を当てるのは難しい。そこで静香は捨て身の勝負に出る事にしたのだった。

『ハッハッハッハァッ、馬鹿めぇっ!!　それでは自殺するも同然だぞっ!!』

　ヴァンダリオンは嘲あざ笑わらう。静香が何をしてくるのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。しかも魔力を拳に集めた事で、アルゥナイアの防御力は下がっているから、弐式の攻こう撃げき力りよくは相対的に向上したと言える。ヴァンダリオンにしてみれば、静香はより劣れつ勢せいになる選せん択たくをした事になる。愚かな選択だとしか言いようがなかった。

『新たな伝説は、俺とグラナードのものだぁっ!!　死ねぇぇぇぇぇぇぇぇっ、古き竜よぉっ!!』

　弐式はヴァンダリオンの意図を忠実に実行し、高熱を宿して赤く輝く爪でアルゥナイアの胴どう体たいを狙う。右の拳で全力の一撃を繰り出そうとしていたアルゥナイアは、左の脇わき腹ばらが完全に無防備になっていた。

『グゥゥッ、ガアアァァァアァァァァァッ』

『ハッハッハッ、アーッハッハッハッハァッ!!』

　アルゥナイアの苦鳴と、ヴァンダリオンの嘲ちよう笑しようが辺りに響ひびき渡わたった。弐式の爪はアルゥナイアの身体に深く突き刺ささっていた。

『馬鹿が！　二千年前の化石が、何故なぜ最さい新しん鋭えいの兵器に勝てると思うのだ!?　時代は刻々と変わっているんだぞ!?』

『………残念だな、ヴァンダリオン。これでは結局伝説は儂らのものだ』

『負まけ惜おしみを！』

『二千年前の化石が何故なぜ勝つのか………その理由は単純だ。何故なら―――』

　アルゥナイアは牙を剥き出しにしてニヤリと笑うと、弐式の腕をがっちりと抱かかえ込む。動きが速いなら攻撃させて捕つかまえよう―――そういう捨て身の作戦だったのだ。

『今よ里見君っ！　何をするつもりか知らないけどぉっ、やあぁっちゃえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!』

　ドゴォオオォォォォォォォッ

　その瞬しゆん間かん、宇宙要塞の分厚い隔壁を突き破り、白く輝く巨大な何かが弐式に向かって突っ込んで来た。

『馬鹿なっ、あれは―――』

『―――儂らも最さい新しん鋭えいの兵器を使うからだ』

　爪をアルゥナイアに突き刺しているせいで、弐式は身動きが取れない。その巨大な何かは勢いそのままに弐式へ直撃、両者は一体になって要塞の隔壁に激げき突とつした。

　ガッ、ズドォォォォォォンンンンッ

　要塞全体を揺らすような激げき震しん。それを引き起こしたのは、宇宙戦せん艦かん『青騎士』に装備されている武器、対艦エネルギーソード。孝太郎は静香が作ってくれた時間と隙を無む駄だなく使い、弐式にその切っ先を叩き込んだのだった。










　ソードと命名されてはいるが、それはあくまで『青騎士』のサイズからすれば、剣に見えるというだけだ。より小さいサイズの存在からすれば、対艦エネルギーソードの直撃は宇宙船から体当たりを受けるに等しい。全長数百メートルの剣の切っ先で突かれた弐式は為なす術すべもなく弾はじき飛とばされ、切っ先と隔壁の間に挟はさまれる事となった。『青騎士』は要塞を破は壊かいしながら突いたので勢いは大分弱まっていたのだが、それでもこれだけ質量に差があれば耐えられる者などどこにもいなかった。

「きゃあああぁああぁぁぁぁっ、いやああぁあぁああぁぁぁぁっ!!」

　隔壁が破は壊かいされたせいで、空気が凄すさまじい勢いで要塞の外へ吸い出されていく。多くの者達が手近なものにしがみついたり、魔法なり科学技術なりで難を逃のがれたが、一人だけ対応が遅おくれた。それは反射神経のなさには定評があるゆりか。彼女は空気と一いつ緒しよに要塞の外へ吸い出されそうになっていた。

「ゆりかさんっ!!」

　だが幸いな事に、ゆりかは大変優ゆう秀しゆうな友人を持っている。だから実際にゆりかが外へ吸い出されてしまう前に、彼女がゆりかの手を掴つかんだ。

「さっ、さくらばせんぷわぁぁいっ!!」

「ここに掴まって下さい！」

「ありがとうごじゃいましゅぅうぅぅぅぅぅっ!!」

　晴海はるみには持続力こそ無いが、運動能力自体は低くない。晴海は咄とつ嗟さにゆりかの手を掴んで引き寄せると、自分が掴まっている要塞の手て摺すりに掴まらせる。おかげでゆりかは無事に危機を乗り切った。

「………まったく、あの男は怒おこると何をしでかすか分かったもんじゃありませんわね」

　クランは重力の制せい御ぎよで空気の吸い出す力に対抗している。そのせいで、まるで彼女だけは無風の世界に立っているかのようだった。おかげでクランには孝太郎の危険極きわまりない行こう為いにボヤくだけの余よ裕ゆうがあった。

「じゃが確かにそれだけの価値はあった。あの竜型の兵器はシズカとアルゥナイア殿どのでさえ手を焼くバケモノじゃ。コータローのこの判断は正しい」

　ティアはコンバットドレスのブースターを器用に使い、吸い出す力を打ち消して空中に静止していた。その高さのおかげで、ティアは誰よりも状じよう況きようがよく分かっている。対艦エネルギーソードは、その大き過ぎるサイズと絶大な質量で、弐式を一撃で倒たおした。普通に戦って勝てる相手ではないから、あのまま手をこまねいていては大変な結果になっただろう。それを思えば宇宙要塞に亀裂が入ったぐらいは、ティアにとって許容範囲だった。

「私は気に入ったわ！　やるじゃない、あいつ！」

「確かにクリムちゃんが好きそうな感じだよね。私もキライじゃないかなっ」

　ダークネスレインボゥも健在だった。彼かの女じよ達たちは得意の魔法で身を守っている。周囲は既に空気が抜けてほぼ真空になっていたが、彼女らの様子には特別な所はない。魔法のエキスパートにとっては真空のゼロ気圧など、さしたる問題ではなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、大家さん？」

「全然大丈夫じゃない。今の私って体重三トンぐらいあるんじゃないかしら………」

『あの姿の儂は実体ではないから、ダメージは魔力の浪ろう費ひという形になっている』

「大丈夫そうですね」

「大丈夫じゃないもん!!」

　弐式の爪で大きなダメージを負ったアルゥナイアだったが、実体ではなく魔力を固めて作った身体であった事が幸いしていた。アルゥナイアと静香には、乙おと女め心ごころ以上のダメージはない。時間稼ぎを任せた手前、孝太郎はずっと静香とアルゥナイアを心配していた。その無事が確認出来た事に安あん堵どしきりだった。

「気持ちは分かるが、そろそろ脱だつ出しゆつしよう。敵は全て倒れた訳ではない」

「キリハ様の仰おつしやる通りです。先程まで攻撃して来ていた兵器は外に吸い出されましたが、要塞の外から宇宙用の兵器が接近中です」

　仲間達の無事は確認出来たものの、危険はなお続いている。弐式を倒しただけで、敵はまだ殆ほとんどが健在なのだ。早々に脱出するのが正解だった。

「………待って！　まだだよ、何かおかしい！」

「地獄の門が閉じていないわ！　ヴァンダリオンは健在なのよ！」

　脱出しようとした一行を早苗とパープルが止めた。しかしこの時の二人の言葉には誰もが戸と惑まどった。他の敵が来たならともかく、どう考えてもヴァンダリオンが再び襲ってくるとは思えなかったのだ。

「本当なのか!?」

「うん！　灰色のぐちゃぐちゃしたのが、まだぐるぐる渦を巻いてるの！」

「使用者の意思を吸って力を吐き出すのが地獄の門よ！　それが消えてないという事は、使用者のヴァンダリオンが生きているって事だわ！」

　ゴゴッ

　その時『青騎士』の対艦エネルギーソードが、まるで動物が身じろぎするかのように揺れた。だが孝太郎は何も操作していない。対艦エネルギーソードが動いた事には、全く別の理由が存在しているのだ。

『ハハハハハッ、凄すごい、凄いぞグラナードッ！　お前が作ってくれたこの機体は、本当に最強だ！　宇宙全体で見ても、これほどの機体はあるまい！』

　早苗とパープルの指し摘てきは事実だった。押し潰つぶされた筈の弐式が、対艦エネルギーソードの陰かげで動いている。両りよう腕うでを動かして対艦エネルギーソードを押しのけようとしていた。

　―――有り得ない！　あのサイズ差で、ソードを押しのけようだなんて！

　弐式のサイズは三十メートル余り。それに対して対艦エネルギーソードは数百メートルの長さがある。サイズで数十倍、重量なら数千倍以上だろう。これは普通ならびくともしないくらいの差がある。我々が建物を押しのけようとするのに近いだろう。信じ難がたい光景が目の前で広がっていた。それを目まの当あたりにした孝太郎は即そく座ざに決断した。

「おい『青騎士』っ、俺おれをブリッジに上げろ！」

　孝太郎の指示に従い、ブリッジの側面にあるハッチの一つが開く。孝太郎は鎧の緊きん急きゆう用ブースターを点火し、そこへ向かって飛んで行った。

「コータロー、どうするつもりじゃ!?」

「俺が『青騎士』であいつを足止めする！　お前らは早く逃にげろ！」

　孝太郎は『青騎士』で弐式の足止めをするつもりでいた。全長数百メートルに及ぶ対艦エネルギーソードを押し返かえそうとしている相手なので、孝太郎はそれ以外の方法では止められないと考えた。だが孝太郎が『青騎士』で足止めをする場合、他の者達は『青騎士』で脱出する事は出来なくなる。ここまでダークネスレインボゥを乗せてきたクランの『揺ゆり籠かご』での脱出が現実的だった。

「じゃがそなたを置いては行けぬ！」

『早く行け!!　一刻の猶ゆう予よもないぞ!!』

　孝太郎が『青騎士』に入ったので、その声は通信機から聞こえてくるようになった。そしてその声が終わらないうちに、『青騎士』は動き始める。対艦エネルギーソードを押しのけようとしている弐式に向けて、ソードを更に突き出だした。

　―――どうなってるんだ、大家さんと戦っていた時とは明らかに違うぞ!?　どんどん力が増している!!

　しかし突き出そうとしたソードは幾いくらも動かなかった。信じられない事だが、今の弐式の力は『青騎士』のそれに匹ひつ敵てきするレベルだった。しかもそれは今もなお増大している。僅わずかずつだが、ソードは後退し始めていた。

『ボヤボヤするんじゃないっ!!　この「青騎士」でも、何時いつまで奴やつを止めていられるか分からん!!』

「嫌いやじゃ!!　もう二度とそなたを一人にはせぬ!!」

『馬ば鹿か野や郎ろう！　エルやセイレーシュ殿でん下かを巻まき添ぞえにするつもりかっ!?』

「卑ひ怯きようじゃぞ、コータロー!!」

『早く行けぇぇっ!!』

　そんな孝太郎の叫さけびと共に、対艦エネルギーソードが白く輝き始める。単純な力比べで負けている分を、エネルギー場による攻撃で補おうというのだ。近くにティア達がいるにもかかわらず孝太郎がそうした事が、現実を如によ実じつに表している。それを敏びん感かんに感じ取ったティアは砂を噛かむような気持ちで決断した。

「くうぅぅぅっ………皆の者、ここはコータローに任せて後退するぞ!!」

「いいんですのね!?」

「まずは母上達を安あん全ぜん圏けんまで連れ出さねば、戦おうにも戦えぬ!!」

　孝太郎を置いていくのではなく、救う為にこそ一度後退する必要がある。エルファリアとセイレーシュを逃がし、武器を持って舞まい戻もどるのだ。ティアはまだ、感情的に納なつ得とくしてはいない。だが皇族としてそれを決断したのだった。

「戦略的撤退という事だ。カラマ、コラマ、比ひ較かく的てき安全な脱出ルートを算出！」

『既に計算は済んでいるホー！』

『こっちだホー！』

「クラン殿は―――」

「遠えん隔かく操作で『揺り籠』を呼び寄せますわ！」

　ヴァンダリオンの宇宙要塞は『青あお騎き士し』が中で暴れたせいで、かなりの範囲が破壊されてしまっている。その為『揺り籠』への最短コースは瓦が礫れきの下にあった。ティア達は新たな脱出ルートを定めると足早に去っていく。それを見届けた孝太郎は『青騎士』のジェネレーターの出力を最大まで上げた。










　対艦エネルギーソードが輝き始めると、その周囲にある物体が破壊され始めた。これは空間を歪ゆがめるエネルギーを破壊的に利用しているからだ。そして周囲にあるものが破壊された事で、弐に式しきが今どういう状態にあるのかが孝太郎にも分かるようになった。

「あれはまさか、要塞のエネルギーを吸い取っているのか!?」

　弐式の身体には幾つものケーブルが繋がっていた。しかしそれはコネクターにきちんと繋がっているというよりは、無む理り矢や理り取り付けたように見える。にもかかわらず、要よう塞さいのエネルギーは弐式の方に流れ込んでいる。そしてそれこそが『青騎士』が力負けしている原因だった。

『フハハハハハァッ!!　グラナードがくれたこの力は無敵だぁっ!!　たとえ皇族級の宇宙戦艦だろうがっ、これだけのパワーを前にすれば赤子も同然!!　すぐに捻ひねり潰してやるぞっ!!』

　ヴァンダリオンはそれをグラナードの仕し業わざだと考えているようだった。弐式には最初から外部からエネルギーを供給する仕組みが備わっていたのだと。しかし外からそれを見ている孝太郎には到とう底ていそういう風には見えない。沢山のケーブルの中心で蠢うごめく弐式は、孝太郎には何か得体の知れない怪かい物ぶつのようにしか見えなかった。

『どうだ青騎士ッ!!　シグナルティンは既になく、仲間達も逃げた！　皇族も皇国軍も国民も、誰も助けてはくれん!!　貴様はその巨大な鉄の棺かん桶おけの中で、一人孤こ独どくに死んでいくのだ!!』

　ガオオオオォォォォオオォォォォンンンッ

　弐式は大きく咆ほう哮こうすると、エネルギー放射をものともせず、対艦エネルギーソードを押し返し始めた。弐式は構造物とソードに挟まれていたが、幾らか押し返した事でそこに隙間が生じ、遠からず脱出が出来そうな気配だった。

「そう簡単にやられてたまるかぁぁっ!!」

　ゴォオオォォォォォォオンンンンッ

　ブリッジに表示させていた立体映像でティア達たちが要塞の外へ出たのを確認すると、孝太郎は『青騎士』のブースターを点火した。屋内で派手に推進器を使うなど正気の沙さ汰たではないが、もはや手段を選んではいられない。孝太郎は自分と『青騎士』がどうなろうと、この場所に弐式を釘くぎ付づけにし、ティア達が逃げる時間を稼ぐつもりだった。

『ハハハハハハァッ、この俺と力比べをするつもりかぁっ!?　いいだろうっ、貴様に分からせてやるっ!!　万ばん物ぶつの覇は王おうたる、この俺の力をッ!!』

　急激に弐式の力が増していく。『青騎士』はブースターを点火しているにも拘かかわらず、じりじりと後退させられ始めた。既に構造材と対艦エネルギーソードの隙すき間まは十分で、その気になれば弐式はそこから逃げ出せる状況にある。しかしヴァンダリオンはそうしない。逃げるのは覇王のやる事ではない。真っ向からの勝負で『青騎士』を押し退のけるつもりだった。

「ちぃぃっ、こうなったらっ!!」

　対する孝太郎の方にはプライドがどうこう言っている余裕はなかった。ティア達が逃げ切らない事には、フォルトーゼ全体が大変な混乱に陥る。卑怯者の誹そしりを受けようが、ここで可能な限り長くヴァンダリオンを足止めする覚かく悟ごだった。

「おい『青騎士』っ、お前から見て可能なタイミングがあれば、あの金属製の化け物に攻こう撃げきを仕掛けろ！　武器の選択は任せる！」

『仰おおせのままに、マイロード』

　孝太郎から命令を受けた直後、『青騎士』は六発のミサイルを発射した。このミサイルは速度が遅い代わりに、障害物を避さけて目標へ向かう事が出来る。敵に体当たりして爆ばく発はつする小型の宇宙船に近いイメージの武器だった。

『ハッ、小こ賢ざかしい真似まねを!!　そんなおもちゃでこの俺を、真の覇王を倒せると思っているのか!?』

　六発のミサイルは対艦エネルギーソードを大きく回り込み、側面から弐式に迫る。だがヴァンダリオンはミサイルが迫っても何かをするそぶりは見せない。ミサイルはそのまま弐式に命中した。

　ドンッ、ドドドンッ

　六発のミサイルが次々と爆発する。しかしその爆炎が消えた時、そこには直前までと少しも変わらない弐式の姿があった。数本のケーブルが切れてはいたのだが、代わりのケーブルがすぐに接続されて元に戻ってしまった。

『愚かな!!　その剣けんで俺を倒せなかったというのに、ミサイル如ごときでどうにかなる訳がないだろう!!　だがっ、誘導兵器というのは確かに良いアイデアだ!!』

　弐式は牙を剥き出しにして笑ったようだった。その直後、弐式の身体に幾つも装備されているミサイルの発射装置から、大量のミサイルが発射された。

「『青騎士』!!　歪わい曲きよく場ばを緊急展開!!」

『仰せのままにマイロード』

　孝太郎は咄嗟に防御を命じた。しかしミサイルは『青騎士』の横をすり抜けると、戦せん闘とうの影えい響きようで出来た亀き裂れつや穴から要塞の外へ飛び出していく。そしてそのミサイルに、要塞から飛び出した無人兵器の群れが合流した。

『馬鹿がっ、俺の敵はキサマだけではない!!』

「しまったっ!?　ティア、そっちへ攻撃が行くぞ!!」

　ヴァンダリオンの狙いは要塞から離はなれつつある『揺り籠』だった。彼かれ自身は『青騎士』の相手で忙しく、『揺り籠』を狙う余裕はない。しかしミサイルや自動的に戦う兵器であれば、十分にその役目を果たしてくれる。しかも孝太郎はこの場から動けないから、『揺り籠』は自力で身を守らねばならない。戦艦ほどの戦闘能力は持っていない『揺り籠』なので、絶体絶命の危機だった。










　弐式がミサイルを放った時、既に『揺り籠』は宇宙要塞から幾らか離れた場所にあり、更さらに遠ざかりつつあった。後方に待機している『朧ろう月げつ』まで逃げ帰かえるのが、この時点での目的だった。

「殿下、ミサイル多数、無人戦せん闘とう機きも多数接近！　このままでは危険です！」

　そして孝太郎の警告の直後に、宇宙要塞からミサイルと自動兵器の群れが飛び出してくる。まだ距きよ離りはあったが、遠からず追い付かれるのは確実だった。ミサイルも自動兵器も人間を乗せていないので、無む茶ちやな加速が可能だからだ。ルースの計算では三分以内に追い付かれてしまう筈だった。

「ティアミリスさん、頼みますわ！」

　操船を担当しているクランはルースが送って来たデータを一いち瞥べつすると、すぐにティアに助けを求めた。敵の数は膨ぼう大だいで、クランだけで何とかできる規模ではない。つまらない意地を張っている余裕はなかった。

「簡単には逃がして貰えぬか！」

　ティアも状況はよく分かっている。急いで砲ほう手しゆ用の席へ飛び込むと、武器のコントロールをクランから引き継ぐ。そしてすぐさまミサイルに狙いを向けた。直近の危機はミサイルだった。

「あぁぁぁたぁぁぁれぇぇぇっ!!」

　ティアは大まかに狙いをつけるとトリガーを絞った。この時ティアが使った武器は対宙レーザー砲で、威力は弱いながらも連射が可能な作りになっており、弾だん幕まくを張ってミサイルや戦闘機を撃ち落とす為に使われるものだ。レーザーは光を使った武器なので距離があっても使い易やすい。発射されたレーザーはあっという間に宇宙を駆け抜け、先頭を飛ぶミサイルの群れを薙なぎ払はらった。

「ミサイルを十七基撃墜！　しかし後続きます！」

「ええいっ、キリがない！」

　ティアの射しや撃げきは見事で、ミサイルは次々と爆発していく。真空中なので音は聞こえないが、もし聞こえていれば大爆発の連鎖が聞こえた事だろう。しかしそんなティアの活かつ躍やくをもってしてもミサイルを全すべて撃ち落とすには至らない。ミサイルの数が多過ぎるのだ。また仮に全てのミサイルを撃ち落としたとしても、その後から自動兵器の群れがやってくるだろう。楽観出来る状況ではなかった。

「キリハさん、何とかならないのですか？」

　晴海は何も出来ない自分がもどかしかった。魔ま法ほうは孝太郎に止められていたし、シグナルティンは砕けてしまっている。仮にそうでなくても宇宙は距離があり過ぎて敵を倒すのは難しい。宇宙という広過ぎる場所においては、魔法はあまり効果的ではないのだ。今の晴海に出来る事はキリハに対策を尋ねる事ぐらいだった。

　―――やはり弐式、ヴァンダリオンの力が想定を超えていた事が問題か………。

　キリハもキリハで自身の見通しの甘さを悔やんでいた。彼かの女じよは足止めに『青騎士』が必要になるほどの強大な敵の存在を想定していなかった。そのせいで脱出に『青騎士』を使う事が出来なくなってしまった。もし『青騎士』が使えていれば、皇族級宇宙戦艦の高精度の空間歪曲航法―――ワープを生かして既に脱出が完了していただろう。それが出来なくなったので、バックアップの『朧ろう月げつ』まで小型宇宙船の『揺り籠』で行く必要が出来てしまい、現在の危険を招いてしまった。しかし嘆いていても始まらない。キリハは素す早ばやく考えを纏めた。

「………クラン殿、『朧ろう月げつ』に遠隔操作で空間歪曲航法をさせられるだろうか？」

　キリハの考えは『朧ろう月げつ』を呼ぶというものだった。『朧ろう月げつ』は『青騎士』と同じく皇族級宇宙戦艦なので、空間歪曲航法―――ワープの精度が通常よりも高い。だから空間歪曲航法を使って『揺り籠』を迎えに来させようというのだ。

「可能ですけれど、逃げ出す事は出来なくなりますわよ？」

　だがクランには懸念があった。ワープで迎えに来たは良いいのだが、安全に逃げ出す方法がなくなってしまう。ワープは一度使うと点検や整備に時間を要するからだ。ワープで逃げ出せないとなれば、状況はあまり変わらないだろう。

「構わない、すぐにやって欲ほしい！」

「貴女あなたを信じますわ、キィ！」

　しかしクランは最終的にキリハを信じた。今もティアが奮戦してくれてはいるが、何か手を打たなければ状況は改善しない。だからクランは、何もしないよりはキリハの判断を信じる事にしたのだ。クランは素早くパネルを操作して必要な命令を打ち込むと、『朧ろう月げつ』に向かって送信した。










　監かん視し衛星が存在しているので、宇宙要塞からもティア達の様子は見えていた。たった一隻せきの小型宇宙船を、ミサイルと戦闘兵器が追っていく様は滑こつ稽けいでさえある。実際、それを見ているヴァンダリオンは楽しそうに声を上げた。

『見ろ青騎士！　お前がもたもたしているおかげで、皇こう帝ていと皇女が危機的状況だぞ！』

　ヴァンダリオンはもはや皇帝と皇女の運命には興味がなかった。サイズ差をものともせずに『青騎士』を圧倒する弐式の力をもってすれば、もはや人ひと質じちや交こう渉しようなど無用の長物だからだ。そしてそれは恐らく事実だろう。絶大な力を得て気持ちが高揚している今のヴァンダリオンは、エルファリア達の命を孝太郎を苦しめる為ためのツールぐらいにしか思っていない。奇き妙みような事だが、どれだけ力を得ようと、孝太郎への敵対心だけは今もなお燃え盛っていた。

『ハハハハッ、救いに行かなくていいのかっ!?　皇家の守護者なのだろう!?　救国の英雄なのだろうっ!?　皇族と国民が今か今かと待っているぞっ!!』

「くっ………何とか耐えてくれ、みんな！」

　今の孝太郎には祈る事くらいしかできない。だが目の前のヴァンダリオンに集中しなければいけない状況でもあるから、どちらの意味でももどかしく、集中力を乱されてしまう状況だった。

『ボヤボヤしていると俺の竜りゆうが何もかもを噛み砕くだくぞ！　グラナードはそれだけの力を与えてくれているのだからなぁっ！』

　ズンッ

　弐式は両腕に力を込め、勢いよく対艦エネルギーソードを押す。この状況においてもヴァンダリオンは孝太郎に対して押す事しかしない。あくまでその力で上回ろうとしているのだ。もちろんそれは孝太郎に無力感と敗北感を植え付ける為だった。

「ブースターを使っているというのに、完全に押し負けるとは!!　どれだけの力を持っているんだっ、ヴァンダリオンはっ!?」

　これまで以上の速度で『青騎士』が後退し始めていた。両足で踏ん張り、ブースターを全開にしてなお押し負けている。宇宙戦艦である『青騎士』の前進しようとする力は凄まじい。踏ふみ締めている足元は砕け、後方はブースターの噴射によって隔かく壁へきや外がい壁へきがまとめて吹き飛び、星の輝かがやきが覗いている。それでなお『青騎士』は後退している。弐式が宇宙要塞からエネルギー供給を受けている事を差し引いても、これは驚くべき力だった。

『この世界の全てを支配しようというのだっ!!　その俺が二千年前と同じく微び々びたる力だけで貴様に挑いどむと思うのかっ!?　愚問だなぁっ!!』

「俺だってそうだっ!!　二千年前と同じではないっ!!」

　この状況に至り、孝太郎は思い切った手段に出た。『青騎士』に装備されている幾つかの砲ほうが、宇宙要塞の中心に砲ほう口こうを向ける。ヴァンダリオンが宇宙要塞から力を得ているのならば、その動どう力りよく炉ろを叩く。ヴァンダリオンを正面から突き崩すより、余よ程ほど可能性が高いように思えたのだ。

「これでどうだぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　キュゥンッ、キュキュキュゥゥンッ

　主砲ではないし、船体の横に向けられる砲だけで行われた砲ほう撃げきだったが、その火力は決して低くはない。『青騎士』では副砲であっても、他の艦かんなら主砲クラスの砲なのだ。おかげで実弾砲よりはずっと反動の少ないビーム砲であるにもかかわらず、『青騎士』は反動でその身体からだが傾いた程だった。

『馬鹿がっ!!　貴様がそういう攻撃に出る事ぐらい、予想している!!』

　バキィンッ

　しかし雨のように降り注いだビーム砲の砲撃は、動力炉に命中する前に拡散してしまった。弐式のバリアーは要塞の動力炉の事も守っていたのだ。

「これも駄目かっ!?」

『全力の「青騎士」を押し返すほどの力なのだ!!　ただの砲撃ぐらいでどうにかなる訳が無かろう!!』

　ドゴォッ

「うわあぁっ!?」

　砲撃で『青騎士』が僅かにバランスを崩くずした隙を見み逃のがさず、弐式は『青騎士』を完全に押し退けた。『青騎士』は要塞に開いた大きな穴から宇宙空間へと投げ出される。もちろん弐式の攻撃はそれで終わりではなかった。

　ドギュギュギュギュゥゥゥンンッ

　要塞から取り込んだ膨大なエネルギーを使い、弐式は嵐のようにビーム砲撃を繰り返した。それは要塞から外へ出た『青騎士』を追っていった。

「『青騎士』っ、歪曲場―――」

『歪曲場緊急展開』

　ビキッ、パキィィィィィン、ドゴォォォッ

　ビームの威い力りよくは高く、発射された数も十分なので、幾ら『青騎士』であっても直ちよく撃げきを受ければ大破は免れない。しかしぎりぎりのところで『青騎士』はバリアーを張る事が出来た。バリアーはすぐに崩ほう壊かいしたものの、辛かろうじて『青騎士』は危機を逃れた。あくまで辛うじて、ではあるのだが。

『ワハハハハハッ、見る影かげもないなぁ、青騎士ぃ!!　それが伝説の英雄の姿か!?　情けないっ!!』

　弐式も要塞の穴から外へ出てくる。だがその身体には相変わらず沢たく山さんのケーブルが繋つながっている。そして弐式が完全に穴から外へ出た時点から、宇宙要塞はその後を追うように動き始める。今や弐式と要塞は完全に二つで一つ。フォルトーゼの過去の歴史を見ても、これほどの兵器が存在した記録はない。史上最強最悪の兵器が誕生した瞬間だった。

　―――一体どうする!?　どうしたらこの化け物を倒す事が出来る!?

　それでも孝太郎は弐式を倒さねばならない。悪意を垂れ流しにするヴァンダリオンをこのまま放置すれば、この弐式を使って何をするかが分かったものではない。それを防ぐ為になら、孝太郎はどんな無茶でもやるつもりだった。

「『青騎士』、戦闘モードを最終攻撃モードへ」

　孝太郎の表情が変わった。これまでよりも強い意志がその瞳ひとみに宿り、険しい表情を作っている。それはなるべくならやりたくなかった最終手段を使う覚悟を決めた、その決意の表情だった。

『最終攻撃モードの起動には、正規の認証が必要です』

「我わが名はレイオス・ファトラ・ベルトリオン！」

『認証完了。青騎士閣下御本人と確かく認にん。命令を受諾。仰せのままに、マイロード』

　この時代におけるフォルトーゼの戦闘には、幾つか禁じ手が存在している。あまりに攻撃力が高い兵器や、非人道的な武装の使用には制限がかけられているのだ。かつてヴァンダリオンが使用した生物兵器なども本来はこの範はん疇ちゆうに入る。その制限を解くには、一定以上の指揮権を持つ者が責任を持って使用を決めたという事実が必要になる。戦闘の流れで曖昧に使用する事は許されていなかった。

「ジェネシスバスター広域照射」

『ジェネシスバスターの広域照射には、銀河条約の交戦規定に基きコマンドの再確認が必要です』

「命令に誤りはない。ジェネシスバスター広域照射」

『コマンドを了りよう解かい。砲門解放、ジェネシスバスターを発射態勢へ』

　ゴンッ

　孝太郎の命令に従い『青騎士』は左ひだり腕うでに装備されている大口径砲の砲門を開いた。その時の音は非常に重たく、巨きよ大だいな艦体全体に重々しく響いた。すぐに砲身の奥おくに強力なエネルギーが集中し、そこから光が漏れ始める。だがジェネシスバスターはそのエネルギーを発射する武器ではない。その強力なエネルギーで閉じ込めた危険極まりない物質を敵に向かって撃うち込む武器なのだ。

「ヴァンダリオン御ご自じ慢まんの竜を、あの要塞ごと光に返してやれ！」

『全軍に通達。これより艦かん隊たい旗き艦かん「青騎士」はジェネシスバスターを広域照射。至急射線上より退避されたし』

　ジェネシスバスターは光線兵器ではない。にもかかわらず照射という表現を使うのは、結果的に光を発射しているように見えるからだ。ジェネシスバスターが発射するのは反物質。通常の物質に触れると対つい消しよう滅めつを起こし、強烈な光と熱に変わる。光線兵器ではないのに、原初の光を生み出す最終兵器。それがジェネシスバスター。宇宙という永遠の夜に、夜明けをもたらすものだった。

「まさか俺がこれを使う事になろうとはなッ！」

　このジェネシスバスターは、孝太郎が初めてティアと出会った時に、彼女が使おうとした因縁の兵器でもある。そのトリガーに自分の指がかかっているという事は、孝太郎にある種の運命を感じさせる出来事だった。

『ほう………反物質砲か。現時点でフォルトーゼ最強の兵器だが、逆に言えばこれに耐えれば俺を止められるものはないという事になる！』

　ガッ

　ヴァンダリオンはその場に留まると、弐式の両腕を大きく左右に開いた。それはまるで撃って来いとでも言いたげな姿だった。

　―――見ろグラナード、お前が作った巨きよ竜りゆうと要塞が、青騎士と皇家を超こえるぞ！

　ヴァンダリオンには確信があった。自分の覇道は成就する、運命は自分の事を選んでくれたと。伝説の英雄も、長い歴史を誇ほこる皇家も、ヴァンダリオンを止める事は出来ないだろう。そしてグラナードの遺のこした竜と要塞で、新たな神話を作り出す。ならば反物質砲ぐらいでは自分はやられたりしない。それはヴァンダリオンにとって、太陽が東から昇るのと同じくらい、絶対の確信であった。

『撃つがいい青騎士！　それでキサマとフォルトーゼは、この俺には勝てぬと悟さとる事になるだろう！』

『青騎士閣下、ジェネシスバスター発射準備完了』

「撃て！」

『ジェネシスバスター広域照射。総員対ショック、対閃光防御』

　ゴシュウゥゥゥゥゥゥゥゥッ

　発射それ自体はビーム砲と何ら変わりはしない。だがその直後、発射された反物質の奔ほん流りゆうが眩まばゆい光を放ち始める。宇宙空間は完全な真空ではない。そこに漂う微量の物質と反物質が反応し、強い光が生じるのだ。だがそれはあくまで前触れに過ぎない。反物質砲がもたらす真の輝きは、目標に命中した時に生じるのだった。
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　クランの『朧ろう月げつ』は『青騎士』に比べると火力やジェネレーターの出力で幾らか劣っている。クランが独自に開発した装置が数多く搭とう載さいされている為に、本来の戦せん艦かんとしての能力が十分に発揮出来なくなっているのだ。だがそれはあくまで『青騎士』と比ひ較かくした場合の話であり、通常の戦艦と比べた場合には十分な力を持っている。そしてクランの遠隔操作によって出現した『朧ろう月げつ』は、その火力を存分に発揮し始めた。

「それでキィ、これからどう致いたしますのっ!?」

　クランは忙しく『朧ろう月げつ』に指示を出しながら、キリハの指示を仰ぐ。『朧ろう月げつ』が来たおかげで確かに楽にはなった。ミサイルと自動兵器の数が減ったので、『揺り籠』の危険は大きく減じた。それでも敵は後から後から押おし寄せてくるので、最終的には『朧ろう月げつ』の力だけでは持ち堪こたえられなくなる可能性が高い。何か別の手が必要だった。

「あの『朧ろう月げつ』には『揺り籠』の同型艦が搭載されている筈はずだ。それを全て出しゆつ撃げきさせて欲しい」

「そうかっ!!　そういう事でしたのねっ!?」

「ルース、同型艦の出撃と同時に目くらましを。真希とゆりかは、目くらましが効いている間に魔法で『揺り籠』を隠かくして欲しい」

　キリハが必要としていたのは厳密には『朧ろう月げつ』ではなかった。そこに搭載されている宇宙船が必要だったのだ。『揺り籠』は『朧ろう月げつ』に搭載されている探査用の小型宇宙船の内の一隻だ。だから『朧ろう月げつ』にはその同型艦が幾つも搭載されている。それを使って敵の目を欺あざむこうというのだ。

　もし一隻だけの時に『揺り籠』が魔法で姿を消しても、敵の自動兵器はその周辺の空域をくまなく探査する事だろう。それではすぐに見付かってしまう。そこで多数の同型艦を用意しつつ『揺り籠』だけを魔法で隠す。すると敵は『揺り籠』が消えたとは考えず、しかも全ての同型艦を追わねばならなくなる。考え方は宇宙要塞を脱出しようとしていた時に、魔法で孝太郎達たちの偽にせ物ものを用意したのと同じだった。

　このやり方だとワープで逃げる事は出来なくなるが、今の状況なら完全に隠れてしまう事も勝利と言える。宇宙空間はあまりにも広いので、それで十分なのだ。キリハはあえてワープを捨てる事で、エルファリアとセイレーシュを守ろうとしたのだった。

「………ミサイルと自動兵器群が『揺り籠』の同型艦を追い始めました。我々を追って来ているものはありません。上手うまく逃げ切りましたね」

　幸いキリハの策は効果的に働き、敵は同型艦に騙だまされて『揺り籠』から離れていった。それを報告したルースは安堵の表情を浮かべている。報告を聞いた少女達もまた、似たような表情を浮かべていた。

「ふえぇぇぇ………怖かったですぅ………」

「あたし達の努力と友情の勝利なのです！」

「どうやら無事に乗り切ったようじゃの。ルース、母上とセイレーシュにもそのように伝えて欲しい」

「良かったぁ、体重がこれ以上増えなくて………」

　だが少女達が安堵していられたのも束の間だった。突如として『揺り籠』のブリッジにけたたましいサイレンが鳴なり響ひびいた。同時に赤や黄色の警告灯が点灯し、ブリッジ全体がその色に染まった。

　ファオンファオンファオンッ

「これは何の警報じゃっ!?」

『全軍に通達。これより艦隊旗艦「青騎士」はジェネシスバスターを広域照射。至急射線上より退避されたし』

「ジェネシスバスターじゃとぉっ!?　ルースッ、コータローの方は今どうなっておるのじゃっ!?」

　真っ先に反応したのは、やはりティアだった。自身もジェネシスバスターを使おうとした事があるだけに、それが何を意味しているのかは誰だれよりも良く分かっている。そしてそれはルースも同じだ。ティアに返答する彼女の声は悲鳴じみたものだった。

「『青騎士』と真しん竜りゆう弐に式しきは共に健在！　どうやら弐式は宇宙要塞からエネルギーの供給を受けているようで、対艦エネルギーソードや砲撃では歯が立たなかった模様です！」

「それ程の力を持っているというのか!?　どんな技術を使えばそんな事が出来るというのじゃっ!?」

「ちがうちがう!!　あれはそんなんじゃないよっ!!」

　この時、最も正確に状じよう況きようを把は握あくしていたのは早苗だった。彼女には分かるのだ。弐式の身体を覆おおっている凄すさまじい力が、一体どこからやって来たのかという事が。

「どういう事じゃ!?」

「力があるのは、頭のところに乗ってるおじさんなんだよっ!!　あのおじさんの澱よどんだ心が、ぐるぐるした渦うずから悪い力をどんどん呼び寄せてるの!!　おっきいのから力を貰もらってるのなんて見せかけだよ!!　あのおじさんは死んだ友達の力で勝った事にしたいんだもんっ!!」

　戦いを通じて芽生えた、孝太郎に対する直接的な怒いかりや憎にくしみ。それに加えて、孝太郎だけが皇家や国民から支持される事への不満。シグナルティンだってヴァンダリオンではなく孝太郎に与あたえられた。そしてそうした出来事の延長線上で、これまで公私に亘わたってヴァンダリオンを支えてきた親友のグラナードが死んだ。断じて許せるものではない。孝太郎が愛しているものを全て奪うばい、蹂じゆう躙りんし、殺し尽し、その上でフォルトーゼを支配せねば気が済まない―――その激し過ぎる欲求と悪意が、弐式の中に組み込まれた地じ獄ごくの門に力を与えた。地獄の門はただ感情を力に換えるだけに留まらず、次元の壁を突つき破やぶってより高位の世界から混沌の力を呼び寄せた。それが今の弐式の異常な力の根源だった。

　だがヴァンダリオンもあくまで人間であり、その認識には限界があった。彼にとって魔法や高位の世界からエネルギーを得たと考えるよりは、要塞からエネルギーが供給されていると考える方が自然だった。そしてそれは友人が遺していったモノが『青騎士』を圧あつ倒とうしているという事でもあるので、感情面においてもより自然に感じられる。だからヴァンダリオンが呼び寄せた混沌の力は、要塞から繋がれたケーブルによって供給されているかのように装う。そうではないと分かっているのは、混沌の力の流れが直接見えている早苗一人だった。

「馬ば鹿かなっ、それではあの真竜弐式とやらは、ヴァンダリオンの操あやつり人形でしかないという事になるぞっ!?」

「殿下っ、『青騎士』がジェネシスバスターを発射します!!　モニターの明度を下げますっ!!」

　ティアが早苗の言わんとしている事を理解した、その瞬しゆん間かんだった。宇宙は純白の光に包まれた。それは濁った事で色彩を失った邪悪な意思を正さんが為に、生み出された原初の光。弐式と宇宙要塞だけでなく、その周辺にあるもの全てを巻き込んで、太陽の如く輝いていた。










　反物質と通常物質の対消滅によって生じるエネルギーは、同じ量の燃料を使った核反応や核融合の比ではない。方程式が示すままの膨大なエネルギーを解放し、周囲にあるもの全てが光へ還る。その圧倒的な破は壊かい力を前にして、生き延びられるモノは存在しない。たとえフォルトーゼで最強と言われる皇族級の宇宙戦艦であっても、掠っただけでおしまいになる。機動兵器と宇宙要塞にとっても、それは同じである筈だった。

『………ハ、ハハハハッ!!　フハハハハハハハハァッ!!　グラナードッ!!　おいグラナードッ!!　見ているか、この真竜弐式の姿を!!　反物質砲でさえも退けた!!　凄まじい力だっ、凄まじい力だぞっ、これなら俺おれは全てを支配出来るッ!!』

　そうしたあるべき現実を超えて、ヴァンダリオンと真竜弐式はジェネシスバスターの直撃に耐えた。反物質砲の直撃に耐えるなど、フォルトーゼの先進科学であっても、あり得ない出来事だ。ヴァンダリオンが全てを支配出来るというのも、決して根こん拠きよのない話ではない。これでヴァンダリオンを倒す手段は存在しなくなったからだった。

「………ヴァンダリオン………お前は、一体………」

　驚おどろきのあまり、孝太郎は思ったように言葉を紡つむぐ事が出来なくなっていた。しかし孝太郎の驚きは弐式がジェネシスバスターの直撃に耐えたという事よりも、ヴァンダリオン自身へと向けられていた。

「………弐式の頭が殆ほとんど吹き飛んで………なのに、依い然ぜんとしてそこにいるとは………」

　弐式も要塞も、完全に無傷ではなかった。弐式は全身にダメージを受け、宇宙要塞は半はん壊かいして様々な場所で爆発が起こっている。どれだけ力があろうと、反物質砲は防ぎ切れなかったのだ。だがそれがなおの事、状況の異常さを教えてくれている。それは弐式が一番大きくダメージを受けた部分が、頭部であったからだった。

　真竜弐式には操縦席が二つある。首から胸にかけてのサブコントロールと、頭にあるメインコントロールだ。そのうちサブコントロールは『青騎士』との戦いが始まる前に破壊されている。だからヴァンダリオンは頭部のメインコントロールに乗っていた筈だった。その頭部が反物質砲によって破壊された。残っているのは焼け焦げた下顎と首だけで、その上の部分は完全に失われている。なのに通信機からは依然としてヴァンダリオンの声が聞こえてくるし、孝太郎の目には頭があった筈の場所に人の意思の集中が感じられる。ヴァンダリオンは世界の理ことわりを覆し、身体を失ってなおそこにいて、孝太郎を殺して万物を支配しようとしているのだった。

『ハハハハハッ、もはや誰にも俺を止められない事が証明されたぞ!!　俺はフォルトーゼで最強の存在になったのだ!!』

　ヴァンダリオンは自分が今どうなっているのかに気付いていない。失われた筈の無線が届いている事から分かるように、混沌の力で世界を歪め、自己の認識に即した都合の良い現実を見ているのだ。見たいものを見る、人の業そのままの姿だった。

「………たとえそうであっても、お前を人の世に解き放つ訳にはいかない」

　孝太郎にもヴァンダリオンの状況が分かって来ていた。非常識な力を呼び起こしているので、大まかにはタユマやパープルの時とよく似ている。だが自己の認識が現実を歪め始めているという点が明らかに異なる。タユマやパープルの時はあくまで変化は内在するものであったのだ。今のヴァンダリオンはそれとは次元が違う。もしヴァンダリオンを人の世界へ行かせたら、取り返しがつかない事になる。決して倒せない異形の怪物が、フォルトーゼを荒らし回る事になるのだから。

「ヴァンダリオン、お前はこの俺が責任をもって倒す」

　ゴオッ

　孝太郎は『青あお騎き士し』に剣を構えさせる。全長一キロに及およぶ人型の宇宙戦艦が、数百メートルの刀身を持つ剣を構える様は周囲を圧する存在感を放っている。だがそれを迎むかえ撃つ弐に式しきは、それ以上の凄まじい存在感を放っていた。

『ふざけるな!!　俺はキサマを殺す為に長い時間を待った!!　千年、二千年、いや、もっとだ!!　魂たましいが焼け爛ただれる程の長い長い時間を経へて、ようやくキサマを殺す力と機会を得た!!　勝つのは俺だ!!　キサマを殺して、今度こそ全てを手に入れる!!』

　ヴァンダリオンは既すでに人の姿を失い、頼たのみの巨竜すら形を失いつつある。だが孝太郎を殺したい、皇家を滅ほろぼしたいという欲求だけははっきりしていて、その激しい意思が存在を確たるものとして保たせている。その純粋過ぎる意思が、見る者を圧する。それはまるで本当に、万物を支配する者であるかのようだった。

『そろそろ遊びは終わりだ！　消えて貰うぞ青騎士！　俺が支配する世界には、お前の存在は必要ないっ!!』

　ヴァンダリオンの意思に従い、弐式と宇宙要よう塞さいは『青騎士』の方へ進み始める。その速度は一見それほど速くは見えない。しかしそれは弐式と宇宙要塞が大きいからであって、実際には普ふ通つうの宇宙戦艦よりもずっと速い。孝太郎も『青騎士』を前進させていたから、両者の距離は一気に詰まった。

「ヴァンダリオォォンッ!!」

『死ぃねええぇえぇぇぇぇぇぇっ!!』

　攻撃を仕し掛かけたのは両者ほぼ同時だった。孝太郎は手にしている対艦エネルギーソードを銃じゆうのように使ってビームを連射し、ヴァンダリオンを牽けん制せいしようとする。そのヴァンダリオンもビーム砲で応戦したのだが、ここで奇妙な事が起こった。驚いた事にそのビームは、ジェネシスバスターによって破壊された筈の弐式の頭から発射されていたのだ。それはまるで、頭が健在であるかのようだった。

『効かん、効かんなぁっ！　蚊に刺された程にも感じぬわ！』

　ヴァンダリオンは構わず突き進んで来たから、孝太郎が撃ったビームは連続して弐式と要塞に命中、大きなダメージを与えた。しかしそのダメージはヴァンダリオンに何の影響も与えなかった。ビームが命中して穴が開いた部分に、灰色に濁った何かが集まって再生していく。再生後の姿は機械というより半分生物のように見える代しろ物ものだが、機能は損なわれていない。孝太郎にはむしろ、より強化されているように感じられた。

　―――現実が完全に、ヴァンダリオンの意思に従じゆう属ぞくしてしまっている！　確かにとてつもない支配力だっ!!

　反対に『青騎士』の方は再生など出来ないから、ビームはかわすか防がねばならない。孝太郎は巨大な艦体を器用に操って、ヴァンダリオンの放ったビームをかわしていく。ティアやルースの支し援えんはないが、安全装置は外れているし、霊れい視しでどこにビームが飛んでくるのかは分かる。通常の砲撃であれば回かい避ひも不可能ではなかった。

『ちょこまかとぉっ!!』

「くらえぇぇっ!!」

　ビームの雨を掻かい潜くぐった『青騎士』は、ソードを振ふり翳かざして弐式に迫せまる。

『来いっ、青騎士めぇっ!!』

　なくなっている筈の爪つめと牙きばを剥むき出だしにした弐式が『青騎士』を迎え撃つ。そしてお互たがいの必殺の一いち撃げきが宇宙空間で激げき突とつした。

　ギャリィィィィィィッ

　激突により運動量が打ち消され、『青騎士』は激しい衝しよう撃げきと共に前進を止めた。その直後から、今度は一気に後退を始める。弐式と要塞の巨大過ぎる質量に負けて、押し返され始めたのだ。それはさながら巨大なトラックに正面衝突した小型車のようだった。

「ぐっ、うぅぅぅっ!!」

『このまま押し潰つぶしてやる！　キサマがやろうとしていたようになぁ！』

　再び間近で向かい合った『青騎士』と弐式。弐式の下顎が僅わずかに動いたのを見て、孝太郎は巨竜が笑ったのだろうと感じた。しかしぼんやりと巨竜の顔を見ている訳にもいかない。このままでは遠からず小しよう惑わく星せいや人工衛星にぶつけられてしまうだろう。豊富な運動量を持つそれらと、巨大な質量を持つ宇宙要塞に挟はさまれては、幾いくら『青騎士』が強固な作りであってもバラバラになってしまう。

『おおっとぉっ、逃にがしはしないぞ青騎士めぇっ！　貴様は皇族と国民の目の前でバラバラになって死ぬのだ！　伝説と共になぁっ!!』

「し、しまったっ」

　宇宙要塞から伸びてきた灰色の腕うでのようなものが『青騎士』の両手首を掴み、逃げられないようにがっちりと固定する。ヴァンダリオンはそのまま前進を続けながら、要塞のスラスターを吹かして進路を近くにある小惑星へ向けた。

『ほらほらどうした、逃げないのかぁ？』

「まずいっ、このままでは！」

　その小惑星は別の場所から運ばれてきた氷塊だった。水を得る為の採水プラントとして利用されているのだ。今はその設備を利用して、フォルトーゼ全土に戦いの様子を中継している。だから『青騎士』をその小惑星に激突させれば、史上稀まれにみるショッキングな映像が完成するだろう。そうなれば理想的な孝太郎の死を国民達たちに見せつける事が出来る。それを予感したヴァンダリオンは、どんどんスピードを上げていった。

『見てくれグラナード！　青騎士がっ、遂ついにあの青騎士が死ぬぞ！　俺おれ達たちの悲願がかなう時が来たのだっ!!』

「『青騎士』、ブースター全開！」

『馬鹿がっ、皇族級如きの推力で、この宇宙要塞が力負けする筈はなかろう!?　キサマはそのまま死ぬのだっ！　死んで我が覇道の礎いしずえとなれいっ!!』

「ぐぅぅっ!?」

　孝太郎は武器を発射したりブースターを使ったりして、この状況から『青騎士』を脱だつ出しゆつさせようと手を尽つくした。しかし残念ながら状況は変わらなかった。このままでは『青騎士』は小惑星に激突する。お互いに一キロを超えるサイズだから、激突すれば双そう方ほうが粉々になってしまうのは間違いなかった。

『待たせたね、コータロー君っ！』

　ドドドドドドドドドドッ

　聞き覚えがある声と共に『青騎士』の頭上から多数のエネルギー弾が降り注ぐ。それらは宇宙要塞から伸びている灰色の腕のようなものを撃ち抜ぬいた。これにより『青騎士』は拘こう束そくから逃れ、小惑星との激突を回避する事が出来た。

「攻こう撃げきするなら敵だけを狙えよ」

『そうは言っても急いでいたものでね』

　エネルギー弾を発射したのは一隻の宇宙船だった。それは駆く逐ちく艦かん程ほどには大きくないが、大型のジェネレーターと多くの武装を搭載している高機動の戦せん闘とう艦かんだった。

「手を抜くなよ。射撃は得意だったろう？」

『遅おくれたのは君のせいでもあるんだよ、コータロー君。君がＤＫＩを買ったせいで、この機体はほったらかしになっていたんだから』

「………まあいい。助かったよ、エゥレクシス」

『何の因果か………不思議と悪くないね、君にそう言われるのは』

　そしてその戦闘艦を操っているのはエゥレクシスだった。彼かれはＤＫＩの倉庫で眠っていたこの機体を使えるようにし、孝太郎達の事を追ってきたのだ。場合によっては、この機体の力が必要になると考えての事だった。

『おのれぇっ、ＤＫＩの御おん曹ぞう司しか！　今頃ごろノコノコと！』

　ヴァンダリオンはエゥレクシスの存在に気付き、表情を歪ゆがめる。ヴァンダリオンはエゥレクシスの登場にも驚いていたのだが、一番の驚きは彼の戦闘艦の攻撃が弐式と宇宙要塞に対して効果的に働いている事の方だった。だからヴァンダリオンは、エゥレクシスに対して警けい戒かい心と対たい抗こう意識を剥き出しにして咆ほえた。

『キサマの出番は終わった筈だぞ、ＤＫＩの小僧!!』

『今はただのおぼっちゃまだよ。ＤＫＩはコータロー君に買われてしまったのでね。だがこの機体は紛まぎれもなくＤＫＩだ。意外と効いただろう、今の一撃は』

「おい、どんな魔法を使ったんだ？」

　ジェネシスバスターでさえしのいだ弐式と宇宙要塞に、何をしてダメージを与えたのだろうか―――それはヴァンダリオンだけでなく、孝太郎にも興味がある事だった。

『頼むよ真ま耶や』

『………まったくもう。簡単な話なのよ。どれだけ力があろうと、地獄の門は魔法の力で維持されている事には変わりない。ならそれを無効化する弾たまを撃てばいいってワケ』

　エゥレクシスはエネルギー弾を連射してヴァンダリオンを牽制しながら、戦闘艦を『青騎士』に合流させる。『青騎士』と連携して戦うつもりなのだ。

「よくそんな都合の良いものがあったな？」

『我々が安全に地獄の門を使う為に開発したんだよ。パープルの時に懲りたからね』

　孝太郎を倒す為には地獄の門を使うのは悪くない手段だった。だがパープルが暴走した時に危険を認識した彼らは、魔ま法ほうを無効化する力を持つ武器を作った。それが孝太郎を救ったのだから、皮肉と言う他はないだろう。

　また今回エゥレクシス達がこの機体を持ち出した本来の目的は、グリーンの予知を無効化する事を期待しての事だ。グリーンの救出が成功した事で必要なくなったが、結果的にその判断に救われた格好だった。

「この間の戦いでこれを使っていたら、お前達の勝ちだったんじゃないか？」

『あの場でだけ勝ったって、何の意味も無いんだよ。今のヴァンダリオンのようになる訳にはいかないだろう？』

「………道理だな」

　こうして孝太郎とエゥレクシスは再び並び立った。二人は同じ天を仰ぐ事はないが、同じ世界を必要としている。その理を乱す存在が相手なら、二人は主義主張を忘れて手を取り合う。二人が対立するのは、世界が救われた後でも構わないのだから。

『次から次へと虫けらが湧いて来る！　忌いま々いましい連中だ！』

「お前と違って、こっちは弱いんだよ。どうしても徒党を組む必要があってな」

　孝太郎はその言葉を口にしながら、かつて早苗が徒党を組むのは正義の味方の特権だと言っていた事を思い出していた。孝太郎達は正義の味方という訳ではないが、邪悪な意思と戦う上で結果的に早苗が言う通りになっている。それがおかしくて、思わず笑いが零れた。

『何がおかしい!?』

「お前の言う通りだからさ。虫けらは大量に湧き出すしかないってさ」

『………コータロー君、何か手はあるのかい？』

　エゥレクシスは回線を切り替え、ヴァンダリオンには聞こえないようにして、孝太郎に話しかけてくる。魔法を無効化するエネルギー弾があっても、無策では敵かなわない。保有しているエネルギーの総量では明らかにヴァンダリオンが上だからだった。

『確かに我々は虫けらかもしれないが、毒の一刺しがあるかどうかで結末が変わる』

「青騎士らしくやるつもりでいるよ」

『青騎士らしく、だって？』

「ああ。お前もよく御ご存ぞん知じの手さ」

　エゥレクシスの問とい掛かけに、孝太郎は明確には答えなかった。今のヴァンダリオンの場合は、暗号化した通信でも聞こえている可能性が拭えなかったからだ。

『そういう事か………』

　エゥレクシスも孝太郎との付き合いは長い。孝太郎の性格や考え方は把握している。だから孝太郎の青騎士らしくやるという言葉の意味が想像出来ていた。

『しかし………本当にそれで良いんだね？』

「他に手がない。俺達には手段を選んでいる余よ裕ゆうはないんだ」

『………君は汚いな、コータロー君』

「なんだよ、藪やぶから棒に」

『君が定期的にそういう事をするから、皇家と国民はまた二千年頑がん張ばる事になる』

「………後は頼む、エゥレクシス。奇き妙みような成り行きだが、お前に頼むしかない」

『約束はしかねるね。私とて無事で済むとは限らないからね』

「お互いに仲間を信じるしかないという事か」

『そうだね。先の事は彼らに任せて、我々はここを何とかしよう』

「ああ！」

　ゴオォッ

　孝太郎は再び『青騎士』にエネルギーソードを構えさせた。そして先さき程ほどと同じくビームを撃ちながら前進する。それはヴァンダリオンの側も同じで、孝太郎達を粉砕せんと再び弐式と宇宙要塞を前進させた。

『何やら小こ賢ざかしい謀はかりごとをしていたようだが………それごと踏ふみ潰してくれる！』

　ただ先程とは違って『青騎士』のやや後方にはエゥレクシスの戦闘艦がいる。この戦闘艦が援えん護ごをしてくれるおかげで、先程までとは違う状況が生まれる事となった。










　前進する孝太郎を追ってエゥレクシスの戦闘艦も前に出る。そのブリッジ―――サイズ的にはコックピットに近いものだが―――にはエゥレクシスと真耶の二人がいる。この艦は二人で操船する設計になっているのだ。

「コータロー君の突とつ撃げきを援護するぞ！」

「坊やを止めなくていいの？」

「そうしたいのは山々だが、彼は青騎士だ！」

「………分かった」

　エゥレクシスの戦闘艦は、ゲラゥルーディスと名付けられている。これはフォルトーゼで有名な女おんな海かい賊ぞくから取られた名で、エゥレクシスは真耶が操る艦かんには、この名が相応ふさわしいと考えていた。

「真耶、思い切りやってくれ！」

「思い切りで良いのね？」

「生きていたいなら、それしか方法はない」

「良い答えね。いくわよっ、エゥルッ!!」

　真耶は身体からだが機械に置き換えられているので、接続を変えれば彼かの女じよが自由自在に艦を操る事が出来る。今の彼女は操縦席に座すわっているが、操縦桿かん等は握にぎっていない。身体のシステムが直接艦と繋がっているから、その必要がないのだ。つまり艦は彼女の思うままに飛ぶという事だ。戦せん闘とう経験が豊富な真耶が操そう艦かんする訳なので、その動きは理に適かなっており、しかも動き自体にメリハリがあって鋭するどい。エゥレクシスが女海賊の名を冠かんしたのも頷ける動きだった。

「青騎士らしく行ってくれたまえ、コータロー君！」

『任せろ！　お前も坊ぼつちゃまらしくやれ！』
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「………御期待に応えよう！」

　エゥレクシスは主に攻撃を担当する。また各種装備の使用や、通信なども並行して担当する。要は操艦で忙いそがしい真耶がしない事を彼が担当する訳だ。エゥレクシスには多少狙い過ぎる傾けい向こうはあるが、それだけに射しや撃げきは極きわめて正確なものだ。真耶の操艦とエゥレクシスの正確な射撃が組み合わされた結果、ゲラゥルーディスは比ひ較かく的てき小型の艦ながら、その戦闘能力は駆く逐ちく艦かんを上回っていた。

「エゥル、まだ目では見えないけど、二時方向に魔ま力りよくの流れがある！　そこを通って何かが来るから、ぶっ飛ばして！」

「了解だ！」

　ドドドドドドドドッ

　そしてこの艦の一番の特色は、やはりこの魔力を帯びた敵に対処する力だろう。物理的なエネルギーと霊れい力りよく、魔力を相互に変換するのはＤＫＩとダークネスレインボゥのお家芸とも言えるものだ。この艦の主しゆ砲ほうは、ジェネレーターが生み出す強力なエネルギーを魔力に変換し、更さらにその魔力的な極性を反転させて反魔力弾として発射している。この弾は通常の目標にはただのエネルギー弾でしかないが、魔力を帯びている敵に対しては通常のダメージに加えて魔力を解体する効果を発揮する。シグナルティンに近いものだが、より工学的にコントロールされている兵器だった。

『おのれッ、若造っ！　小細工を！』

「ヴァンダリオン、君の力は我々から盗み取ったものだ。当然我々はその弱点をよく知っている！」

　エゥレクシスが発射した反魔力弾は、ヴァンダリオンが集中させつつあった魔力を打ち砕くだき、その行動を封ふうじた。この時ヴァンダリオンは魔力で巨大な鞭むちのようなものを作り出し、孝太郎やエゥレクシス達をまとめて薙ぎ払おうとしていた。その出鼻を挫くじかれた格好なので、ヴァンダリオンは強い憤いきどおりを感じていた。ヴァンダリオンが青騎士と皇家を踏み躙にじる最高の舞ぶ台たいにエゥレクシスが土足で上がってきたのは、決して許されない罪だ。そこでヴァンダリオンは狙いを『青騎士』からエゥレクシス達の戦闘艦へ変えた。まずは魔力を分解する力を持つ戦闘艦を先に破壊する必要があるという判断も少なからずあったが、理由の大半は気に入らないからだった。

『死ねぇっ、死ね死ね死ねぇぇぇっ!!』

　要塞から大量のミサイルが発射される。だがこのミサイルは、本当にミサイルであるのかどうかは怪しいところだ。それでもヴァンダリオンがミサイルだと思っているのは確かで、彼がよく知っているミサイルの美しい軌道を描いてエゥレクシスの戦闘艦に襲い掛かっていった。

『エゥレクシス！』

「我々に構うな！　そのまま進んでくれたまえ！」

「そうよ坊や！　少しぐらい私達の事も信じなさいっ！」

　襲い来る大量のミサイルを、真耶は器用に回避していく。まるで後ろに目が付いているかのようなという表現があるが、彼女の場合は全方位に目が付いているかのようだった。加速と減速、機体の回転を巧たくみに組み合わせ、紙一重でミサイルをかわしていく。

「エゥル、もっとちゃんと働いて！」

「やってる！　分かってるだろう！」

「私の男なら、それじゃ不足だわ！」

　もちろんそこにはエゥレクシスの協力も不可欠だった。真耶の操艦だけではどうしてもかわし切れないミサイルもある。そういうミサイルをエゥレクシスが的確に破壊していってくれたからこそ、戦闘艦は無事でいられている。そしてそれは『青騎士』も無事でいられるという事でもあった。

「………ロクな女じゃないな、君は。まあ、そこがいいと言えばいいんだが………」

「何か言った!?」

「愛してるって言ったんだ」

「絶対嘘うそよね、ソレ！」

　エゥレクシス達の戦闘艦が集中的に狙われているおかげで、『青騎士』は無事に前進を続けていた。時折攻撃はやってきていたが、それは牽制レベルのものだ。ジェネシスバスターを防いだ事もあり、ヴァンダリオンは『青騎士』を単独では危険視していない。それに加えて、孝太郎は恨み重なる相手なので、メインディッシュとして取っておきたいという心理も働いていた。

『ええぃっ、ちょこまかちょこまかと煩うるさい蚊か蜻蛉とんぼがぁっ!!』

　いつまでもエゥレクシス達を倒せず、苛いら立だちを募らせたヴァンダリオンは、ここで思い切った攻撃に出た。それは今使っている高機動型のミサイルとは違う、より低速で動きが鈍いミサイルだった。

「真耶、コロニーバスターだッ!!」

「何なのそれはっ!?」

「スペースコロニーや戦略拠点を一撃で破壊する為ための超ちよう大おお型がたミサイルだ！　動きは鈍重だが広域破壊弾頭を装備しているから、この機体では直ちよく撃げきでなくても粉々になるぞ！」

「この忙しい時に！　何とかしなさいっ！」

　ヴァンダリオンの考えは至ってシンプルだった。動きが速いミサイルで捉とらえられないなら、爆ばく発はつ力の大きなミサイルで仕留める。特にエゥレクシス達のゲラゥルーディスは小型で高機動な艦なので、大きな爆発には弱い。近くに寄られただけでアウトだった。

「私も何とかしたいのは山々なんだがねっ！」

　近くに寄られたらアウトという事は、遠えん距きよ離りで狙撃しなければならないという事だ。多数のミサイルに追われながら、遠距離の狙撃をするのは極めて難しい。問題のミサイルが大きいおかげで不可能ではないだろうが、やれと言われてすぐに出来るようなものでもなかった。

「よしっ！」

　発射されてから数秒後、一ひと際きわ大きい閃光が輝かがやく。問題の大型ミサイルの爆発だった。真空中なのでその爆発は非常に大きいが、同じ理由で音は聞こえてこない。強い閃光だけが爆発の証あかしだった。

「やれやれ、心臓に悪いわ」

「君の心臓なら、何個でも喜んで作るさ」

　幸い爆発は遠く、二人の戦闘艦にはダメージはない。だがもう少し時間がかかっていたら危なかっただろう。それだけに二人の安あん堵どは深かった。

「もぉ馬鹿ぁ―――な事言ってる場合じゃないみたいよ！」

　一度は安堵したものの、真耶はすぐにその表情を引き締めた。彼女に接続されているレーダーが、新たな大型ミサイルを感知したのだ。

「さっきのと同じミサイルが三つ！　全部こっちへ向かっているわ！」

「何個でもなんて言うんじゃなかった！」

「本当に馬鹿なんだからっ!!」

　一発でも冷や汗ものだったミサイルが、今度は三発。当然、旗色は悪い。囲まれてしまうので、先程よりも短い時間で、三倍の標的を処理する必要があった。

『エゥレクシス、一発は俺に任せろ！』

　だが幸いな事に負担は一部が軽減された。大型ミサイルの内の一発が『青騎士』の近くを通る事が分かったからだ。孝太郎はそれを迎げい撃げきするつもりでいる。『青騎士』の場合は艦体の強度もバリアーの出力もエゥレクシスの戦闘艦を大きく上回る。余よ程ほど近くで爆発しない限りは問題はなかった。

「頼むよコータロー君！　これであと二発だ！」

「さっさと叩たたき落として！」

「そのつもりだ！」

　回避運動のせいでめまぐるしく上下左右が入いれ替かわる中、エゥレクシスは淡々と接近するミサイルを撃うち落としていく。優先度が高いのはもちろん大型ミサイルだが、それにかまけていて高機動の小型ミサイルを撃ち漏らしては話にならない。焦る気持ちを抑えて、少しずつ確実にミサイルを排はい除じよしていった。

「まず一つ！」

　幾つ目かに破壊したミサイルは、大きな爆発を起こし、激しい閃光を放った。大型のミサイルだったのだ。これに前後して孝太郎の方でも一発破壊していたので、残る大型ミサイルは一発だけとなった。

「もう一つは―――」

「エゥル！」

　ドンッ

　その瞬間だった。激しい衝撃がエゥレクシスと真耶を襲う。彼らが乗る戦闘艦が、ヴァンダリオンから攻撃を受けたのだ。

「何事だっ!?」

「レーザーだわ!!　閃光に紛れて撃ち込んで来たのよ!!」

　巨きよ大だいな閃光が周囲を包んだその瞬間、弐式は胴どう体たいに装備されている大口径のレーザー砲で戦闘艦を狙撃した。様々な要因から動きがやや直線的になっていた戦闘艦は、その直撃を受けてしまった。エゥレクシスと真耶、その双方の注意力がほんの僅かに弐式と宇宙要塞からそれてしまったのがまずかった。そして彼らが大まかには弐式と宇宙要塞へ向かっていた事も。どんな有能な戦士であっても、常に完全ではいられない。経験に限れば最も優れているヴァンダリオンは、その隙を狙ったのだった。

「ダメージは!?」

「反はん魔ま力りよく砲ほうの二番と四番がオフライン！　三番がイエロー！　姿勢制せい御ぎよスラスターの十八パーセントが機能障害、機動性は八パーセント低下！」

　この時に戦闘艦が受けたダメージは深刻なものだった。魔力を打ち消すエネルギー弾を発射する砲のうち、半数近くが使用不能となった。また姿勢制御用の推進器にもダメージがあり、機体の動きを大きく損なっていた。どちらもこのタイミングでは致命的な結果をもたらす事実だった。

『フハハハハハッ、どうした若造！　もうおしまいか!?』

　ヴァンダリオンは勝かち誇ほこった。彼もエゥレクシスの戦闘艦が受けたダメージを把握している。そして戦闘艦の敗北は、孝太郎の、ひいてはフォルトーゼの敗北となる。国くに盗とりに大手がかかった瞬間だった。

『エゥレクシス！』

「大だい丈じよう夫ぶだ！　コータロー君、一気に突っ込むぞ！」

　エゥレクシスは素す早ばやく決断すると、戦闘艦を加速させた。元々艦体の大きさに比して大型のジェネレーターと推進器を装備したこの艦は、弾かれたかのように加速を始める。相変わらずミサイルやレーザーで狙われていたが、半ばそれを無視するかのような勢いだった。孝太郎も慌あわててブースターを全開にすると、エゥレクシス達に続く。

『どうする気だっ!?』

「こうなったらなりふり構っていられない！　時間は限られている！」

　攻こう撃げき力りよくが半減し、機動性も低下している。これでは時間が経たてば経つほど不利になるのは明白だ。ならばヴァンダリオンが行動を起こす前に決着を付ける。その為にどれだけ大きな危険を背負おうとも。エゥレクシスはこの瞬間が最後のチャンスだと考えていた。

『………らしくない事を始めたな、エゥレクシス』

「だんだん君のやり方に染まって来たよ、コータロー君！」

　戦闘艦はほぼ直線的な加速を続けていた。それではレーザーに狙われ易やすくなるが、今のエゥレクシスはそれを気にした様子はない。レーザーが何発か艦体を掠かすめても、加速を緩めるような事はなかった。

　もちろんレーザーだけでなく、ミサイルにとっても直線的な動きは追いやすい。ミサイルは戦闘艦の後を追い、まるで蜂はちのような群れを形成し始めた。エゥレクシスはそこへ向けて砲ほう撃げきを繰くり返かえしたものの、今一つ効果は出ない。高速のミサイルが大型ミサイルの盾たてとなり、砲撃の邪じや魔まをしているせいだった。

『なんならお前も俺の騎き士し団だんに所属するか？』

「いいねえ、彼女らの生活も保証してくれるかい？」

『お前の働きによる』

「よかった、今からそれを披露しようとしていた所なんだ！」

　エゥレクシスは更に艦を加速させ、まるで体当たりでもするかのような勢いで弐式と宇宙要塞に突っ込んでいく。ここまでの加速力だと、流石さすがに『青騎士』もついていけない。エゥレクシスと真耶はミサイルだけを引き連れて突き進む。同時に残っている反魔力砲を全すべて進行方向へ向け、全力で砲撃を開始した。

『追おい詰つめられての玉砕戦法かっ!?　幾らこの機体を傷付ける武器があっても、破れかぶれで倒せると思っているのかぁっ!?』

　接近してくるエゥレクシスの艦に向かって、ヴァンダリオンはレーザーによる砲撃を繰り返す。距きよ離りが詰まったので、そのうちの数発が戦闘艦に命中。艦体を大きく傷付けた。だがそれでも戦闘艦は前進を止やめない。孝太郎までもが、本当に体当たりで玉砕するつもりなのではないかと、疑い始めた程だった。

「賭けはここまでさ。私達の勝ちだ、ヴァンダリオン」

『何ぃっ!?』

「クリスタルを投下するわ！　しっかり掴つかまってて！」

　その瞬しゆん間かんだった。戦闘艦の下部ハッチが開き、何か大きなものが顔を覗のぞかせた。それは白い光を放つ巨大なクリスタルで、そのままハッチを通り抜けて外へ投下された。同時に戦闘艦は急激に艦体を引き起こし、激突すれすれのコースで弐式や宇宙要塞と擦れ違う。実はエゥレクシスの狙いは、この白く輝く巨大なクリスタルを弐式と宇宙要塞にぶつける事だったのだ。

『そんなものでこの俺が倒せると思っているのかっ!?』

　ヴァンダリオンの感覚では、クリスタルは脅威ではない。高いエネルギーの反応もなければ、爆発物も検知されないからだ。魔法をよく知らない彼は、クリスタルが反魔法のエネルギー源であるという事が分かっていないのだった。

「行け！　コータロー君の道を作るんだ！　そして真耶とダークネスレインボゥ、何よりフォルサリアの道を切り拓ひらいてくれっ！」

　孝太郎達たちに負けたエゥレクシスだから、目下の関心事は真耶達と交かわした約束だけだった。それはフォルサリアを対等な相手としてフォルトーゼに帰き還かんさせる事。エゥレクシスはグリーンを救う為だけに孝太郎に協力した訳ではない。フォルサリアの為にこそ、協力する必要があったのだ。

　ドゴォォォォォォォンンンッ

　宇宙を揺ゆるがす激げき震しん。魔力と反魔力の対つい消しよう滅めつなので、それは大きな魔力の波動として周囲に広がっていった。そしてその波動は戦闘艦が張っているバリアーの魔法と衝突し、爆発と爆音を伝えてくる。だが、本命の爆発はその後だった。

　二つ目の爆発には音はなかった。ごく普通の爆発だったからだ。だが爆発の規模に限れば、先程のものとは比べ物にならない程大きかった。何故なぜならそれは、戦闘艦の後を追っていたミサイルの群れによるものだったからだ。魔力と反魔力の対消滅によって生じたバリアーの穴。戦闘艦を追っていたミサイルの群れは、真まっ直すぐにその穴へと飛び込んだのだった。










　ゲラゥルーディス―――エゥレクシス達の戦闘艦は、激しいダメージを受けていた。幸いな事に艦体が弐式や宇宙要塞にぶつかってしまうような事はなかったのだが、魔力と反魔力の対消滅と、その直後に起こったミサイルの群れによる、二度の爆発に耐える事が出来なかった。既にダメージを負っていた事もあり、ブリッジにはやかましいアラームが鳴り響ひびき、赤や黄色の警告灯が点滅を繰り返している。それを煩わずらわしく感じたので、エゥレクシスはアラームと警告灯を切った。

「これでよし」

「………やれやれ、やっと静かになったわね」

　アラームと警告灯が切れると、ブリッジは静せい寂じやくに包まれた。装置類の殆ほとんどが機能していないし、破損が酷い部分は既に切り離した。おかげで艦かん内ないには何の音もしていない。また真空中であるから、艦の外から聞こえてくる音もない。正常なのはブリッジ正面を映しているメインの船外モニターだけ。そしてそこでは、漆しつ黒こくの宇宙を背景にして、満天の星が静かに輝いていた。

「ねぇ、エゥル」

「なんだい？」

　エゥレクシスと真耶は二人掛けのシートに並んで座り、一いつ緒しよに正面モニターを眺ながめている。そうしながら二人はお喋しゃべりを始めた。操そう舵だのシステムが破損していて艦の向きを変える事は出来ないし、通信機も壊れている。だから今の二人は無力に宇宙を漂うばかり。結果的に、お喋りをする事しか出来なかった。

「坊やは………勝つと思う？」

「勝つよ。彼は青あお騎き士しなんだぞ？」

「そういうフォルトーゼの人間特有の思い込みを差し引いてもそう思う？」

「それでも勝つよ。彼はコータロー君だからね」

「うん………だったら安心ね。あの子達は無事に生き長らえるでしょうし、フォルサリアもきっと………」

「心配ない。彼はコータロー君なんだから」

「そうね。うふふふ………」

　真耶はエゥレクシスの肩かたに軽く寄りかかると、うっすらと微笑ほほえむ。エゥレクシスはほんの一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたが、結局は何も言わずに微笑んだ。

「ねえ真耶、確かずっと前に、負けたら星の海へ航海に出ないかって話をしたよね？」

「それは断った筈はずよ」

「これは手厳しい。だがあえてもう一度訊ききたい。………一緒に航海へ出ないかい？」

「ハァ………素す直なおに帰還は無理だって言えばいいのに」

　やるだけの事はやった。二人ともその確信があるから、少しも後こう悔かいはしていない。そしてここは、完全に二人だけの空間だ。そういう特別な状じよう況きようが、二人の間の空気をいつもとは違うものにしていた。二人がそれに気付いているのか、それともいないのか―――それは分からなかったが、二人が楽しげである事だけは間違いなかった。

「私はこれでもロマンチストなんだ」

「知ってるわ、それぐらい。そこが良いい所じゃない」

「今日は妙みように優しいねえ。どういう風の吹き回しだい？」

「星が綺麗だからよ」

「航海日和びよりだろう？」

「ふふふっ、そういう事にしましょうか………」

　二人を乗せた小さな船は、広い広い宇宙を静かに流れていく。ずっと駆かけ引ひきや戦いの中に身を置いて来た二人だから、これまで心の安らぐ日はなかっただろう。だがこうなって初めて、二人は心の安らぎを得た。この航海がいつまで続くのかは誰だれにも分からない。だがそれが決して不幸な時間ではないという事は、彼ら自身が誰よりもよく分かっているのだった。







暁の虹　十二月三十一日（金）







　エゥレクシスと真ま耶やの命いのち懸がけの攻撃によって、弐に式しきが作り出だしたバリアーには大きな穴が開いた。そしてエゥレクシスを追って穴へ飛び込んでしまったミサイルの群れは、味方である筈の弐式と要よう塞さいに大きなダメージを与あたえる事となった。その被害は甚大で、弐式は殆ど原形を留めておらず、要塞には中心部が見えるほどの大きな穴が開いている。そして要塞の中心にあるものこそが、孝こう太た郎ろうの狙いだった。

「うおおぉおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎は『青騎士』に対たい艦かんエネルギーソードを構えさせ、要塞に向けて突撃させた。もちろんエゥレクシス達がどうなったのかは気にならなくはない。だが孝太郎に与えられた機会は一度しかない。既すでに実体を失っているヴァンダリオンが、弐式の崩ほう壊かいぐらいで止まるとは思えない。立ち直る前にけりを付けなければ、エゥレクシス達の命懸けの攻撃が無駄になる。ここは攻撃の一手だった。

『おぉっ、おの、れぇぇぇっ、こ、このぐらいぃぃぃっ』

「ヴァンダリオオォォォォォォンッ!!」

　半はん壊かいした要塞からの迎撃はなかった。ヴァンダリオンはまだショックから抜け出せていないのだ。おかげで孝太郎は易々と要塞内に侵しん入にゆうする事が出来た。そのまま孝太郎は突撃を続ける。狙いは要塞の中心にあるジェネレーター、そして空間歪わい曲きよく航法装置だった。

　―――あれを破は壊かいすれば!!

　孝太郎の狙いは、宇宙要塞が溜め込んでいるワープの為のエネルギーを、暴走させる事にあった。その時『青騎士』のエネルギーと一緒に暴走させる事が出来れば、ヴァンダリオンをここではないどこかへ追放できるかもしれない。確実とは言えない手だが、倒せないならどこかへ追放するのは悪くない選せん択たくだろう。そして早々に帰って来させてはまずいので、動力源であるジェネレーターも同時に破壊する。もちろんそれは『青騎士』も例外ではない。つまり―――

『なっ、貴様ッ、血迷ったかぁっ!?』

「貴様は俺おれと一緒に来るんだ！　どことも知れぬ無人の世界の王になるがいい！」

　つまり孝太郎は自分の命と引き換えに、ヴァンダリオンをフォルトーゼから追い払おうとしているのだ。まるでそう、二千年前の戦いをなぞるかのように。マクスファーンを、フォルトーゼから追放した時のように。

『またこの俺とグラナードを追放しようというのかぁっ、青騎士めぇぇぇぇぇっ!!』

　だが二千年前の状況と酷似しているという事が、ヴァンダリオンの逆げき鱗りんに触ふれた。その結末を絶対に受け入れられないヴァンダリオンは、煮え滾たぎる溶岩の如ごとく憎ぞう悪おを募らせる。それは地じ獄ごくの門を介かいして現実の力となり、『青騎士』に、孝太郎に襲おそい掛かった。

『許さぁんっ、絶対に許さんぞぉぉぉぉぉぉっ!!』

　ゴアアアァアァァァァァァァッ

　それは前触れもなく起こった。弐式がその口を大きく開き、火か炎えんの渦うずを吐はき出した。弐式はエゥレクシスの攻こう撃げきでその殆どが消し飛び、口どころか上半身すら残っていないにもかかわらず。しかも吐き出された炎ほのおも異様なものだ。間ま違ちがいなく炎なのは分かるのだが、その色が何色ともつかない澱よどんだ色をしている。それは混沌とした感情をそのまま吐き出したかのような、酷ひどくおぞましい炎だった。

「何だっ、一体何が起きたっ!?」

　問題の炎は『青騎士』がまさに宇宙要塞の中心部を貫こうとしている時に襲い掛かって来た。そして炎が『青騎士』の艦体に触れた途端、その部分を消しよう滅めつさせてしまった。

『アラートメッセージ。艦体下部の三十五パーセントが消失』

「いきなりか!?　どういう攻撃なんだ!?」

『詳細不明。主推進器使用不能、姿勢制御スラスター二十八パーセント―――』

「報告はいい！　急いで機体を動くようにしろ！　隔かく壁へき閉へい鎖さ、不要部位は放棄！」

『仰おおせのままにマイロード』

　それは厳密には消滅というよりも、存在を曖昧にするという表現が近い。『青騎士』の青に他の色を手当たり次し第だいに混ぜ、境界を曖昧にし、『青騎士』として存在できないようにしてしまうのだ。だがその炎を使っている本人も、攻撃を受けた孝太郎も、触れたものを消滅させる炎としか感じていなかった。

『遅おそいっ、もう遅いのだ青騎士よぉっ!!』

「ヴァンダリオンッ!?」

『貴様はここで死ぬ！　それはもはや確定した運命！　貴様が何をしようが、それは変わらんのだぁっ!!』

　ガキィンッ

　溢れ出す憎悪と嫉しつ妬と、復ふく讐しゆう心を糧かてにして、ヴァンダリオンは次々と現実を改変しながら孝太郎に迫せまる。実体を失った筈の弐式が出現し、更には大きく膨れ上がり、その大きな腕うでを伸ばして『青騎士』の首を掴む。すると掴まれた部分から『青騎士』の存在が消滅していく。炎と同じように『青騎士』としての存在を曖昧にされているのだ。

「ぐああああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　その力はブリッジにいる孝太郎にも及んでいた。ヴァンダリオンは孝太郎の存在を許さない。孝太郎の存在は端から少しずつ消滅していった。

「ぐぅぅっ、うああぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

『貴様はただでは殺さんっ！　苦しんで苦しんで、何の希望もなく絶望して死ねっ！　グラナードの命を奪った代だい償しようは払って貰もらうぞっ!!』

　その苦痛は半端なものではない。神経に直接焼いた串を刺すかのような、壮絶な痛みを伴う。何故ならそれをヴァンダリオンが望んでいるからだった。

『閣下！』

『大丈夫っすか、レイオス様！』

『みんなっ、閣下を守れぇっ！』

　だが不意に孝太郎を襲う苦痛が和らいだ。気が付くと、孝太郎の周りを白い光が取り囲んでいた。その光は決して強くはないが、色彩ははっきりしている。そのおかげで孝太郎の存在もはっきりし、消滅を免れていた。

『ぐぅっ、何なのだこの光はっ!?』

　白い光は今のヴァンダリオンとは相性が悪いようで、まるで電流に触れたかのような効果があった。白い光に弾かれたヴァンダリオンは『青騎士』から手を放した。

『ええいっ、忌いま々いましい奴やつらめぇっ！　いつまで青騎士などという過去の遺物にしがみ付いているのだっ!?』

『うわぁっ!?』

「お前達たちっ!?」

　しかし地獄の門から力を得ているヴァンダリオンに対しては、白い光の出現は僅わずかな時間稼かせぎにしかならなかった。ヴァンダリオンの力は余りにも強大で、彼かれが弐式の腕で虚こ空くうを薙なぎ払はらうと、まるで強い風で炎が吹き消されたかのように、白い光は消えていった。

「ヴァンダリオン………！」

『クククククッ、ハハハハハッ、悔しかろうっ!?　腹立たしかろう!?　それが失うという感覚だ！　分かるか青騎士っ、俺とグラナードはそれを貴様に味わわせる為に、長い長い時を超えて戦い続けてきたのだっ!!』

　絶大な力を持つヴァンダリオンは、勝利を確信して勝ち誇る。対する孝太郎は、勝利への確信とは程遠い状態にあった。『青騎士』は下半身と左半身の殆どを失い、宇宙空間を漂っているだけの状態にある。もはや要塞の中心を攻撃する力はないだろう。また孝太郎自身も先程の攻撃で体力を奪うばわれ、立っているのがやっと。孝太郎は負ける。遠からず死ぬ。それはもはや、誰の目にも明らかだった。










　少女達も孝太郎の危機は分かっていた。だがエルファリアとセイレーシュを連れたまま助けに行く訳にはいかない。それでは同じ事の繰り返しになってしまう。そして二人を後方で待機している味方に送り届けた時には、『青騎士』はもう大破して宇宙を漂うばかりの状態になっていた。

「すぐにコータローを助けに参るぞ！　このままではあの化け物に殺されてしまう！」

「ちょっと待ってよティアちゃん！　このまま行ってもただやられるだけだわ！　おじさまだって弱ったままだし！　何かちゃんと対策を考えないと！」

「考えている余よ裕ゆうなんてありませんわ！　もう今すぐにでもベルトリオンは！」

「ちょっとゆりかっ、魔ま法ほうで何とかしなさい！　あたしが許す！」

「許すって言われてもっ、そんな凄すごい魔法はありませんよぅっ！」

　程なく孝太郎はヴァンダリオンに殺されてしまうだろう。その点では全員の意見が一いつ致ちしていた。だがどう助けるのかという部分では、意見が一致しない。それも当然だろう。絶望的な状況を確実にひっくり返すような策など誰も持っていないのだ。

「キリハさん、何とかならないんですか？」

「真ま希き………そうしたいのは山々だが、この状況では………」

　そしてそれは頼たのみの綱であるキリハでも同じだった。特にキリハの場合、既にほぼ全ての手段で孝太郎の救出が不可能であるという事がはっきりと分かっている。その分だけ胸に抱かかえた絶望も深かった。

「………最後の瞬間を、おやかたさまと共に迎むかえられなかった………どうして置いて来てしまったのか………」

　ルースはモニターに映る『青騎士』の姿を見ながら、悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締しめる。どうしようもなかったのは分かっている。分かっているが、後悔は大きかった。ルースも、そして他の少女達も、孝太郎と運命を共に出来ない事が悲しくてならなかった。

　―――このままでは里さと見み君が………コータロー様が死ぬ………そうなれば、次は私達とフォルトーゼ………場合によっては地球や他の星だって………だったら！

　だがこの状況でも一人だけ、希望を捨てていない人間がいた。それは長い髪かみを銀色に輝かせ、額に剣けんの紋もん章しようを浮かび上がらせた少女―――晴海はるみだった。晴海は強い決意の表情を浮かべると、部屋の片隅に置かれているデスクに歩み寄る。そこには二本の剣が並べられていた。どちらも大きく破損しており、使い物にはならない。それはティアのサグラティンと、晴海のシグナルティンだった。

「………わたくしの命を全て使って、この剣を復活させれば………あるいは………」

　晴海はシグナルティンを復活させる事を考えていた。孝太郎からはきつく禁じられている事なのだが、この状況ではそうも言っていられない。ヴァンダリオンの力は予想を遥はるかに超えて巨大だった。だから孝太郎が死ねば次は自分達やフォルトーゼ。そうなってからでは遅い。だったら今この瞬間に自分の命を使う。晴海の命を全て注ぎ込めば、晴海は死ぬだろうが、孝太郎が勝つ可能性が生まれるかもしれない。確たる保証はないが、このまま座して滅びを待つよりはずっと良い筈だった。

「………ごめんなさい、里見君………約束を破る事になってしまって………」

　晴海がこの決断に至ったのは、先さき程ほど艦かんを飛び出していったダークネスレインボゥの少女達の影えい響きようだった。彼かの女じよ達たちにはエゥレクシスと真耶が無事かどうかは分からないし、その位置も正確には分かっていなかったが、迷わず助けに行った。だから晴海は自分もそのようにするべきだと考えたのだ。

「駄目じゃ、ハルミ！」

　だが晴海が両手をシグナルティンに向け、呪文の詠唱を開始しようとしたその時、ティアがその腕を掴んだ。彼かの女じよはいち早く晴海がやろうとしている事に気付き、慌てて止めに入ったのだ。

「ティアミリスさん………」

「そなた一人が犠ぎ牲せいになるなど、認める訳にはいかん！」

「でもこうしないとコータロー様が死ぬんです！　そしてその次はわたくし達とフォルトーゼ！　もはや選択の余地はないんです！」

「それは我々全員で解決するべき問題じゃ！　またそなた一人に背負わせる訳にはいかぬ！」

　二人はそのまま押おし問答を始めた。二人とも正しい事を言っているので、二人にはいつまでも妥だ協きよう点が見み出いだせない。話は平行線のまま続いた。そして誰もが話の成り行きを見守っていた。全員が両方の気持ちが痛いほど分かる。全員が孝太郎の為になら命を捨てられる。だが一人に捨てさせる訳にはいかない。だからどちらの味方も出来ず、見守っている事しか出来なかった。

『………』

「ん？」

　そんな時だった。やはり晴海とティアのやり取りを見守っていた早さ苗なえの耳に、何者かの囁き声が届いた。不思議に思った早苗はきょろきょろと周囲を見回すが、囁き声の主の姿は見当たらない。近くには誰も居ない。霊れいの姿もない。囁き声など聞こえる筈もない状況だった。

「空耳かな？」

　自然と早苗はそういう風に思った。霊能力はあっても、早苗も所しよ詮せんは人間だ。空耳ぐらい日常的に起こる。だが、早苗のこの考えはすぐに間違いだと分かった。

『………、………』

「やっぱり聞こえる………誰なの!?」

　再び囁きが早苗の耳に届いた。空耳ではなかったのだ。それは間違いなく何者かの声。誰かが早苗に呼びかけているのだ。ここではない、どこか遠い場所から。

『………、………、………』

「混沌の渦の力に対たい抗こうする為には、白単色では現実の改編に必要な因果律―――って、そんな事言われても分かんないよぉっ！」

　早苗にはなんとなく声に聞き覚えがあるような気がしていた。そしてこういうやり取りもした事があるように思えた。しかしそれがどこで、いつだったのかがどうしても思い出せなかった。

『………、………』

「えっ………？　そうやれば孝太郎を助けられるの？　本当に!?」

『………、………』

「可能性があるだけで十分だよ！　ありがと、やってみるね！」

『………』

「そうそう、らぶいずおーる。誰だか分かんないけど、あんた分かってるじゃない！」

「早苗ちゃぁん、何をしてるんですかぁ？」

　ぶつぶつと一人で喋っている早苗に気付き、ゆりかが不思議そうに首を傾かしげる。ゆりかは晴海とティアのやりとりの緊きん張ちよう感に耐えられず、逃にげるように早苗に視線を向けたところでそれに気付いたのだ。

「えっとねぇ………あれ？　なんだっけ？」

　ゆりかに言われて早苗も首を傾げる。この時、早苗の頭の中からはゆりかが声をかけてくるまでの数十秒間の記憶が綺麗に抜け落ちていた。だから早苗の頭の中にあったのは、数十秒前にティアが口にした言葉だった。

『それは我々全員で解決するべき問題じゃ！』

　そしてその短い言葉こそが、早苗に革命的な閃ひらめきをもたらした。

「大だい丈じよう夫ぶですかぁ？」

「そうだっ!!　そうだよティア!!　そうすればいいんだよっ!!　ごめんゆりかっ、ちょっと行ってくるっ!!」

「早苗ちゃんっ!?」

　誰もが納なつ得とくする方法がある―――その事に気付いた早苗は、ゆりかとの話を打ち切って走り出した。

　―――あたし達は馬ば鹿かだ！　ここには九人もいるのに！

　きちんと落ち着いて考えてみれば、至極単純な話だった。口論している事が馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えるぐらいに。早苗は未いまだ口論を続けている二人の元へ急ぐ。二人―――いや全員に教えなければならなかった。孝太郎を救えるかもしれない方法が、まだ残されているという事を。










　大きなダメージを負った『青騎士』は、既に戦う力を失っていた。ゆっくり向きを変えたり、右みぎ腕うでを動かしたりするぐらいは出来るのだが、その状態で敵を追ったり武器で攻撃したりしても何の意味もないだろう。そんな『青騎士』の目の前に、わざわざゆっくりと巨大な弐式が回り込んでくる。それは力と勝利の誇示、そして孝太郎に死の恐きよう怖ふを与える為ためのものだった。

『覚かく悟ごは出来たか、青騎士よ』

　ヴァンダリオンの弐式は奇怪な姿に成り果てていた。その後ろの宇宙要塞もそうだ。ダメージの量で言えば、恐らくは『青騎士』と同等かそれ以上だろう。にもかかわらず全くダメージを負っていないかのように振ふる舞まい、時には設計を遥かに上回る力を発揮する。それだけでなく、操縦者であるヴァンダリオンは既に肉体を失った状態にあった。およそ有り得ない事が孝太郎の眼前で展開していた。

「………酷く醜い姿だな、ヴァンダリオン」

『減らず口を………最後の最後まで忌々しい奴だ！』

　ガッ

　ヴァンダリオンは自分の状態を把は握あくしていない。今も無傷の弐式のコックピットにいるつもりでいるのだろう。弐式のサイズが変わっている事にさえ気付いていないのだ。彼は自分の都合でしか世界を見ていない。だから孝太郎の言葉に腹を立て、苛立たしげに『青騎士』を蹴り付ける。悪いのは全て孝太郎。酷く利己的な物の見方だった。

「うぅっ」

『キサマは自分を何だと思っているのだ!!　世界の支配者にでもなったつもりか!?　思い上がりだぞ、それはこの俺の事だ!!』

　ガッ、ガガッ

「ぐあぁっ!?」

　ヴァンダリオンはそのまま『青騎士』を蹴り続けた。彼は孝太郎を苦しめたいと考えているので、彼が『青騎士』を蹴る度たびに、混沌の力はその意志を反映して孝太郎に苦痛を与えていた。

　―――何故こいつばかりが尊敬されるのだ！　何故こいつにだけ従う！　シグナルティンはもうないというのにっ！　この俺から、たった一人の家臣であるグラナードを奪い去った男だというのにっ！

　ヴァンダリオンは許せなかった。青騎士―――孝太郎の存在を。一番気に入らないのは誰もが孝太郎に従っている事だった。皇家も国民も、不思議なぐらい孝太郎を支持している。先さき程ほどなどは死者達までもが孝太郎を守ろうとした。それに対してヴァンダリオンの周りには誰一人として存在していない。支持する者も、守ってくれる者も。両者を知る者には違いは明らかだろう。だが自分の都合でしか世界を見ないヴァンダリオンにはそれが分からない。しかもグラナードを失った事で、他人の都合を考えない傾けい向こうは一層強まっている。だから孝太郎を倒たおして、現実の間違いを正そうとしていた。悪いのは孝太郎、そして馬鹿な人間達。自らの間違いを認めないヴァンダリオンは、抱えた憎悪をひたすら孝太郎にぶつけ続けた。

「ぐがっ、ごほっ」

　何度目かの蹴りで、孝太郎は遂ついに立っていられなくなった。孝太郎が直接蹴られている訳ではないが、弐式の蹴りと同じタイミングで混沌の力が繰り返し襲い掛かかってくる。それにはヴァンダリオンが直接蹴り付けているのと全く同じ威い力りよくがあった。そうやって全身に怪我を負った孝太郎は、バランスを崩くずして仰向けに倒れた。視界は暗く、目が回ってどちらが上なのかも分からない。仮に分かったとしても、身体からだに力が入らないから何も出来ないだろう。実際、何度起き上がろうとしても出来なかった。指先がほんの僅かに動いたくらいだった。

　―――寝ている訳にはいかない………ヴァンダリオンを、自由にさせては………。

　この状況でなお意識を失わずにいたのは、孝太郎の強い使命感ゆえだった。もし自分が死ねば、ヴァンダリオンの次なるターゲットは皇家であり、国民達であろう。何としても守らねばならない―――その強い想おもいが辛かろうじて孝太郎の意識を繋ぎ止めている。身体が動かなくなっても、懸命にヴァンダリオンを止めようとしていた。

　―――それにこのままでは、ヴァンダリオンがあいつらのところへ行く………それだけは………。

　そして何より重要だったのは、今は少し離はなれた場所にいる少女達の事だった。憎悪を滾らせたヴァンダリオンは、孝太郎が一番苦しむ事をしようとするだろう。ならば少女達がそのターゲットになる事は明白だ。その時に孝太郎が生きていようが死んでいようが、それだけは確実だった。だからこそ、孝太郎は立ち上がろうと必死だった。しかし身体は動かず、気ばかりが焦る。孝太郎を苦しめようというヴァンダリオンの意図は、間違いなく成功していると言えるだろう。

『もう動けないようだな。クククククッ、それも当然か。真の覇は王おうを前にすれば、凡人は這いつくばるのが必定！　収まるべき場所に収まったのだっ！』

　ヴァンダリオンはこの状況に満足していた。『青騎士』は大破し、孝太郎は倒れて動けない。そして孝太郎の心は何も出来ない事に苦しんでいる。長い長い間思い描いて来た、理想的な結末が目の前に迫っていた。

『ではそろそろ死んで貰おうか、青騎士よっ！　キサマの死を切っ掛けにして、何もかもが変わるだろう！　俺が永遠に全てを支配する世界が始まるのだっ!!』

　孝太郎が動けなくなった事で、ヴァンダリオンは次なるステップへ移る事に決めた。これ以上は孝太郎を責めても何の意味もない。ここからは世界を混沌に染める方が、効果的に孝太郎の魂たましいを苦しめるだろう。

　―――ヴァンダリオン………何とか、何とかしないと………。

　孝太郎の脳裏にこの先の事が思い浮うかぶ。ヴァンダリオンは真っ先に少女達を狙うだろうだろう。殺されるのか、捕まるのか、それは分からない。だがどちらにせよ悪夢のような経験をさせてから殺そうとするだろう。それを想像すると、孝太郎は魂が引き千切られるかのような激しい苦痛を感じる。だが身体は決して動かない。もどかしくて、頭がどうにかなってしまいそうだった。

『ふーん、そっかー。孝太郎ってば、そんなにあたし達の事が大事だったんだ？』

　そんな時だった。不意に孝太郎の耳に聞き覚えのある少女の声が飛び込んで来た。

　―――早苗？

　聞き間違う筈もない。それはいつも耳元で聞こえている、早苗の声だった。

『うん、みんなもいるよ』

『おやかたさま、御ご無ぶ事じですかっ!?』

『しっかり里見さぁん！　ほらぁ、真希ちゃんも何か言わないとぉ！』

『………里見君っ、よかった、まだ生きてる！』

『にょわぁあぁぁぁっ、ボロボロではないかぁっ！　医者！　修理工！　とにかく沢たく山さん連れて参れぇっ！』

『また酷くやられたな、里見孝太郎………この状況では仕方あるまいが』

『里見君、何か言ってあげて。クランさんが泣きそうなの』

『泣いてませんわっ！　シズカ、悪質なデマは止やめて下さいまし！』

『コータロー様………またそのように傷付いて………あぁ………』

　最初に早苗の声が聞こえた時には、孝太郎は幻げん聴ちようかと思った。だが早苗以外の少女達の声も聞こえ始めた事で、幻聴ではないと考えるようになった。霊能力や魔法などで、本当に少女達の声を届けているのだろう、と。

　―――みんな、どうして………。

『そんな事は決まっています。コータロー様、みんな貴方あなた様をお助けしたいのです』

　戸惑う孝太郎とは反対に、晴海の声は静かだった。そしてまるで孝太郎を諭すように、事情を伝えた。

　―――ありがたいが、そんな方法はない。それよりみんな早く逃げろ！　ヴァンダリオンは強大過ぎる！

『そーだね。あたし達も普ふ通つうの方法じゃダメだと思ってる』

　早苗はいつもより落ち着いていた。その声にはいつもの楽しそうなニュアンスがない。日ひ頃ごろ考えなしの彼女にも、緊きん急きゆう事態だと分かっているのだ。

　―――だったら早く逃げるんだ！　ヴァンダリオンは俺を殺したら、すぐにそっちへ行くぞ！

『じゃから、ちょっと無む茶ちやをしようと思うのじゃ。………ちょっとじゃないかも、しれんがのぅ』

　ティアの場合は普ふ段だんが意地っ張りな分だけ、どことなく可愛かわいらしい印象があった。悪戯いたずらを咎とがめられた時の子供のようだった。

　―――無茶？

『うむ、かなりの無茶だ。上手うまくいく保証がなかったものでな、最後に汝なんじの声が聞きたかった』

　普段と変わりないのはキリハだけかもしれない。キリハはいつも通りの調子で孝太郎に語り掛けてくる。しかし言葉にからかう調子が含ふくまれていないので、胸の奥おくでは彼女なりに思うところはあるのだろう。

『あとあとぉ、訊きたい事もあったしぃ』

　―――待て、お前ら一体何をする気だ!?

　孝太郎はここで嫌いやな予感がし始めていた。ゆりかが状況を理解した上で真剣であるのなら、少女達は余よ程ほどの事をやるつもりの筈なのだ。少女達が何をするつもりなのか、そこに対する不安が急激に大きくなっていった。

『おやかたさまは、わたくし達の事を愛して下さっていますか？』

『みんなでずっとウチに………ころな荘に住んでるからってだけじゃなくてさ』

『私が元ダークネスレインボゥだったとか、早苗さんが元幽霊だったとか、そういう私達の境きよう遇ぐうに同情する気持ちも忘れた上で………』

『わたくし達を一人の女の子として………その………愛してくださって、いますの？』

　孝太郎の都合はもちろん、お互たがいの事を思おもい遣やる少女達は、これまでそれをはっきりと孝太郎に問うような事はしなかった。けれど彼女達は遂にそれを孝太郎に訊ねた。それを確かく認にんしない事には、どうしても最後の一歩が踏ふみ出せなかったのだ。

　―――当たり前だろうっ！　だから早く逃げろって言ってるんだっ！　もしお前らが一人でも欠けたら、悔やんでも悔やみ切れない！　何度生まれ変わっても、嘆き続ける事になるだろうさっ!!　何をするつもりか知らんがっ、すぐに止めて逃げろっ!!

　それは紛まぎれもなく孝太郎の本音だった。誰一人欠けて欲ほしくない。幸せに生きている事をずっと近くで眺ながめていたい。それは追おい詰つめられ、本当にどうしようもなくなったからこそ、孝太郎が認める事が出来た心の奥おく底そこにある真なる想いだった。

『………』

　そうやって孝太郎が本音を明かした次の瞬しゆん間かん。少女達の方からは、言葉ではなくただ激しい感情が伝わって来た。それは明確に一つの意思に絞る事が出来ない、九人の感情の爆ばく発はつだった。肯定的な感情の全すべてが一瞬で限界を超え、怒ど涛とうのような勢いで孝太郎に流れ込んで来る。それは孝太郎と自分自身、周囲にいる少女達、そして世界の全てを肯定せんとする、とてもとても大きな意思の表れだった。

『里見君っ、あぁ………あのっ、うぅっ、コータロー様っ………貴方がそういう風に仰って下さったからっ、やってみる事に致します。どうしてもやってみたいのですっ！　わたくし達はみんな、貴方を心からお慕いしておりますからっ！』

　―――おい馬鹿っ、止めろっ!!　逃げろって言ってるのが分からないのかっ!?

『馬鹿はそなたじゃ!!　我らはこの感情の為になら命を懸けられる!!　仕方なかろうがっ、我らはみんな、女の子なのじゃからなぁっ!!』

　孝太郎の気持ちを確認した今、少女達には何も思い残す事はなかった。胸の中にあるこのあたたかなものの為になら、全てを懸けられる。命も、未来も、丸ごと全て。それで全てを失っても後悔はしない。彼女達が愛してやまない人が、愛していると言ってくれたから。結局のところ、彼女達は女の子なのだ。もはや男の孝太郎が何を言おうとも、彼女達の覚悟は変えられなかった。










　少女達は九人全員で輪を描くようにして立っていた。そしてその中心には二本の剣が置かれている。どちらも砕けており、欠けている部分も多い。二本とも剣としての役目は果たせなくなっていた。少女達はそんな二本の剣に向かって立つと、祈るように胸の前で両手を組み合わせる。彼女達はこれから儀式を執り行い、砕けた二本の剣を蘇らせようとしている。九人全員の生命を全力で注ぎ込み、シグナルティンを超こえる剣として蘇らせようというのだ。

　もちろん剣が蘇る保証も、蘇ればヴァンダリオンを倒せる保証もない。大量の命を剣に注ぎ込む事になるので、少女達が無事で済むかどうかも分からないのだ。だがこれこそが彼女達に残された最後のチャンスだった。愛する人を守り、真なる邪悪を倒す。全てを引き換えにしてでも、挑いどむ価値のある行こう為いだった。

　剣を取り囲んだ九人の少女達は、最後に互いに視線を交かわし、儀式を始める覚悟が出来ているかどうかを確認し合った。幸いな事に、九人全員にその覚悟が出来ていた。退く者は一人もいなかった。だから少女達は儀式に踏み切った。もはや一刻の猶ゆう予よもない。全てはこの瞬間にかかっていた。

『………我は万ばん物ぶつに先立つ無限の力』

　儀式の始まりは晴海からだった。彼女は両手を胸の前で組み合わせたまま、フォルトーゼの上位古代語―――二千年前の儀式言語を唱える。すると彼女の額に白い剣の紋章が現れ、その直後に身体から同じ色の光が溢あふれ出て、頭上へ向かって伸びていった。それはまるで頭上からスポットライトが当てられているかのようだった。

『世界の終わりを見届ける永遠なる旅人』

　次は早苗だった。彼女が晴海と同じように呪文の詠唱を始めると、額には紫色の剣の紋章が現れ、身体からは紫色の光が溢れ出した。紋章と光の色は一対ついのもの。同じ色で美しく輝かがやいていた。

『内なる九つの想いに応え、今こそ最後の封印を解き放たん！』

　三番目はゆりかだった。彼女の色は青。額には青い剣の紋章が浮かび、身体からは青い光が立ち上っている。そしてゆりかが詠唱を終えた時から、部屋の中心に置かれている二本の剣がぼんやりと輝き始めた。高まった三色のエネルギーが剣を輝かせているのだ。

『創造の導き手、均衡の使者よ！』

　続く四番目はキリハ。彼女が纏まとう色は緑。その落ち着きのある輝きが現れると、誰だれも触れていないにもかかわらず、二本の剣が宙に浮かび上がった。

『九つの輝きもて汝を形作らん！』

　その次はティアだ。彼女を包んだ光は赤く輝いている。力強い輝きで周囲を圧するその光が現れると、砕けたままの二本の剣が空中でひとりでに元の形へ整列していく。まるで砕けた様を逆再生で見るかのような光景だった。

『ただ一つの命に寄り添い、もって万物を守護せよ！』

　ティアの後はルースだった。彼女を覆う光は黄色。彼女の性格を表すかのような控えめなその輝きが現れると、整列した剣の欠けて失われている部分に、何処からか出現した金属片が嵌はめ込まれていった。

『我わが名は侵略者！』

　クランを包つつみ込んだ光はオレンジだった。クランから溢れ出るオレンジの光は、意外に澄んだ美しい輝きを放っている。その光が現れると、バラバラだった剣が一つに繋ぎ合わされ、元の優美な姿を取とり戻もどした。

『狭き世界に集つどいしささやかなる祈り！』

　八番目に現れたのは藍あい色いろの光。その出所は真希だった。彼女の藍色の輝きは、かつては闇色に染まっていた。しかし今の藍色はどこまでも透き通り、明るく輝いている。そして彼女の変化をそのまま映すかのように、くすんでいた二本の剣がそれぞれに光を放ち始める。シグナルティンは銀色に、サグラティンは金色に。二本の剣はここで完全に元の姿を取り戻していた。

『運命を宿せし宝剣よ、我が名をその身に刻み、今こそ封印を打ち破れ！』

　最後は静しず香かだった。彼女の色は黒。創造を司る白とは表裏一体の、破壊を示す輝きだった。だがこの時に起こった事は破壊ではなかった。胸の前で両手を組み合わせていた少女達が一いつ斉せいにその手を前へ―――二本の剣の方へ伸ばすと、彼女達の身体から溢れ出だしている九色の光が、上へ向かって大きく伸び上がった。そして九つの光は大きな曲線を描いて二本の剣に降り注ぐ。それはまるで虹にじが落ちてきたかのような、美しくも幻想的な光景だった。










　孝太郎の目の前に、突とつ然ぜん二本の剣が出現した。それは金色の剣と銀色の剣。二本の剣は強い輝きを放ちながら、孝太郎の眼前を漂っていた。だが奇き妙みような事に二本の剣が放つ光は剣そのものの色とは違っている。その色は虹の七色に白と黒を加えた九色。世界を形作る全ての輝きがそこに集められていた。

「シグナルティンとサグラティン………？　だがどうなってるんだ………？　力がぐんと増しているぞ………」

　その光を浴びた事で、孝太郎は身体が動くようになっていた。元のシグナルティンにも同じ力があったが、ここまで強くはなかった。それで孝太郎は理解した。彼女達がやろうとしていた試みが、成功したのだという事に。

『苦し紛れに皇女達がシグナルティンを再生させたのか!?　いや違うっ、これは全くの別物だっ!!』

　二本の剣が出現したのは『青あお騎き士し』のブリッジの中なので、ヴァンダリオンはそれを直接見ている訳ではないのだが、そこに集中している力の大きさははっきりと感じ取っていた。また剣が出現した瞬間から、地獄の門が勝手に凄すさまじい勢いでエネルギーを吐き出し始めている。地じ獄ごくの門―――混沌の渦うずには、その剣の正体が分かっているのだ。その剣に勝つ為には、これまで通りでは全く足りない。混沌の渦は、二本の剣の出現に怯おびえているのだった。







[image: ]







[image: ]







「………あの馬鹿共………やりやがったのか………」

　驚きよう愕がくするヴァンダリオンとは逆に、孝太郎は出現した二本の剣に穏やかな眼差しを送っていた。どちらの剣からも、よく知っている気配がするのだ。それはころな荘の一〇六号室に帰った時に感じる気配と全く同じもの。だから剣に宿る力がどれだけ大きかろうと、孝太郎は全く気にならなかった。一〇六号室には、危険など何もないのだから。孝太郎は小さく笑うと、無造作に二本の剣に手を伸ばした。すると剣が放つ虹色の輝きの向こう側から、九人の少女達全員の声が聞こえてくる。それは呪文の最後の部分。全員で生み出した剣に、名前を与あたえる部分だった。

『光と闇の狭間、幾百万の刻ときと幾千万の道程みちのりの彼方かなたから、来たれぇっ!!　ナルファラウレーンッ!!』

　九人の少女達が声を一つにして剣に与えたのは、ナルファラウレーンという風変わりな名前だった。それはフォルトーゼの古代語で、夜明け前の空にかかる虹を意味している。科学現象としては矛む盾じゆんした名かもしれないが、白と黒、そして虹の七色を併せ持つ剣には相応ふさわしい名前だった。

「なんだっ!?　剣がっ!?」

　そして剣が名を与えられた瞬間、驚くべき事が起こった。金と銀、二本の剣が融合し、新たな一本の剣へと変化したのだ。その姿はシグナルティンとサグラティン、双そう方ほうの特徴を受け継いでいる。銀色に輝く美しい刀身には金色のラインが走り、金色に輝く豪ごう奢しやな柄つかには銀の装飾が施されている。そして刻まれた紋章はティアの花ではなく、アライアの雪でもない。雪の結晶を花弁に持つ、見た事もない不思議な花だった。

「………そうか、これがナルファラウレーンって事なんだな………」

　孝太郎は今度こそ剣を手に取った。すると剣はしっくりと手に馴な染じむ。初めて持つ剣である筈はずなのに、まるでずっと昔から使ってきたかのようだった。

『青騎士、何なのだその剣は!?』

「シグナルティンとサグラティンが一つになったもの………の筈なんだがな」

『嘘うそをつくな！　その剣の力はそんなものではないっ！』

　孝太郎には本当にナルファラウレーンが何なのかが分かっていなかった。九人がかりで二本の砕けた剣を蘇らせ、一本にしたというくらいの認識しかないのだ。

　―――ただ蘇っただけである筈がない！　事実、あれを見た時から弐に式しきのパワーが上がり続けている！　弐式には分かっているのだ！　あれを倒すには、これまで以上の力が必要になると！

　だが地獄の門と同化しつつあるヴァンダリオンには、孝太郎の新たな剣が非常に危険なものである事が分かっていた。弐式と要よう塞さいのシステムが勝手に戦いに備えて準備を進めている。ジェネレーターの出力を上げ、不要なシステムは切り離し、少しでも戦せん闘とう能力を向上させようとあらゆる対策を講じていた。大破した『青騎士』に新しい剣が加わっただけでこの慌てようなのだ。普通の剣である筈はなかった。

『だが俺おれは万物の頂点に立つ男だ！　マシンが怯えたとて、引き下がりはせん！　それは覇王の為なすべき事ではないっっ!!』

　グラナードが作ったマシンが怯えるのはいい。だがヴァンダリオンは、その時にほんの少しだけ自身も怯えた事に腹を立てていた。ヴァンダリオンは生まれながらの覇王。力で全てを従える、王の中の王。彼は戦って孝太郎を倒す事で、怯えた事実を気の迷いだと証明し、覇王たる自己を再確認するつもりだった。

『殺してやるぅっ!!　今度こそ殺してやるぞぉっ、青騎士めぇぇぇぇぇっ!!』

　ヴァンダリオンは地獄の門が吐はき出し続けている膨ぼう大だいなエネルギーを弐式に取り込みながら『青騎士』に迫せまる。弐式は既すでに殆ほとんどが吹き飛んでいるので、実体としての機体は存在していない。だが地獄の門のエネルギーは弐式の形に蓄えられ、まるで実体があるかのように振る舞っている。その戦闘能力はこれまでの比ではない。集積したエネルギー量はこれまでの三倍を遥かに上回っていた。

「………ティア、頼む」

『うむ！　わらわに任せておけ！』

　孝太郎の剣が赤い光を放つ。すると次の瞬間、『青騎士』の右手に握にぎられている対たい艦かんエネルギーソードがひとりでにビームを連射し始めた。その狙いは極きわめて正確で、接近してくる弐式の身体に次々と命中していった。

『グアアァアァァァァッ、馬鹿なぁっ、そんな馬鹿なぁっ！　俺は力を得たんだぞっ、万物の頂点に立ったんだぞっ！　なのにどうしてこんなに簡単にぃぃぃっ!!』

　膨大なエネルギーを得た今の弐式は『青騎士』と同じくらいの大きさにまで膨れ上がっている。その分だけ防御用のバリアーの強度も身体そのものの強度も、これまでよりずっと上がっている。だがそんなものをものともせず、ティアが放ったビームは弐式の身体を易々と貫いていた。

『認めんっ、認めんぞぉっ!!　よこせぇっ、もっと力をよこせぇぇっ!!　俺に青騎士を倒すだけの力をよこすんだぁぁぁぁぁっ!!』

　ゴアアァアアァァァァァッ

　ティアの砲ほう撃げきで大きなダメージを負った弐式は、宇宙要塞―――正確には地獄の門なのだが―――から更なる力を引き出して受けたダメージを修復しようとする。だが砲撃のダメージは大きく、簡単に修復できるようなものではなかった。そこで弐式はエネルギーを吸収するだけではなく、宇宙要塞そのものを吸収し始めた。

「キリハさん、あれは一体何をやっているんだ？」

　孝太郎は今度はキリハに呼びかける。すると剣の光は赤から緑に変わった。

『どうやら本格的に一体化しようとしているらしいな。ヴァンダリオンは混沌に触れ過ぎたせいで、自己と他者の区別さえ曖あい昧まいになっているようだ』

　宇宙要塞は弐式に触ふれている部分から形が曖昧になり、まるで粘土であるかのように弐式の方に引き摺ずり込まれていった。するとまずは機体の失われていた部分が再生され、それが終わると身体全体が急激に太く大きくなっていく。最終的には宇宙要塞の全てを取り込み、全長十キロを超える巨きよ大だいな竜りゆうへと変貌した。

『でも孝太郎、あの身体はハッタリだよ。力の出所は結局最初とおんなじで、気色悪いぐるぐるのまんまだもの』

『おやかたさま、サナエ様が仰おつしやるぐるぐるの位置はここです』

『チャンスよ里見君っ！　あの辺りはさっきの真耶様達たちの攻こう撃げきのおかげで、再生が進んでないわ！　今なら直接狙える！』

　紫、黄、藍あいと、剣は放つ光の色を次々と変化させながら、少女達の声を孝太郎に伝えてくれる。それはまるで九人の少女達が全員、この場所に集っているかのようだった。

「あそこか………」

『これだけ大きさに差があるというのに、やれるつもりかぁっ、青騎士ぃ!!』

「確かに、俺おれ達たちだけなら無理だったかもしれないな」

　孝太郎は両手で剣を構えた。するとその動きをなぞるようにして『青騎士』も対艦エネルギーソードを構える。その直後、ソードを覆おおっているエネルギーの輝きが色を変えた。本来の白から、ナルファラウレーンと同じ九色の虹色へ。そしてその輝きはどんどん激しく強くなっていく。やがて刀身から溢れ出した輝きは、まるでビーム砲ほうのように長く伸びていった。

「だがお前がこの戦いをフォルトーゼ中に流した。そのせいで誰もが願ったんだ。お前を倒して、平和な世界を取り戻したいと」

『ではまさか、その光は―――』

　対艦エネルギーソードの先端から伸びた光は、実に数十キロもの長さに及んだ。それはナルファラウレーンが集めた人々の意思の集積。平凡な世界を取り戻したいと願う、人々の切なる願いだった。

「そうともヴァンダリオン！　俺は一人じゃない！　俺の後ろには百億人以上もの人々が続いているんだ！」

『さぁせるかぁぁぁっ!!』

　全長が三キロを超える長さを持つ腕うでを振るい、ヴァンダリオンは『青騎士』を破は壊かいしようとする。対艦エネルギーソードが振り下おろされる前に、決着を付ける必要があった。

「ティアッ！　クランッ！」

『心得た！』

『人使いが荒いですわねぇ』

　孝太郎の剣けんの色が赤とオレンジに連続して変化する。すると『青騎士』のビームやレーザーが巨大な弐式に集中する。だが狙いは接近してくる腕ではない。そのずっと後ろにある弐式の顔だった。ビームやレーザーはそこで爆発を起こし、ほんの僅わずかな間だけ、弐式の視界を奪った。

「大家さんっ、ゆりかっ!!」

『おじさまっ、残りの魔ま力りよくを全部ゆりかちゃんに！』

『リコール・プレキャスト・テレポートォッ!!』

　弐式は余りに大きい。多少砲撃したところでその腕の一いち撃げきは止められないだろう。そこでゆりかが瞬間移動の魔ま法ほうを使う。本来のゆりかには『青騎士』を瞬間移動させるほどの魔力はない。しかし今のゆりかはナルファラウレーンの支し援えんがあり、また同じように剣と繋つながっている静香が火か竜りゆう帝ていの魔力を送ってくれていた。おかげでほんの僅かにだが『青騎士』を動かす事が出来た。視界を塞がれていた事も手伝って、弐式は瞬間移動した『青騎士』を追い切れず、その一撃は『青騎士』の砲を幾いくつかもぎ取っただけで終わった。

『馬鹿なっ、なぜこうなる!?　一度は青騎士を追い詰めていたというのにっ!!』

「お前には永遠に分かるまい！　一人きりで全てを支配しようというお前には！」

　そしてこの時、孝太郎がずっと待ち続けていた瞬間が訪れた。それを告げたのは孝太郎の剣の輝きだ。その色は透き通った純白。晴海が纏っている光だった。

『コータロー様、今です！』

　晴海はナルファラウレーンに人の意思を集めながら、ずっと機会を探っていた。巨大化した弐式は、普通に動くだけで大量の魔力を消費する。それが攻撃であれば、なおの事だった。そして今、弐式は焦りから通常よりも遥はるかに多くの魔力を使って『青騎士』を攻撃しようとした。おかげで今の弐式は防御の為の力を殆ど残していない。それは追い詰められたヴァンダリオンが、たった数秒間だけ垣間見せた、最初で最後の隙だった。

「俺一人が勝つ必要なんて何処どこにもない!!　勝つのはぁっ、俺達だぁぁぁぁっ!!」

　その僅かな隙を逃さず、孝太郎は全力で剣を振り下ろした。するとその動きと寸分違わぬ動きで『青騎士』も対艦エネルギーソードを振り下ろす。全長数十キロに及およぶ長大な剣の切っ先は、もはや目では捉とらえられない程に速い。その狙いはエゥレクシス達の攻撃によって再生が上手くいっていない左胸。その内側には地獄の門が渦を巻いている筈だった。剣の切っ先は右みぎ肩かたから入り、左胸を通って脇わき腹ばらへ抜ぬける。だがあまりに剣の速度が速過ぎたものだから、ヴァンダリオンが斬られた事を知ったのは、機体が爆発を始めてからの事だった。

　ドゴォオオォオォォォォォォン

　対艦エネルギーソードの一撃によって地獄の門は両断された。これにより門は崩ほう壊かいし、弐式へのエネルギー供給が途絶えた。それは既に実体を失っている、弐式の崩壊をも意味していた。

『なんだっ、これは一体なんなんだぁっ!?　何故なぜ勝てん!?　どうして俺はいつも負けるのだっ!?　何故青騎士なのだっ、何故世界は俺を認めないっ!?』

　弐式の身体は、実体が存在していないのに、魔力で宇宙要塞の形を歪ゆがめて詰め込んだ歪いびつなものだ。門からの魔力の供給が途絶えれば、それは途と端たんに崩れていく。まるで砂で作られた彫像が、波を浴びたかのようだった。
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「………ヴァンダリオン、それはお前が世界を認めなかったからだ。もしグラナードを認める気持ちの何分の一かを世界にも向けていれば、こういう事にはならなかったんだ」

　世界を拒絶する者に、世界は微笑ほほえまない。自身も幼年期にそれを経験しているが故ゆえに、孝太郎は誰よりもその事をよく分かっていた。ひび割れた心を抱かかえてなお微笑むから、世界も微笑み返してくれる。九人の少女達が、そうしてくれたように。

『馬鹿なっ、俺おれは覇王だぞっ!?　何故俺が他人に跪ひざまずかねばならんっ!?　それではあべこべではないかっ!?』

　そして崩壊は弐式と融合したヴァンダリオン自身にも及び始めた。ヴァンダリオンも既に実体を失っていたから、彼かれが辿る運命は弐式と同じだった。

『崩れる!?　俺の身体が崩れていくぞ!?　どうして!?　何故こんな理不尽な事が起こるのだ!?　俺が一体何をしたというのだっ!?』

「………やはり自分が魂だけになっていた事には、気付いていなかったんだな」

『嫌だぁっ、消えたくないっ!!　俺は王なんだっ!!　万物の頂点に君臨する覇王なんだあっ!!　こんなところで消える訳にはいかない!!　俺はまだ何もやっていないんだぞ!?　青騎士を殺し、皇家を滅ほろぼし、全てを支配するんだ!!　俺が消えれば世界の損失だぞ!?　誰でもいい、王を助けろ!!　命令だ!!　何処にいるのだグラ―――』

　結局、ヴァンダリオンは最後の最後まで何も理解しなかった。二千年前の世界で、マクスファーンがそうであったように。そして理解しなかったからこそ、彼には何の救いも訪れなかった。約束を忠実に守り、魂となってヴァンダリオンを見守っていたグラナードにさえ、気付かずに終わった。







そして光の彼方に　一月八日（土）







　ヴァンダリオンが倒されると、クーデター軍は降こう伏ふくした。これは戦略的に戦線を維持するのが難しくなったという事もあるのだが、彼らの降伏を決定付けたのはヴァンダリオンが最後に見せた姿そのものだった。

　弐式や宇宙要塞と融合したヴァンダリオンの姿は、一般の国民だけでなく、クーデター軍の者達の目から見ても怪かい物ぶつ以外の何者でもなかった。また彼が発した言葉も指導者の言葉には聞こえなかった。そういった事がクーデター軍の者達の目を覚まさせた。降伏は自然な成り行きであっただろう。これにより長く続いたフォルトーゼのクーデターは無事に終結した。

　クーデター軍が降伏すると、エルファリアは改革の大おお鉈なたを振ふるい始めた。まずはヴァンダリオンとの繋がりが深い者達を更こう迭てつし、人事を刷新した。またクーデターの再発を防止する為ための法案や、皇国軍の軍縮に関する議論をスタートさせた。それらはエルファリアが以前から提案していながらも議会で否決され続けたものだったが、今回は流石さすがに議会を通過するだろうというのがもっぱらの見方だった。そしてそれはエゥレクシスの望みが部分的に叶かなったという事でもある。エルファリアの治世では政治や軍が暴走しかねないというのが、エゥレクシスが行動を起こした最大の要因だった。エルファリアが改革を進められたという事は、その暴走を抑制出来たという事。エゥレクシスにとってもそう悪い結末ではないだろう―――孝こう太た郎ろうはそんな風に解釈していた。

　そのエゥレクシスだが、結局真ま耶や共々行方は分からないままとなっていた。ダークネスレインボゥの少女達によれば、幾ら捜さがしても見付からなかったとの事だった。彼かの女じよらの言葉が嘘である可能性はあったが、孝太郎はそれ以上追つい及きゆうするのを止めた。エルファリアが改革を進めて行けばエゥレクシスが再び事を起こす事はないだろうし、最後の戦いで救って貰もらった義理もある。それに変に律儀な所があるエゥレクシスなら、何か事を起こす場合には必ず事前に挨あい拶さつに来る気がしていた。そして何より、ダークネスレインボゥの立場を悪くするような事を、彼と真耶がしでかすとは思えなかった。










　エルファリアはフォルサリアの存在を国民に公表した。二千年前の戦いでグレバナスが率いていた者達の末まつ裔えいが生き延びており、独自の発展を遂げていた。今回のクーデターに絡んでその国との接せつ触しよくに成功したので、友好的な関係を築く事に決めた、と。

　フォルサリアの人間の中には、フォルトーゼへの帰き還かんを望む者と望まない者がいる。フォルトーゼとしては、その双方の考えを尊重する事が、国家として責任を果たす事だと考えている。具体的にはフォルサリア魔法王国の独立を守りつつ、移住を望んでいる者達には門戸を開くという事になる。そして移住の受け入れ先は、当面はベルトリオン特別領になる予定だった。

　そうしたフォルサリア魔法王国との窓口として働く事になったのが、既にフォルトーゼにやって来ているダークネスレインボゥだった。既にフォルトーゼ事情に通じている彼女らは、その仕事にはうってつけだった。逆にフォルサリア側で窓口になるのはレインボゥハートだ。レインボゥハートはフォルサリアの現政権なので、これは当然の処置と言えるだろう。

『………結果的に、ダークネスレインボゥの目的は達したという事になるのかしら』

『ネイビーに負けたままなのが気に入らないけれど』

『あんた、真ま希きに助けられたんだからちょっとぐらい歩み寄りなさいよ』

『わかってるわよ！　だから嫌だけど引き受けたんじゃないの！』

『ねえブルりん、イエろん、フォルトーゼにも可愛い服がいっぱいあるね！』

『折せつ角かくだから、一着私に選んでくれないかしら』

『いいよ!!　いつ行く!?』

『ベルトリオン特別領って、景色のいい場所はあるかしら………』

　結果的にレインボゥハートとダークネスレインボゥは、手を取り合って役目を果たしていく事になった。長い歴史を振り返れば皮肉な結末ではあるが、収まるべきところに収まった、と言う事が出来るだろう。大きく見た場合、どちらの望みも叶ったのだから。

　だからダークネスレインボゥの少女達は、自分達の新たな役目を果たしながら、ずっと待ち続けるのだろう。エゥレクシスと真耶が、長い長い航海から帰ってくるその時を。孝太郎はそれでいいと思っている。ティア達もそう思っている。今のダークネスレインボゥの少女達は、ヴァンダリオン達とは決定的に違っていると、分かっているからだった。










　そしてクーデターを終結に導いた最大の功労者である青騎士―――孝太郎の評判は高まる一方だった。クーデター終結後に事件のあらましが明らかになっていくに連れて、ただでさえ高かった評判は天井知らずに高まっていった。孝太郎は国民が待ち望んでいた伝説の英雄の姿をこれでもかと見せ付けた格好になり、その人気を不動のものとした。おかげで行く先々で毎回大変な騒さわぎになる。この日もそうだった。

『大変な人気だな、青騎士よ』

「笑い事じゃありませんよ、アルゥナイア殿どの」

　孝太郎はこの日、ラシュターク墓地を訪れていた。過去でも現代でも、この場所に眠っている勇者達には繰くり返かえし世話になっている。だからきちんと参拝したいと思っていたのだが、戦後処理のごたごたでなかなかその機会が得られなかった。クーデター終結から一週間以上を経へて、ようやく少し時間が取れるようになったので、孝太郎はこの場所を訪おとずれる事が出来た。ちなみに、この後は皇家の墓地にも参拝する予定となっていた。

「ここじゃなかったらすっごい騒ぎになってたわね。場所が良かった感じかしら」

　ボディーガード役で同行していた静しず香かが笑う。何処に行っても大変な騒ぎを起こしてしまう孝太郎なのだが、今日は不思議とそうなっていない。その理由はこの場所が墓地であったからだ。だから人々は孝太郎の存在に気付きながらも、遠巻きに見守っているだけで近付いてこない。死者との対話に割り込んではいけないと、誰もがきちんと理解しているのだった。

『騒ぎが嫌なら、そんな格好をしなければいいのに』

「私がこの格好をせずに、この場所に来る訳にはいかないでしょう」

　実は騒ぎになる原因は孝太郎の側にもある。公式の行事に出席を求められれば、孝太郎は青騎士の格好をしなければならなくなる。それは酷ひどく目立つので、毎回大変な数の人間を呼び寄せてしまうのだ。今日はプライベートなのでその例には含まれないのだが、墓参りとあっては青騎士の格好をせざるを得ない。それが指揮を執とった者の最低限の礼儀だろうと思うからだった。

「それじゃー我が慢まんするしかないわねー」

　困る孝太郎とは裏腹に、静香は上じよう機き嫌げんだった。自分が愛してやまない男の子が、誰からも好かれているのは嬉しい事だ。静香は日々高まる孝太郎の名声を、我が事のように喜んでいた。

「そんな他人ひと事ごとみたいに」

「他人事だもーん♪　里さと見み君がいつまでも彼女にしてくれないからっ♪」

「あのですねぇ………」

『ふーむ………思うにな、青騎士。汝なんじは鮮やかに示し過ぎたのだ。英雄がいかなるものなのか、という事をな』

　誰もが思い描く理想の英雄の姿がある。孝太郎は余りに鮮やかに、その姿を再現して見せてしまった。だから人々は大騒ぎせざるを得ない。つまり英雄らしくやり過ぎた、というのがアルゥナイアの見解だった。

「それは成り行きですよ。似たような事が前にもあったから、上手うまく行動できたというだけで………それが無かったらもっと無様でしたよ」

　孝太郎にしてみれば大した事をしている意識はない。何故なら毎回、孝太郎には参考に出来るものがあったのだ。二千年前のフォルトーゼでは、ティアが台本を書いた演劇を参考に行動する事が出来た。現代で何らかの敵が現れた時は、二千年前の戦いの経験が役に立った。フォルトーゼでクーデターが起きた時も同じだ。過去の世界と現代での戦い、それらの豊富な経験が、孝太郎に青騎士として行動する事を可能とさせたのだった。

『一つ前の経験が予行演習になったというのなら、それは運命だという事だ。それに、歴史は繰り返すとも言うだろう？』

　アルゥナイアは楽しそうに笑う。孝太郎はそんなアルゥナイアに不満をぶつけようとしたのだが、その直前になって彼の言葉の中に気になる部分を見付けた。

　―――運命………予行演習………一つ前の経験が次の予行演習………だとしたら、この戦いは何の為の予行演習だったんだ？

　それは決して根こん拠きよがある話ではない。ただ気になったのだ。演劇が二千年前の予行演習で、二千年前が現代の戦いの予行演習で、現代での戦いがクーデターの予行演習なのだとしたら、このクーデターは果たして何の予行演習であるのか、と。

『どうした、青騎士？』

　だがぬいぐるみのような姿のアルゥナイアが、つぶらな瞳ひとみでじっと孝太郎の顔を覗のぞき込んできた段階で、孝太郎はその疑問を忘れた。特に根拠がある話ではないので、目の前の人達を忘れてまで続けるような考え事ではなかったのだ。

「………アルゥナイア殿もここにいるとバラしても良いいんですよ？」

『止よせ青騎士！　大人になれ！　儂わしを巻き込むな！』

「どうしましょうかねぇ？」

　やがて孝太郎とアルゥナイアは馬ば鹿か馬ば鹿かしいやりとりを始めた。こんな事が出来るのもフォルトーゼが平和になったからこそ。だから静香は二人を放っておいた。

「アルゥナイア殿も少しは苦労すればいいんですよ」

『儂が悪かった！　儂が悪かったから！』

「平和ねえ………」

　それに静香の勘かんでは、もうすぐそれどころではなくなる。孝太郎達たちを遠巻きに見守っている者達が我慢の限界を迎えつつあるのだ。彼らは幾らもしないうちに、怒ど涛とうのように押おし寄せてくるに違いなかった。










　ラシュターク墓地には国民が自由に参拝出来る、全すべての皇族が祀まつられた墓所があった。それとは別に、各家の領地にも墓所は一つずつ存在している。マスティル家ならマスティル領に、という具合だ。そうした各家の墓所は基本的に非公開で、特別な理由がない事には立ち入る事は許されない。もちろん『青騎士が墓参りに来た』は特別な理由にあたる。だから孝こう太た郎ろうはそこに一人で立っていた。

「アライア陛下、シャルル殿でん下か」

　孝太郎の小さな呟つぶやきが無人の墓所に溶とけていく。マスティル家の墓所は広く、頭上には大きな空が広がっている。太陽が傾かたむき、空はオレンジ色に染まっていた。孝太郎の視線の先には自然の岩を削り出して作った大きな墓石がある。墓石はオレンジ色の光を浴び、刻まれている紋もん章しようを浮かび上がらせていた。刻まれているのは皇家の紋章とマスティル家の紋章、そして祀られている皇族個人の紋章だ。孝太郎に用があったのは、そこに刻まれている二つの紋章の持ち主だった。

「無事に全て片付きました。これでフォルトーゼは大だい丈じよう夫ぶです」

　孝太郎がこの場所を訪れたのは、アライアとシャルルに報告をする為だった。アライアは晴海はるみになったので、ここには居ないのかもしれない。しかし彼女が晴海になる為に置いていったものは間ま違ちがいなくここに眠っているだろう。だから二千年前に別れた後のアライアに会う為には、どうしてもここへ来る必要があった。もちろんシャルルに関しても同じだった。

「やっと肩の荷が下りました。全ては俺の行動が招いた事ですから」

　孝太郎は墓石がまるでアライアとシャルル本人であるかのように話し続けた。そうしていると様々な事が孝太郎の脳裏を駆け巡る。二千年前のフォルトーゼでの事。そしてそれを切っ掛けにして始まった多くの出来事。信じ難がたい話だが、その全ての原因が孝太郎にあった。だがそれも遂ついに終わりを迎えようとしている。地底世界も、魔法王国も、フォルトーゼも、二千年前に端を発した騒動は全て片付いた。後は孝太郎達が地球へ帰れば、全ては元通りだった。

「やっぱり私には英雄は向いていないようです。その辺にいる普ふ通つうの高校生がお似合いなんだと思います」

　孝太郎は照れ臭そうに笑う。今日までの戦いを通じて、孝太郎はつくづく思った。やはり自分はごく当たり前の、平凡な世界で生きる方が向いているのだと。するとその直後、孝太郎の笑い声に別の人間の笑い声が重なった。

「………それには多分、異論が噴出すると思いますよ？　コータロー様以外の誰だれが、英雄を名乗れるのか、とね」

「陛下ッ!?」

　驚くべき事が起こった。孝太郎の視線の先に、アライアが姿を現したのだ。それは晴海ではない。晴海はここには来ていないし、孝太郎の感覚が目の前にいるのは間違いなくアライアだと告げていた。正確には晴海を感じないという表現が正しいだろう。本当に突然に、彼女が姿を現したのだった。

「こうして………アライアだけでお会いするのは、しばらくぶりですね？」

「陛下………やはり陛下なのですね？」

「はい。コータロー様はお元気そうで………安心致いたしました」

　アライアは目を細め、穏やかに笑う。こうして改めて見てみると、やはりアライアは晴海とよく似ていた。孝太郎にはその差が分からない程ほどに。だがそれでもアライアと晴海は別人だ。ほんの微かすかに、言葉に出来ない何かが違っている。生まれ変わった時点から、同じ魂たましいを持っていても別の人間なのだった。

「しかし………今日は何故こちらに？　それもわざわざお一人で………」

　孝太郎は少しだけ疑問を感じていた。アライアが晴海から離はなれて、孝太郎に会いに来た理由。魔力の浪ろう費ひに繋がるから、進んでやる理由はない。逆に言うと、進んでやる理由があったという事になるだろう。そこが孝太郎は気になっていた。

「コータロー様には隠せませんね………ふふふ………」

「陛下？　本当に、どうなさったのですか？」

　嫌いやな予感が胸を過よぎる。この時のアライアの口ぶりが、孝太郎の疑問を不安へと変化させていた。やはり何か悪い理由があるのではないか―――そう感じた孝太郎は、怪け訝げんそうにアライアを見つめた。

「実は………コータロー様に、お別れを申し上げに参ったのです」

「お別れ!?　それはまたどうして!?　まさか―――」

　予想外の言葉だった。アライアは今も晴海の中に存在している。その彼女がお別れと言い出だしたとなると、どうしても考えてしまうのは晴海の身の危険だった。

「いいえ、そういう訳ではありません。あの剣―――ナルファラウレーンに注ぎ込まれた命は僅かです。正確に言うと、思ったほど入らなかったのです。だから九人全員が、健康には問題を生じないでしょう」

「そうだったのですか………良かった………」

　孝太郎は安あん堵どして肩を落とした。剣を復活させる為に少女達がどれぐらい命を使ったのか、孝太郎はそれをずっと心配していた。少女達は元気そうにしていたが、彼かの女じよ達たち自身にもその辺りの事情ははっきりとは分かっていない様子だった。だが宝剣については誰よりもよく知っているアライアが大だい丈じよう夫ぶだと太鼓判を押してくれた。孝太郎の心配は、取り越し苦労だったのだ。

「しかし、それならば何故？」

　安堵した半面、孝太郎はますます分からなくなっていた。晴海が死ぬのなら、お別れに来たという言葉の意味も分かる。だが晴海が無事なら、お別れを言う必要などない筈なのだ。するとアライアは軽く眉まゆを寄せ、どこか寂しそうにその訳を話し始めた。

「今ここにいる私は、二千年前の私の複製です。シグナルティンの封印を解く時に注ぎ込まれた命と魂とが、そのままここに存在しているのです」

　アライアの命と魂は、二千年前に二つに分かれた。そのうちの一方はフォルトーゼで生き続け、死後は生まれ変わって晴海になった。もう一方はシグナルティンの中に残った。今孝太郎と話しているのは後者だった。

「しかし先日、シグナルティンの契約が一度解除されました」

「あっ―――」

「だから私はシグナルティンから解放されました。そしてそのおかげで、アライアとしての形を保てなくなりつつあるのです」

　孝太郎にも事情が呑のみ込めてきた。先日の戦いまでは、剣の中にある命と魂はアライアのものだった。だが今は違う。剣には九人分の命と魂が入っている。代わりにアライアは解放され、少しずつ晴海の存在に統合され始めていた。つまりシグナルティンの契約こそが、彼女の命と魂をアライアのままでいさせたのだ。それが解かれた以上は、アライアは遠からず消えていく運命だった。

「そんな!?　なんとかならないのですか!?」

「恐らく、このままわたくしが残る方法はあるのだと思います。しかし………わたくしにはそれをするつもりがないのです」

「どうしてなのですか!?」

「わたくしの命をハルミに還かえさねばなりません。わたくしの存在がハルミの害悪になる事は避さけねばならないのです」

「うっ………」

　アライアがアライアとして存在している以上は、晴海はいつまでも身体からだが弱いままになる。アライアが持っている命を晴海に還元しなくては、晴海に不自由な暮らしを強いる事になるのだ。恐らく晴海に問えばそれでいいと言うだろう。だからこそ、アライアは静かに消える事を選んだ。そして孝太郎にだけ、別れを告げにやって来たのだった。

「それにわたくしは消える訳ではありません。あるべき場所に、晴海の中へ還っていくだけ。本当の意味でのお別れとは違うのです」

「しかし陛下の記憶は………」

「死してなお、生まれ変わってなお、記憶を保持している方がおかしいのです。………わたくしだけ特別扱あつかいでは、シャルルが可哀かわい想そうでしょう？」

「ですが！」

「それに………ようやくわたくしの夢が叶かなうのです。普通の女の子になって、普通に恋をして、普通に家庭を持って………それがどれだけ素晴らしい事か、コータロー様にもお分かりになる筈はずです」

「陛下………」

　孝太郎は何も言えなかった。アライアの夢は孝太郎も良く知っている。だがアライアがアライアである限り、それは決して叶わぬ夢だ。だからアライアという小さな鳥とり籠かごから、彼女を解放してやらねばならない。孝太郎がやるべき事は彼女を引き留める事ではなく、アライアと一つになった晴海を笑え顔がおで迎むかえる事なのだった。

「コータロー様、どうか悲しまないで下さい。そして………どうか見付けて下さい。ハルミの中でいつまでも生き続ける、わたくしの事を………」

「………はい………」

　夢が叶う。お別れではない。喜ぶべき事。そうあるべき事。それを重々分かっていても二人は涙なみだを隠せなかった。大切な想おもい出があるだけに、あるべき世界と感情のギャップが埋うめられない。人間はそんなに器用には生きられないのだ。しかしその不器用さの中にこそ、人の美しさがある。だから孝太郎は、こうして涙するアライアをずっと覚えていようと思った。そう思わせるほどに、今のアライアは美しかった。

　それからどれだけ時間が過ぎたのだろうか。僅かだったのかもしれない。沢たく山さんだったのかもしれない。一つだけはっきりしていた事は、時間が経たって太陽が傾き、地平線の向こうへ消えつつあったという事。そしてその昼と夜の狭間から、二人を呼ぶ声が聞こえてきたという事だった。

『あねうえー！　あおきしー！』

『閣下ー、また陛下を泣かしてるんスかー!?』

　その声は孝太郎にとっても、アライアにとっても、特別な意味を持った人々のものだった。声は一つではない。数え切れないほど多くの声が二人を呼んでいた。そしてそれが意味する事はただ一つ。

「………コータロー様、時が来たようです」

　アライアは涙を拭うと笑顔を作った。もちろんそれは心からの笑顔という訳ではない。少しでも心を揺らせば、途端に溶けてしまう粉雪のような笑顔だった。それでも最後は笑って別れたい。アライアはその一心だった。

「陛下………お会いできて、良かったです」

　孝太郎もアライアの気持ちは良く分かっている。だからアライアの本音には気付かないふりをして、同じように笑顔を作った。彼女を困らせる事は本意ではなかった。

「そうだ、レイオス様………最後に一つだけ、女の子みたいな質問をしてしまってもよろしいでしょうか？」

　アライアは夕日の色とよく似た、金色の光に包まれた。その光からは多くの人間の気配がする。それはアライアを迎えに来た者達だった。そしてアライアはその光に包まれた時から、少しずつ輪郭を薄れさせていった。

「………なんなりと」

「わたくしは、コータロー様にとって………」

　アライアはそこで一度言葉を切った。その直後、彼女は頬を赤らめる。これから口にしようとしている言葉は、彼女にはかなり勇気がいる言葉だった。

「………その、傷付いたお心を癒す、お手伝いが出来る女の子………でしたか？」

「それは―――」

　とても難しい質問だった。実のところ、孝太郎には一つのはっきりした答えがあった。だが相手は敬愛する皇女であり、そして皇帝だった。最後の機会だからといって、その答えを口にしていいものなのか。孝太郎はその事に悩みに悩んだものの、結局は素直に答える事に決めた。お互いに後悔するような事には、なりたくなかったから。

「―――ふぐっ」

「ふふふっ」

　しかし孝太郎が気持ちを実際に口にしようとした瞬しゆん間かん、アライアの人差し指が伸びて来て孝太郎の唇くちびるに触ふれた。これに驚おどろいた孝太郎は、言うべき言葉を忘れてしまっていた。

「その答えを、いずれハルミに伝えてあげて下さい。コータロー様が必要だと思った、その時に………」

「陛下………」

　最後の最後で、孝太郎はアライアの女の子らしい姿を見た。そしてもし二人が普通の男女として出会っていたら、こういうやりとりをしたのではないかと思った。きっとアライアは、孝太郎と晴海がそうなる事を望んでいるのだろう。

「………コータロー様、貴方あなたに逢あえて本当に良かった。二千年を経てもフォルトーゼがあり、人々は笑顔で暮らしている。そしてわたくしもシャルルも、平凡な少女として生きている。それは全て貴方のおかげです………」

　別れの時は近い。アライアの姿はどんどん薄れ、光の中へ消えようとしている。だがアライアは本当に消える訳ではない。彼女は光の中にいる人々に加わるに過ぎない。そしてそうでない部分は晴海になるのだ。皇こう宮ぐうへ帰れば、また彼女に逢える。だから孝太郎はこう告げた。

「それではまた後程。夕食の時に」

「………コータロー様………はい、夕食の………時に………」

　それは二人の精一杯の強がりだった。たとえもう逢えないのだとしても、逢える事にしたいのだ。晴海の中で。そして何気ない毎日の中で。だから二人は別れの言葉を口にしなかった。代わりに口にしたのは、再会の約束。そして―――




「………いつまでもずっと、愛しています………この想いだけは、貴方と共に………」




　―――あまりにも純粋で透明な、愛の言葉だった。
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　神聖フォルトーゼ銀河皇国第七皇女、ティアミリス・グレ・フォルトーゼは怒いかりに震えていた。その原因は一人の家臣の手酷い裏切り行こう為いだった。問題の家臣はティアや国民の真心を踏ふみ躙にじった。その行為は決して許されるものではない。そこでティアはその不満と怒りを、記者会見の場で大々的に国民へ訴うつたえた。

「………既すでに聞き及んでおるかと思うが、明日に予定されていた終戦記念式典と、付随する大祝賀パーティは全て中止になった。楽しみにしてくれていた国民の皆みな様さまには大変申し訳なく思っておる」

　ティアの言葉は丁寧だった。だが言葉の端々に激しい怒りが滲にじんでいる。それは中継の立体映像を介かいしていても、国民全員に伝わっていた。

「わらわも楽しみにしておった。フォルトーゼ全体で喜びを分かち合う日じゃからのう。そして我らの救国の英雄に、感謝を伝える日となる筈じゃった」

　演説用の台の上に置かれているティアの小さな拳こぶしがぶるぶると震えている。喜びが大きかった分だけ、その怒りは強く激しかった。

「ところがじゃ！　我らが皆みなで礼を言う前に、あやつめ故郷へ帰りよったっ!!」

　パシャパシャパシャッ

　静止画用のカメラが連続して撮さつ影えいされる。実は式典とパーティが中止になった理由が正式に発表されたのはこの瞬間だった。

「土地も資産も丸ごとわらわにぶん投げて！　これが裏切りでなくなんなのじゃっ！」

　そしてティアを怒おこらせていたのは正しくこの部分だった。救国の英雄―――孝こう太た郎ろうが式典とパーティから逃にげた。ティアは着飾った自分と孝太郎が腕うでを組んで国民の前に出ていくところを夢想して楽しみにしていたから、逃げた孝太郎がどうしても許せなかった。

「わらわへのメッセージは一言『よきにはからえ』………ふざけるでないっ！」

　そして何より腹立たしかったのは、ティアには一言の相談もなく地球へ帰ってしまったという事だった。これまでティアは何度となく孝太郎に置き去りにされてきた。状じよう況きようが状況だったので、仕方のない事だとずっと我慢してきた。しかしこれは違う。絶対に相談してくれて良い事の筈だった。なのに孝太郎は黙だまって帰ってしまった。言ってみれば、ティアは好きな男の子に置いて行かれてしまったから怒っているのだった。

「国の運営に携われとは言わん！　あれだけの事が出来るのじゃから、シグナルティンをフォルトーゼに置いておけない理由も分かる！　じゃがそれでもっ、そなたら国民が会いたい時に会いに行けるぐらいの場所にいてくれても良いではないかぁっ！」

　だから実のところ、この時ティアが口にしている言葉は後付けの理り屈くつだった。思うように行動してくれない男の子への愚ぐ痴ちを、国民の為という言い訳で包くるんでぶちまけているような状況だった。

「あやつはどこまで伝説の英雄なのじゃ！　助けたら助けっぱなしか！　ちょっとぐらい助けられた方の気持ちにはなれんのかぁっ！」

　意外な事に、ティアのこの演説は国民から高い評価を得た。国民も青あお騎き士しが大好きだったので、多かれ少なかれ似たような感情を持っていたのだ。

「少しでいい、ほんの少しでいいから、人としての隙を見せよ！　褒められて調子に乗ってしまったとか、女にかまけて滞在を延のばしたとか、美味おいしい食べ物のせいでついつい長居をしてしまったとか！　じゃがあの完かん璧ぺき英えい雄ゆうはっ、少しも隙を見せんかった！　我らに新たな伝説だけを残して、爽さわやかに去って行ってしまったのじゃあっ!!」

　だから演説が全編通して強烈な青騎士批判であるにもかかわらず、ティアに対してはほんの一握りの批判しか出なかった。見た者の殆ほとんどが、よく言ってくれたティアミリス皇女と高い評価を下していた。

「そこでわらわは考えた。わらわとクランとであやつの故郷へ向かい、説得してフォルトーゼへ連れ帰ろうと思う。これはわらわとクランにしか出来ぬ仕事じゃ。何年かかるかは分からぬが、幸い母上とセイレーシュがおるので国政に不安はない！」

　そして国民が共感してくれたが故に、ティアのこの提案は圧あつ倒とう的な支持を集める事となった。後に行われた世論調査では、積極的支持と消極的支持、それらを足した合計は実に七十九パーセントに及んだ。国民の殆どが、ティアとクランに青騎士を連れ戻もどして欲ほしいと望んでいたのだ。

　そして世論の駄目押しをしたのが、エルファリアのウソ泣きだった。彼女はティアの演説の後に、孝太郎がＧＯＬを初めて起動した時に『皇帝になる』という選せん択たく肢しを選んでいる映像を公開。カメラの前で泣いて見せた。

『………このようにレイオス様は内心では皇帝になりたいと思っておられるのです。男子として生まれたからには当然でありましょう。一国一城の主あるじ、誰もが一度は思い描く夢。しかしレイオス様はこの国を思い遣って無言で去られました。宇宙一の膨ぼう大だいな資産も、迷わず放棄されて。何と気高い………』

　これが更なる追い風となり、フォルトーゼ全土で是非行ってくれティア皇女、頑がん張ばれクラン皇女の声が湧わき上あがった。完かん璧ぺきに役目を果たした青騎士を、国民の総意で呼び戻そうという、理想的な世論が形成されつつあった。

「待っておれよぉっ、青騎士めぇっ！　どんな汚い手を使ってでも、わらわとクランの婿むこにしてくれるわっ！　他人のフリなど決して許さぬからなぁっ！」

「あー、えと………わたくしも、頑張りますわっ！　ええ！　そのぉ、多分………」

　そうした圧倒的な国民の支持を背景に、ティアとクランの地球派遣が議会で正式に承認された。フォルトーゼは国交の樹立や技術支し援えんなど、あらゆる手を使って日本政府を懐かい柔じゆうする構えでいる。彼かれらの目的はただ一つ。フォルトーゼの至宝、青騎士を連れ戻す事。その為になら侵しん略りやく者しやの汚名も甘あまんじて受けるつもりでいた。だが青騎士本人はまだこの危機的状況にまるで気付いていない。銀河に名だたる神聖フォルトーゼ銀河皇国の侵略は、今まさに始まろうとしているのだった。
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あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております、著者の健たけ速はやです。今回は二十六巻をお届けさせて頂きました。フォルトーゼ編のクライマックスという事で、今回も通常より多めのページ数でお届けしております。その分だけあとがきも短いので、手早く進めたいと思います。




　今回のエピソードでは、フォルトーゼで発生したクーデターの顛てん末まつが描かれます。遂に対峙する孝こう太た郎ろうとヴァンダリオン。これまでは間接的な小こ競ぜり合あいのような戦いが多かったのですが、今回は直接対決。艦隊同士の決戦になります。しかし物語はそこから思わぬ方向へと転がっていきます。勝った者がフォルトーゼの未来を決める戦いですから、そう簡単には終わりません。勝つのは孝太郎か、ヴァンダリオンか。あるいは―――皆さんはあの結末をどう感じたのでしょうか？　勝った者がフォルトーゼの未来を決めるのであれば、私はああ終わるべきだと思っています。

　今回の見所はもちろんラスト付近なのですが、それ以外だと、個人的にはアレが遂に火を噴いた事だと思っています。アレが作中に登場したのは実に二十七巻ぶり、忘れていた方も多いのではないでしょうか。私も危ない所でした（笑）




　次の二十七巻は久しぶりに、中編＋へらくれす三本の形でお届けする事になるんじゃないかと思います。孝太郎達がフォルトーゼから帰ってきたところなので、その事後処理をする中編になるような気がしています。みんな二カ月以上学校を休んでいますから、色々と問題が起こる訳です。孝太郎達が不在の間、レインボゥハートが替え玉を用意してくれていたとは思うのですが、そこは正義の組織。何の試練もなしに元の生活には戻らせて貰えないでしょう。主にゆりかと早さ苗なえ辺りが大ピンチに陥おちいるのではないかと。他にもティアとクランが侵略に本腰を入れたりと、ごちゃごちゃっと色々起こる気がします。




　それと前回のあとがきで御協力をお願いしたアンケートの件ですが、担当編集のＳ君との協議の結果、何巻か先で本編の作成済みのエピソードを使い切った後も、引き続きこの『六畳間の侵略者!?』という作品を続けていく事になりました。なんでも恐ろしいほど沢山ご要望のアンケートが届いたようで、ドライに終わってしまうのは申し訳ないだろうという結論に至りました。でも続けるとなると確実に『付き合ってみた』シリーズはやる事になるだろうから、更に九巻追加される可能性が出てきます。エルファリアやアライア、シャルルあたりまで含めると、もっとでしょう。今の時点の予測で四十巻を超えそうだけど、ホビージャパン的には大丈夫なのかな。今度Ｓ君に訊いてみます（笑）

　普通に続けると数巻先で本編は作成済みのエピソードを使い切る訳ですが、そうなると無計画に始めた作品と同じ状況になってしまいます。それではまずかろうな、という気がするので、今から新しく物語を練り始めています。幸いフォルトーゼは地球と接触する方向に舵を切ったので、そこで多くのトラブルが起こる事でしょう。呑気エピソードよりも事件性があるエピソードが好きな人達にも満足して貰えるよう、しっかり準備を進めて行こうと思っています。

　アンケートへの御協力、ありがとうございました。ただ、アンケートに関しては今後も引き続きご協力をお願い致します。読者の皆さんの声を拾い上げるには、やはりこの方法が一番です。幾つかアンケートの項目があるおかげで、間違いなく読んで頂いた上での声だと判別する事が出来るのです。やはりインターネットは難しいです。情報が多過ぎるんですよね。

　加えてこの作品以外のアンケートも、余力がある方は御協力頂けると幸いです。他の作品の存続はＨＪ文庫の存続であり、ひいては六畳間の存続でもあります。一人では勝てないのは物語の中だけでなく、現実でも同じです。ＨＪ文庫全体での繁栄の為に、御協力をお願い致します。




　こんなところでしょうか。今回のあとがきは数ページなので、このぐらいで終わりにしておこうと思います。最後にいつもの御挨拶を。




　この本を出版するにあたり御協力頂いた編集部の皆様。今回も特殊な指定が多かったのに器用にこなして下さったイラストのポコさん。そしてこの本を読んで下さった読者の皆様に心より御おん礼れいを申し上げます。




　それでは二十七巻のあとがきでまたお会い致しましょう。





二〇一七年　六月　

健速　
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